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角川ビーンズ文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　境界







　蒼そう天てんには一いつ片ぺんの雲もなく、初夏の陽光は乾かわいた大地に濃こい影かげを落としていた。








　鮮せん血けつが飛んだ。


　最高潮に達した喚かん声せいは澄すみきった青空の下に轟とどろき渡わたり、闘とう技ぎ場じよう全体を大きく揺ゆさぶった。


　大おお柄がらな男の身体からだが前のめりに倒れ、砂すな埃ぼこりが舞まう。


　溢あふれ出る血ち潮しおが、乾いた大地に急速に染しみ込んでいく。


　中心の割れた方ほう形けいの盾たてがその上に投げ出され、赤い泥どろを散らす。


　男を屠ほふった女は、血ち脂あぶらをぬぐいもしない刃やいばを担かつぐように肩に載のせて、観客席を振ふり仰あおいだ。日は中天を過ぎて日ひ除よけの垂たれ幕まくは取り払われていたが、なお日差しは目を射さす。その強さに、女は兜かぶとの中でそっと切れ長の目を細めた。


　最初の一人が、短い言葉を叫んだ。それは伝染するかのように他の客の口からも飛び出し、声はやがて揃そろい、その叫きよう声せいから一つの名前が聞き取れるようになった。


　ウィルゴ。


　それが女の名だった。


　ウィルゴは客席の熱ねつ狂きようを意に介かいしたふうもなく、すり鉢ばち状の闘技場の底に、一人立っていた。


　白い腰こし布ぬのと日に焼けた太ふと股ももを返り血が濡ぬらしている。血は砂のついた膝ひざを伝い、すね当てと肌はだとの隙すき間まに忍しのび込む。少しくすぐったそうに、ウィルゴは足を振った。


「すばらしい試合だった！」


　喚声が落ち着いたところで、観客席の中でも底に近い、日ひ除よけの下の特等席にいた男が立ち上がって言った。


　ウィルゴは兜の下から、幾いく分ぶん気け怠だるげにそちらを見上げた。


「さあ、勝利を讃たたえて褒ほう美びを与あたえよう」


　声は演説慣れしているらしく、よく通った。ウィルゴは静かに首を横に振った。それを見み咎とがめて、男は手にしたシュロの葉を指先でちょっと振り回す。


「……どうかしたのかね？　段を上ってこちらへ来たまえ」


　主しゆ宰さい者しや席と闘技場との間には、移動式の階段が取りつけられている。勝利者はそれを上って、シュロの葉と賞金を手にすることになっていた。しかし、ウィルゴはもう一度はっきりと首を横に振った。


　観客席が、不ふ審しんそうにざわめきだす。客たちは隣となりの人間とひそひそと話し、剣けん闘とう士しの不ふ可か解かいな行動について様々な憶おく測そくや非難が飛ぶ。


　男は、念を押すように尋たずねた。


「褒美はいらぬと言うのか？」


「他に」


　少女らしい唇くちびるから漏もれた声は、やや低く、大声を張り上げたわけでもないが、耳通りがよい。


「他に、望みがある」


「ふん？　金ではないのか？」


　ウィルゴは首を振った。兜から零こぼれていた一ひと房ふさの髪かみが、日焼けした肩の上でふわりと揺れた。


「では、女……いや、失礼、君は女性だったな。では男か？」


　客席から、下品な野や次じと笑い声が投げかけられる。予期していたのだろう、男は満足そうな笑えみを口くちの端はしに浮うかべて、ウィルゴを見つめた。


　ウィルゴはまた首を振った。青銅製の兜のひさしが、剣けん呑のんな光を宿した瞳ひとみを隠かくす。


「ふむ、では剣ルデイスだな？」


　ルディスとは木製の剣で、それを授さずけられることは解放を意味した。


　ウィルゴは剣闘士であり、剣闘士の多くは奴ど隷れいである。戦争から借金まで様々な理由で奴隷商人に買われた者たちで、命を賭かけた試合を重ねた結果、大たい抵ていは死ぬ。


　それでも、中には何勝と勝ち続け、観客からの人気も高く、解放される者もいる。


　男はウィルゴもそれを望んでいるのだと思ったのだ。ウィルゴの人気は高いが、まだまだ新人、解放されるには少し早いようにも思えた。


「自由ルデイスではない」


　だがウィルゴは、みたび首を振った。


　会場がざわめく。男も眉まゆを顰ひそめた。


「では……いったい何が望みだ？」


　ウィルゴはすいと腕を上げ、一点を指した。


「私の望みはその 剣 グラデイウスだ」


　男はウィルゴの指を追って、闘技場の底を見下ろした。観客の目もそちらを向いた。


　そこには、地面に突つき刺ささった一振りの剣があった。


　青い剣だった。


　陽光に光る柄つかは銀。そこから伸のびる刀とう身しんが青い。鉄でも青銅でもない金属でできた刀身は、夜空というほど暗くもなく、青空というほど明るくもない、日にち没ぼつ直後の空の色をしている。そう言えば、心なしか残ざん照しようのような橙だいだい色いろも混じっているように見える。


　そして、その全体を、細い銀色の鎖くさりが取り巻いていた。


　ウィルゴの言わんとするところを察して、観客たちが、ざわり、とさざめく。


　闘技場の端に、突き刺さった剣。それだけで不思議といえば不思議である。しかし何が不思議かと言えば、その来らい歴れきほど不思議なことはない。


　この剣は、闘技場がここに建てられる前からあったのだ。


　そして、下へ手たをすると都市ができる前から。


　この闘技場が建てられたのも、剣の主である神の勲いさおを讃えるためなのだと言われている。


「……その剣をか？」


　男の声には訝いぶかしげな響ひびきがあった。


　それも当然である。


　今までにも剣を抜ぬこうとした者はいる。しかし抜けなかった。周りの地面を掘ほっても、すぐに硬かたい岩のようなものにぶつかってしまうのだ。


　ウィルゴは静かに頷うなずいた。


「……よかろう。その剣をやろう。ただし、抜けたら、の話だ」


　その言葉に、いつの間にか静まり返っていた観客が、我に返ってざわめきだした。


　ウィルゴは担いでいた剣を下ろし、地面に突き立てた。万が一にも剣を取り落とさないよう、剣と手とを結びつけていた紐ひもを外すと、まっすぐに件くだんの神剣に向かって歩きだした。彼女が剣に近づくにつれ、観客は再び静かになっていく。許可を出した男も次し第だいに不安になった。ウィルゴの何かを確信しているかのような、慎しん重ちような歩みが気になったのだ。


　本来なら野次なりなんなりが飛んでいただろう。しかしその時、人々はただ口を噤つぐんでいた。予感のようなものを感じていたのかもしれない。


　その静せい寂じやくを打ち破って、狂くるおしいほどの焦しよう燥そうに駆かられた男は、上うわ擦ずる声を抑おさえられないまま、怒ど鳴なった。


「ぬ……抜けると思っているのか！


　それは主たる神々の血に連つらなる者にしか抜けぬと言うぞ！」


　ウィルゴは剣の前に来ていた。仁に王おう立だちになって、柄に両手をかける。銀の握にぎりは実用本位の造りをしていて、手にぴたりと吸いつく。柄つか頭がしらは翼つばさを広げた鷲わし。直すぐ身みの刀身に稲いな光びかりのような、文字のような浮き彫ぼりがあるのが見えた。


　息を吸って、止める。鎖がちゃらりと鳴った。まるで咎めるように。


　ウィルゴは一気に剣を引き抜いた。














　その瞬しゆん間かん、世界のどこかで、神かみ代よの時代から封ふうじられてきた扉とびらが開いた。


　そして、ウィルゴは最愛の人間を永遠に失った。




一章　歓かん迎げいされざる求きゆう婚こん者しや







「そっち行ったぞー」


　戦場で耳にするにはあまりにあっけらかんとした声に応じて、ノクスは振ふり向きざまに剣を振るった。


　粘ねん土どで作った土台にちぐはぐの鱗うろこと爪つめをつけたような、不ぶ格かつ好こうきわまりない腕が飛ぶ。


　よく聞き取れない高音域の悲鳴を上げて、半分が鱗、半分が粘液で覆おおわれた人型の物体は、大きくのけぞった。ノクスの剣が再び閃ひらめいてその首を飛ばす。首が地面について白い砂にまみれてから、胴どう体たいもゆっくりと倒たおれた。


　ノクスは素す早ばやく周囲に視線を走らせた。そこここに鱗のついた人間や、その一部が転がっている。立っている敵はいないし、転がっている味方もとりあえずいない。ノクスはほっとして少し長めの息をついて、自分の剣に視線を落とした。


　刀身は片かた刃はですらりと長い。白っぽい肉にく片へんと青緑の鱗が、点々とついている。


　血は、やっぱり赤い。


「一段落だな！」


　血ち糊のりをふき取っていると、聞き慣れた明るい声が頭上から降ってきた。見上げると、ノクスの視線より少し上で、屈くつ託たくなく笑う男の顔があった。


　造ぞう作さくは悪くはない。だが、精せい悍かんな顔立ちに煌きらめく黒い瞳と白い歯を、さわやかと取るか軽けい薄はくと取るかは多少迷うところではある。短い髪も一重ひとえ瞼まぶたの下の瞳も真っ黒で、頑がん健けんそうな長身にまとうゆったりとした服も、光こう沢たくを放つ黒。幾重いくえにも重ねたからすの羽をまとっているようにも見える。


　名前はダークロア。年は、二十歳はたちのノクスより十近くは上だろう。


　歯を見せてにやりと笑うダークロアに、ノクスも微笑ほほえみを返した。


　そのとき敵てき影えいなしを告げる銅ど鑼らが鳴ったので、他の傭よう兵へいたちも武器を収めて砦とりでに帰り始めた。


「ああ、今日も俺様はかっこよかった！　強かった！　すばらしかった！　さあ帰るぞー」


　ダークロアはううんと長身を伸ばして、歩きを助けるにはいささか短過ぎる杖つえを振り回した。それから、思い出したように相あい棒ぼうに向き直って、悪戯いたずら小こ僧ぞうのように笑って言った。


「ノクスもまあまあの働きだったぞ」


　黒い瞳が、少年のように煌めく。


　ノクスは素直に頷うなずいた。


　ダークロアは機き嫌げん良よく口笛を吹ふきながら、砦──遠目には巨きよ大だいな蟻あり塚づかにしか見えない城じよう砦さいに向かう。


　ノクスもそれに続こうとして、ふと、背後を振り返った。


　鉛なまり色いろの空と、似たような色合いの大地。


　そのさらに向こうに漠ばくとして広がる、水面みなも。


　岩いわ肌はだの露ろ出しゆつした丘きゆう陵りようや寒々しい禿はげ山など、土地の隆りゆう起きは激しい。しかしそれ以外──例えば緑の森やオリーブと葡萄ぶどうの畑、整えられた街かい道どう、町並み、そんなものは全く見えなかった。


　ただただ、色のない世界。


　一年前まではそうではなかった。


　原因は、酸さんだ。


　突とつ如じよとして現れた酸の波が、幾つもの都市を襲おそい、人々と畑と建物を飲み込んだ。


「何してんだよ」


　ダークロアが隣となりに並んで、そう問いかけてきた。ノクスの悄しよう然ぜんとした顔を見て、頭を搔かく。


「ああ、またか。まあ確かに、栄えい華がを誇ほこった帝てい国こくがこの有様じゃあ、泣きたくもなるけどよ。でも俺らにしてみりゃあ、亡もう者じやとか魔ま獣じゆうとか相手にしてる方が、生なま身みの人間相手に戦うより、よっぽどいいだろ？」


　不気味な侵しん略りやくを続ける酸の海から彷徨さまよい出てくる人ならぬ人、獣けものならぬ獣。それらが亡者であり魔獣である。彼らは満たされるということを知らないのか、生きものと見れば襲ってくる。人々にとって幸いだったのは、その動きは組織されたものではなかったことだ。大たい抵ていは単独、ときたま集団で行動することもあったが、せいぜいが数十体である。それでも、生まれ故郷を酸で失い、酸の波を浴あびていない北に逃のがれていく人々が、その犠ぎ牲せいとなった。


　ダークロアの不ふ謹きん慎しんな発言に、ノクスは本気で怒おこって、険けわしい目を相棒に向けた。対するダークロアは、小こ馬ば鹿かにするような薄うす笑わらいを口元に浮かべて、余よ裕ゆうを保っている。


「あんだよ？　別にいいだろ、おまえこの国の人間じゃないんだし。別にどーなろーとさあ。この国がだめになったら、俺達は次の仕事場探すだけだろ」


「……」


「あー、わかった、怒るな。言い過ぎた。でも、あんまり入れ込み過ぎるなよ、ぼろぼろの雇やとい主からは、もらえるだけもらったら逃げるのが一番だぞ」


　ダークロアはノクスの肩を軽く叩たたくと、先に立って砦に戻り始めた。


　南を頂点とする、逆三角形の半島ピュエラ。ここにおいておよそ人の踏ふみ込める地の大部分を支配するのが、東西に威い名めい轟とどろくミュドラネ帝国である。帝国は元々は都市ミュドラネを中心とした小国に過ぎなかったが、三百年ほど前から勢力を広げ、ミュドラネ族だけでなく、雑ざつ多たな部族、都市を支配下におくようになっていた。


　今も、帝国は半島を支配している。しかしその存そん立りつは風ふう前ぜんの灯ともし火びだった。


　ピュエラの至し宝ほう、南海の真しん珠じゆと謳うたわれた帝都は、酸の波に飲み込まれた。そこに生きる人々とともに。そして波は十近くの都市を沈しずめ、無数の農村を食い散らかし、南から北へ、不規則な速度で進しん撃げきを続けている。


　世界のどこかにある酸の海に通じる扉が開かれたのだ、と言う者もあったが、真実を確かめる術すべはない。一いつ切さいの原因は、一年経たった今もわからない。


　今帝国を守るのは、副都アルバ＝ロンガ指揮下に搔かき集められた正規兵の生き残りと、寄せ集めの傭兵たちである。


　そしてその前線基地の一つが今ノクスたちのいる砦であり、ノクスたちは傭兵で、今日も襲しゆう撃げきを撃退することができたというわけだった。


　ノクスは、青空を忘れた空と水銀のように重苦しい酸の水面との狭間はざまを、目を細めてじっと見つめた。


　ダークロアはノクスがついてこないことに気づいて、振り返った。


「先行くぞ、ノクス？」


　ノクスは動かない。前方を注視している。


　その真しん剣けんなようすに、ダークロアもノクスの見ているものを見ようと、隣に立って額ひたいの上に手をかざした。


「なんだよ、何が……」


　異変はない。ように見える。


「……！」


　いつもと微び妙みように視界の風景が違ちがう。


　酸の海の領域が少ない。見えなかった岩が露出している。


　波打ち際ぎわの線が後退したのだ。


「こいつはやばいぞ……！」


　津波つなみの前ぜん兆ちようだ。しかもこのようすからすると、かなり大きい。


　もちろんただの津波ではない。これが酸の襲撃なのだ。


　ノクスもダークロアもそのことは聞き知っていた。だが本物の津波はともかく、酸の津波には幸いにしてまだお目にかかったことはない。もし目まの当たりにしていれば、今生きてここにいられたとは思えない。


　汗あせが吹ふき出して滑すべりやすくなった手で、ダークロアは杖を握にぎり直した。だが、「こいつは逃げ遅れたな」と呟つぶやく皮肉な口調はいつもの通りだ。ノクスがダークロアをちらと見る。


「ノクスは砦のやつらに報しらせろ」


　砦から何の合図もないということは、まだ気づいていないのだろう。ノクスは視線を逸そらさず、ダークロアを見つめ続ける。黒衣の相棒は不快そうに顔を歪ゆがめた。


「……剣士は役立たずだからさっさと後ろに下がれって言ってんだよ」


　酸の波の前で剣が何の役にも立たないのは事実だ。誰だれかが報せなければならないのも。だがノクスは突然ふっと口元を緩ゆるめた。指で自分の口を指す。


「あ……ああ、そうか。そうだったな」


　一瞬呆気あつけに取られたあと、らしくなく情けない表情で笑って、ダークロアはノクスの肩を大きく二度ほど叩いた。


「しゃあねえなあ、まったく」


　頭を搔いて、砦の方を振り返るが、すでに人はいない。皆みな戻ってしまったのだ。ダークロアは舌打ちを一つした。


「だめだ、やっぱりおまえは戻って、文字に書いてでも報せろ。俺は……」


　そのとき、荒あら々あらしい銅鑼の音が二人の鼓こ膜まくを震ふるわせた。


　はっとして、顔を見合わせる。砦が酸のようすに気づいたのだろう。数百歩離はなれたここからでも、怒ど号ごうが漏もれ聞こえる。


　そして。


　膝ひざに伝わる、小さな振しん動どう。


　振り向くと、ぶるりと一つ、水平線が揺れた。


　空と酸の海との境界線上に、白っぽい線が一本、真横に引かれているのが見える。


　と思うと、それは砦へと近づいてきた。


　砦からは怒号を通り越して絶叫が聞こえる。


　波は頭とうは、絶望的なほどに高い位置にあった。横よこ幅はばも見渡す限りだ。


「こいつは……」


　ダークロアは自分の声が掠かすれていることに気づいて、唾つばを飲み込んだ。


　たっぷり十呼吸のちには、波は砦に達するだろう。その高さは砦を飲み込んであまりある。人がどうのという問題ではない。砦が潰つぶされる。多くの都市が滅ほろびたと同じように。


　女め神がみヴェルペイアよ、とダークロアの口からそんな言葉が出る。それが詠えい唱しようの一部なのか、単に祈いのりの文句なのか、ノクスにはわからなかった。


　だが、その進撃が突然止まった。


　酸の波は濤とうが、空中で唐とう突とつに静止したのだ。小さな飛沫しぶきも、残らずぴたりと止まっている。


「なん……だと？」


　ダークロアの掠れた声が聞こえる。その驚きよう愕がくはノクスにも、砦の他の兵にも共通していた。


　そして、波は音もなく沖おきへと退しりぞいていった。


　ノクスの目が、その退いていく波の前に、小さな人影を見つけた。


　戦士だ。大波に挑いどむように、あるいは天を貫つらぬくように、剣を持った右腕をまっすぐ頭上に突つき上げている。剣からは青い、鮮せん烈れつな鋭するどい光が走っていたが、見る間に消えていった。戦士は、波が退き、剣から光が消え失うせるのを確かく認にんすると、無造作に剣を肩に担かついだ。


　砦の兵士は波に気を取られているのと、人影が岩の陰かげになっているのとでよく見えていないらしく、気づいたのはノクスと、ノクスのようすに気づいたダークロアだけだった。


　戦士はこちらを振り向き、顔を上げた。ノクスと目が合う。


　金の髪の、女だった。








　女は口を開けて立ち竦すくむ男二人の方に、ずかずかと近づいてきた。


　年は十七、八。青銅の鎧よろいからは、脂し肪ぼうよりは筋肉の勝まさった手足がすんなりと伸のびている。鎧も盾も相当使い込まれており、抜き身のまま右肩に担がれた剣は見たこともない色を帯びている。宵よいの口くちの空色に似ている、とノクスは思った。


　印象的なのは、豪ごう奢しやなまでの赤みがかった金の髪だ。癖くせの強いそれは肩にかかり、見る者に一年ぶりの太陽の光を思わせた。


　まるで戦いくさ女神が降こう臨りんしたような娘だ。詩人でもいればうまい詩の十や二十は作れるだろう。


　しかし彼女は見た目の崇すう高こうな雰ふん囲い気きとはかけ離れた、なげやりな、というか、いい加減、というか、あまり気品を感じさせない大おお股また歩きで、二人の前を通り過ぎていこうとした。


「あ、ちょっと待てよ！」


　その後ろ姿に、ダークロアが追いすがる。


　ノクスも慌あわてて二人のあとを追った。








「なあなあ、あんた！」


　砦で傭よう兵へい登録を終えた女を捕つかまえるなり、ダークロアはそう言った。女は胡う散さん臭くさそうにダークロアの輝く白い歯に一いち瞥べつをくれると、またさっさと歩きだした。


「おーい、ちょっと待てよ！」


　ダークロアはその背に呼びかける。ノクスは若じやつ干かん呆れ顔で、相棒の後ろからついていく。


「なあってば！」


　ダークロアの手が女の肩にかかったかと思うと、女はそれを力ちから一いつ杯ぱい振り払った。


　睨にらみつけてくる瞳は、冷たい怒いかりを湛たたえている。


「あー」


　何な故ぜか嬉うれしそうに、ダークロアは相そう好ごうを崩くずした。


「やっぱ美人だわ、あんた」


　女の顔が朱しゆに染まる。


「ふざけるな！」


　声とともに、拳こぶしがダークロアの顎あごを打った。


　しかし、確かに女は美しかった。


　眉み間けんにぎゅっと寄せられた気の強そうな眉まゆも、怒りに震える長い睫まつげも、冷たい色の瞳も紅潮した頰ほおも、頰から顎にかけての肉の削そげた多少きつめの輪りん郭かくも、それと反する柔やわらかそうな女性らしい唇くちびるも、女性という性と戦士の厳しさがうまい具合に入り混じって、すれ違うと視線を奪われるほどに美しかった。


「なあ待ってくれよ、あんたにいろいろ聞きたいことがあるんだ」


「私の方にはない」


「まあそう言わず。ひとまず名前教えてくんない？」


「うるさい！」


　とびきりの美女はとりつくしまもなく、ぴしゃりと言い放った。







◇◆◇







　ダークロアは不ふ首しゆ尾びに終わった。


　殴なぐられ蹴けられ、それでやっと手に入れた情報が彼女の好物（ちなみにイチジク）という、なんだか端はたで見ていたノクスが悲しくなる結果だった。


　夜明け前に、ノクスは目が覚めた。


　岩山をくりぬいた砦は、小さいながらもきちんと要よう塞さいとしての機能を果たしている。内部には幾つもの小さな部屋と武器庫、食堂、工こう房ぼう、食しよく糧りよう庫こなどを備えているし、壁へき面めんは高く、突つき出した物もの見み櫓やぐらからは相当に視界が効きく。


　蟻あり塚づかのような砦の外壁を、胸壁を備えた回かい廊ろうが二重三重に取り巻いている。回廊に天てん井じようはなく、その分上に行くほど内部の面積が狭せまくなる造りだ。


　ノクスはその回廊の一つで、胸壁の上に腰を下ろし、柔らかな髪を風になぶられるままにして、遠く空と酸の海との境界を見つめていた。


　髪が目に入る。


　ノクスの髪は大地の色だ。今目の前に広がっている無む味み乾かん燥そうとした灰色の大地ではなくて、黒っぽい茶色の、麦の育つ大地の色だ。なんとなく切らずにいるのは単にものぐさなだけで、血のつながらない母にそこだけは似ていると言われたから、ではない。


　夜が明けようとしていた。


　それでも、空が薄うす青あおくなったり、雲が紫むらさき色いろがかったり、ましてや太陽光の小さな一点が山やま際ぎわを優やさしく染めたりなどということはない。


　空は相変わらずの曇どん天てんで、明けたのか明けていないのかよくわからない。厚い雲を通して、僅わずかに明るくなったかなと感じられる程度だ。


　背後から足音が聞こえた。


　ダークロアではない。振り返ると、払ふつ暁ぎようか黄昏たそがれの太陽を思わせる髪が、風をはらんで躍おどっていた。例の女戦士だ。青い刃やいばの剣が、鞘さやにいれられぬまま、留め具で腰に吊つり下げられている。


「……人がいたのか」


　彼女は不機嫌そうにそう言って、眉を寄せた。ノクスがダークロアの連れであることを思い出したのだろう。「また絡からまれてはたまらん」とばかりに、さっと周囲を見回し、黒衣の魔法使いがいないことを確認する。それから、値ね踏ぶみするような視線をノクスに向けた。


　そろそろ夜が明けるのだろう。闇は溶とけだし、三歩ほど離れた位置にいる互たがいの顔が、はっきりと見て取れた。


　足の先から頭の天てつ辺ぺん、腰に吊つるした剣までしっかりと観察してから、女はしみじみと言った。


「綺き麗れいな顔だな」


　口の中で呟つぶやくような声は、低くて耳に心地ここちよい。ノクスは戸惑とまどいを隠せなかったが、女はただ思いついた感想を言っただけのようだった。


　綺麗なのはそっちだ、と思ったが、それを表現する手立てがなくて、ノクスは困ったように少し眉を下げて、目を細めた。そうすると元から少ない白目がさらに少なくなって、犬のような黒目ばかりの目になった。


　女はなおも柔らかそうな唇に人差し指を当てて、下からすくい上げるように見つめてくる。


　長い睫の下の切れ長の目が、ノクスの顔にさらに何か発見したのだろう、面おも白しろそうにすいと細められた。


「空の色だ」


　ノクスはわけがわからず、せわしなく瞬まばたきをした。


「？」


「目」


　あ、とやっと理解する。


　ノクスの瞳は青かった。海の色ほど暗くはなく、もっと鮮あざやかな、真っ白い入道雲の似合いそうな、真夏の濃こい空の色をしていた。加えて言うなら彼自身は全く頓とん着ちやくしていなかったが、傭兵というにはあまりにも整った、上品な顔立ちをしていた。物もの腰ごしも柔らかくて無理がない。柔にゆう弱じやくに過ぎる印象こそ与えないものの、剣を振るう姿を見なければ、実際本職が傭兵だと信じられる人間は少ないだろう。


　ただ、中肉中背で格別大おお柄がらではないとは言え、体つきは明らかに戦場で年を経たもののそれである。戦士ならば右手の剣ダコにも気づくだろうし、何より剣を振るう姿を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。


　女はノクスの顔と使い込まれた剣を交互に見て、どうやらその釣つり合いの悪さに興味を抱いだいたらしく、


「名前は？」


　と訊きいてきた。


　ノクスが黙っているので、彼女は、ああ、と何か思いついたようすで頷うなずいた。


「私はウィルゴだ」


　あ、とノクスは思った。名前だ。ダークロアが一晩かかって得られなかった答えを、あっさり手に入れてしまった。


　ノクスは嬉しいことは嬉しいのだが、対応に苦く慮りよして、指で自分の口を指した。ウィルゴと名乗った女戦士は、わからないといったふうで、からかうようなどこか不敵な表情に、徐じよ々じよに険悪な色を添そえ始めた。


「……こちらが名乗っているのだから、名前くらい言えばいいだろう」


　薄い色の唇を歪ゆがませて、不ふ服ふくを示す。ノクスはさらに焦あせった。焦ると余計にどうしていいかわからなくなる。


　そのとき、助け船が二人の間に割って入った。


「あ～、ちょっとお姉さん」


　咳せき払ばらい一つと共にダークロアが階下に続く階段から現れた。ノクスは胸を撫で下ろす。


　ウィルゴは黒ずくめの傭兵の出現にますます気分を損そこねたようで、低い声で言った。


「なんの用だ？」


「そのくらいで勘かん弁べんしてくれよ」


「勘弁とはどういうことだ？」


　それではまるで自分がこの男を苛いじめているようではないか。ウィルゴはむくれたようだった。


「こいつは俺様の栄はえある相棒くん。名前はノクスぼん。喋しやべれないの」


　寝ね癖ぐせのついた髪を手て櫛ぐしで直しつつ、ダークロアは言った。


　その言葉を聞いて、あ、とウィルゴが口を丸く開ける。


「ああ、そうか。悪い」


「おお悪い。もっと謝あやまれ」


「……」


　ウィルゴは黙って、目の前で胸を反そらすダークロアの鳩尾みぞおちに右の拳こぶしを叩きつけた。ダークロアは身体を二つに折って、呻うめくこともできずに一瞬呼吸を止め、次ついで激しくせき込む。


「ぐ……さすが有名なウィルゴだな」


　それでも、脂あぶら汗あせと一緒に歯をきらりと光らせた。


「……私を知っているのか」


　ウィルゴは驚きに目を見張った。ダークロアはまだ痛むのだろう、ちょっと前まえ屈かがみになりながら、得意げに鼻を鳴らした。その格好はなんとなく変だとノクスは思った。


「名前を聞いて思い出した。帝てい都とにすごい女剣けん闘とう士しがいるって話があったな。ウィルゴだ、そうだろ？」


「……貴様には関係のないことだ」


　ウィルゴは警けい戒かいを露あらわにして、ダークロアを睨にらみつけた。


「背中を守り合う傭兵同士だよ？　オトモダチになりたいなあ」


「……私は長居はせん」


　その言葉には苦々しげな響きがあった。ダークロアは好奇心旺おう盛せいな目で、ウィルゴの顔を覗のぞき込んだ。


「ふうん？　どっか行っちゃうの？」


「貴様には関係ないと言った！」


　ウィルゴの反応を面白がるように、ダークロアはまだ前屈みのまま鼻から息を出す。


「まあとにかく、あんたがウィルゴだってわかって合が点てんがいったよ」


「なんのことだ」


　ウィルゴの手が剣の柄つかにかかり、足がざっと開かれる。ノクスは一歩下がって、自分もいつでも対応できるように鞘さやに手を添えた。抜きたくはないな、と頭の片かた隅すみで思った。


　ダークロアはやっと体勢を元に戻すと、


「あんたがその剣を持っていることにさ」


　ウィルゴの今にも抜きそうな剣を指した。その目には、いつものあの少年のような煌きらめきがあった。


「！」


「それってあれだろ。帝都にあった闘技場の、伝説の神剣」


　ウィルゴが一息に剣を抜いた。


　鍔つばの辺りにまとわりついていた細い鎖くさりが、ちゃらりと鳴った。


　橙だいだい混じりの青い刀身が、ダークロアの首に突きつけられる。そしてノクスの剣もウィルゴの首に。


「……」


　ウィルゴはちらりとノクスを見た。ノクスはぎくりと身を強こわばらせた。ウィルゴの目には感情はなく、冴さえた殺気だけがあった。少女らしい残ざん酷こくさとか、そういった感情的なものではない。高ぶることなく命を収しゆう穫かくできる目だ。鳥肌が立った。喉のどが鳴る。殺意のこもった目など見慣れているはずなのに。


　目と心を奪われたその瞬間、ノクスの耳に突とつ然ぜん男の声が囁ささやかれた。


「私のお姫様に手を出さないでくれたまえ」


　動く前に、脇わき腹ばらに衝しよう撃げきが来た。


「ノクス！」


　吹き飛ばされたノクスに、ダークロアが駆かけ寄る。


　ノクスは咄とつ嗟さに腕を前に出し受け身を取ったが、前のめりに転がって、下に降りる階段を四、五段落ちた。


「おい、しっかりしろ！」


　額からぬるりとした液体が垂れて、視界を邪じや魔まする。むりやり目を開けると、ダークロアの後ろに、編み上げの靴くつとマントの裾すそが見えた。マントはあまり見かけない、青黒い色のなめし革がわ。さらに視線を上げると、そのマントに全身を包んだ男の立ち姿があった。上うわ背ぜいはダークロアより僅わずかに高いが、衣ころもの下の身体は肉が薄うすそうだ。


　その顔は、嗤わらっていた。


　──いや違う。


　顔を、奇妙な仮面が覆おおっていた。


　月だ。


　新月に一歩近づいた弓張り月が、薄い黄色に色づけされて顔の向かって右を覆い、左は黒く塗ぬり分けられている。その月が、おどけたように嗤っているのだ。目のところが伏ふせた三日月のようにくりぬかれていて、そこから真しん紅くの瞳が覗いている。


　月はノクスから、ウィルゴの方にその赤い視線を移した。


「さあ、迎むかえにきたよ、お姫様」


　声は低く、深みがある。本当に月が喋ったようにも見えた。


「……」


　ウィルゴは返事の代わりに剣を両手で握り直した。先さき程ほどノクスを見み据すえたのと同じ目を闖ちん入にゆう者しやに向ける。


　仮面の男は、一歩ウィルゴの方に歩み寄り、峻しゆん嶺れいの万年雪のように白い手を差し出した。


「すっかり捜さがしてしまったよ。さあ、我が……」


　言葉の終わる前にウィルゴは踏ふみ込み、首を狙ねらった一撃目を放った。男は予想していたような優ゆう雅がな動作でそれをかわし、三つ又またの鉾ほこを突き出した。


　鉾？


　身長ほどもある長大なその武器をいつの間に構かまえたのか、ノクスにはわからなかった。魔ま法ほうでも使ったかのように、忽こつ然ぜんと現れた。


　ウィルゴは男の突きを搦からめ捕とるように撥はね飛ばし、一気に踏み込んで距離を縮め、反対に剣を突き出した。


「おっと」


　もとより回廊の中となれば、狭せまい。男は下がろうとして、かかとを胸きよう壁へきにぶつけた。


　後ろ向きに倒れ込むように、よろめく。


　青い刃が男の額を掠かすめる。


　掠めただけだ。男は細身の身体からは想像もつかない強きよう靭じんなバネで身体を起こし、身を捻ひねってウィルゴの一撃を避よけた。


　ウィルゴがさらに踏み込む。身体ごと突っ込んで鉾の使えない懐ふところに入ろうというのだ。しかし、その身体が突然バランスを失った。


「あ」


　ダークロアの口から思わず声が出る。


　踏み込んだ足に、鎖が絡みついている。見れば男の左手に、またしてもいつの間にか太い鎖が握られていた。


　その隙すきを逃さず、男はウィルゴに鉾先を突き出した。


「！」


　鉾を受けたのは、素す早ばやく割って入ったノクスだった。


「!?　貴様……」


　ノクスの口からは血が滴したたり落ちている。額からの出血に片目をすがめ、歯を嚙かみ締しめて階段落ちの激痛に耐たえる。左手を片かた刃はの背に添えて男の鉾を押し返すと、体勢の崩くずれたところにのしかかるように踏み込んで、顔に斬きりつけた。


　それは月の哄こう笑しようを断ち斬った。


　じゃらり、と鎖が石の上に落ちる。


「くっ」


　男は仮面を押さえる。指の間から、その瞳のように真っ赤な血の雫しずくが数滴零こぼれる。


　血に濡ぬれた指は、薄暗闇にぼんやり浮かんで、白くて長い。


　続いて斬り込む剣を後方に飛んでかわし、重さがないかのように、胸壁の上に身軽に立った。


「今日のところは失礼するよ！　また会おう我が花はな嫁よめ！」


　そう叫んで、男は飛んだ。


　闇夜の海のような、青黒い衣がぱっと散った。


　ノクスは胸壁に駆け寄り、落ちていった男の行方ゆくえを目で追う。しかし落ちたはずの男の姿はどこにも見えず、遥はるか下の地面に身体が転がっているということもなかった。


「……っ」


　ノクスが眉をしかめて片膝をついた。ダークロアがその肩を抱だき、傷の状態を診みる。


　ウィルゴは、その場に座り込んだままだった。


「……なんだよ口切っただけか」


　口を開けさせて、ダークロアはそう言った。だが、次ついで全身を触しよく診しんされたノクスは、幾いく度どか身体をひきつらせて痛みを訴うつたえた。ウィルゴはようやく立ち上がり、困こん惑わくしたような表情で呟いた。


「すまない」


　ノクスは痛みに脂あぶら汗あせを流しながらも、柔やわらかく微笑ほほえんだ。無理すんな、とダークロアの拳が打ち身を叩く。空色の目が激痛に潤うるんで歪み、恨うらみがましくダークロアを睨んだ。相棒は素そ知しらぬ顔で薬を塗り込む。


「……」


　ウィルゴは唇を嚙んで、突っ立っている。ダークロアは懐から白い布を出しながら言った。


「誰だれ今の？」


「……しばらく前からしつこくつきまとってくる求婚者」


　あれはしつこいという問題なのだろうかとか、普ふ通つうの求婚者はいきなり現れたり消えたりまして仮面をつけていたりはしないのではないだろうかとか、言いたいことはダークロアもいろいろあったが、ひとまずすべてを飲み込んで、一言だけ言った。


「貸し一つな」


「……」


　ウィルゴは数呼吸は殊しゆ勝しように項うな垂だれていたが、ふと顔を上げてダークロアを蹴けった。


「貴様にじゃないだろ」


「くっ、気づかれたか」


　背中に足あし跡あとをつけられながらもダークロアは一通りの手当を終え、ノクスの背中を軽く叩いて言った。


「今度会ったら、うちのぼんに手を出すなって言ってやらんとなあ」


　言い方は砕くだけたものだったし白い歯を見せて笑顔を作っていたが、目は笑っていなかった。


　ノクスは相棒の本気を見て取って、大したことはないと手て振ぶりで伝えようとした。しかし、傷の具合を一番よく知っているのは、傷を負ったノクス本人というよりはむしろ、手当をしたダークロアである。ダークロアはノクスの傷を包帯の上からぴしりと指で弾はじいた。それでノクスは白旗を揚あげた。


「……私は出ていく。迷めい惑わくをかけた」


　そのようすを黙って見ていたウィルゴが、ぽつり言った。


　今までもそんなことの繰くり返しだったのだろうか。ノクスにはその潔いさぎよさが、諦あきらめに近いもののように思えた。


　ダークロアはよいしょっと声をかけて立ち上がり、ウィルゴに向かって気軽に言った。


「はいはい。そんでは道々よろしく」


　気さくなのか軽けい薄はくなのかわからない笑顔は、そのときにはもういつも通り。


「……は？」


「だから、あの変態さんに復ふく讐しゆうするのでついていきますって言ってんの。あれあんたに惚ほれてるんだろ？　また、とかって言ってたし。いやあ、さすが俺様が見込んだだけのことはある。モテモテだなあ、おい」


「モテモ……だ、誰が貴様のような得え体たいの知れないやつと一緒に行くかっ」


「得体？　自己紹介まだだっけ？　俺様はダークロア様。世界一の魔法使い様です」


「なんで様が三つ続くんだ!?　い、いや違うっ、そういう問題じゃない！」


　なおも牙きばを剝むくウィルゴを制して、ダークロアは包帯を巻かれたノクスを指した。ノクスは座ったまま二人の会話を聞いていたが、指名されてきょとんとした顔をした。痛みは多少落ち着いたらしく、表情も穏おだやかなものに戻っている。


「貸し！」


　満まん身しん創そう痍いのノクスを指さされ、ウィルゴが言葉に詰つまる。


「くっ……し、しかし、私の貸しはこいつにであって貴様にでは……」


「一緒に行きたいよな！」


　ダークロアはノクスの顔を覗き込んで、力強くそう確認……いや、言い聞かせた。


　ノクスは半呼吸だけ、考えた。


　復讐うんぬんはともかく、それはなんだかいいことのような気がした。


　ノクスは、新緑のころの木こ漏もれ日びのように、柔らかく笑って頷うなずいた。


「おお、貞てい操そうを守ってくれた恩人がこう言っとる。というわけでよろしくウィルゴちゃん。あ、鎖の跡残ってない？　痛むだろ、ささ、足を出して……」


「うわっ、どさくさに紛まぎれてどこ触さわってるんだ！　気持ち悪い！」


「き、気持ち悪いってそりゃあんまり……」


　ノクスは二人のやりとりを目を細めて眺ながめていた。胸と腹はまだ痛んだが、ダークロアの薬が効いてさほどでもない。ああ、本当に太陽みたいだな、と思って、ノクスはウィルゴの髪を見て、それから東の空を見た。


　日は見えない。けれどそこにあるのだろう。


　だからまた、それを取り戻すことはできるはずだ。ノクスは一日が始まりゆく空の彼方かなたを見はるかした。


「ああ、もうあんた！　こいつにいいように利用されてないか!?」


　鉾先が自分に向けられたと気づいて、ノクスは驚いて視線をウィルゴに戻した。ウィルゴは腰に手を当てて、頰を膨ふくらませてノクスを見つめている。その仕草にあどけなさすら感じて、ノクスは彼女が幾つなのかわからなくなった。


「なあ、いいだろ？」


　にやにやと笑いながら、ダークロアは言った。肩に回された手を捻ひねり上げて、ウィルゴは顔を赤くさせながら言った。


「もう勝手にしろ！」







◇◆◇







　ウィルゴはすぐに砦とりでを出ると言った。


　元々身軽な旅の途と上じようだったと言うだけあって、マントを羽は織おり、配給された食糧の残りを鞄かばんに詰めて盾と一緒に背負うと、それだけで旅支じ度たくは済んでしまった。


「昨日の今日でもう出るのか？」


　こちらも荷物の整理をしながらダークロアは言った。ウィルゴはサンダルの結び目を直していた手を一瞬止めて、苦々しい顔で吐き捨てた。


「……あいつに嗅かぎつけられたからな」


「あー。まあ、確かに。人間離れした求婚者でいらっしゃるからねえ」


「……」


　いきなり現れていきなり消えて、しかも将来の花嫁に攻こう撃げきをしかけてくる仮面の求婚者など尋じん常じようではない。ダークロアはへらっと笑いながら言った。


「ウィルゴちゃんのこと半殺しにしてでも欲しいのかねえ？　いやー、見上げた根こん性じようっていうか何て言うか。あいつほんとに何者なわけよ？」


「……知らんっ！　こっちは迷惑を被こうむっているだけだ！　知りたいなら本人に訊きけ！」


「ウィルゴちゃんは訊いたの？」


「訊いた！　やたらと恥ずかしい台詞せりふを言うだけで一向に要よう領りようを得ん！」


　吐き捨てるような言葉に噓うそは感じられなかった。何より、ウィルゴの問いを軽かろやかにかわし一方的に愛だの運命だのを囁く求婚者の姿が容易たやすく脳のう裏りに浮かんできて、ノクスは納なつ得とくした。納得しつつ、天井から吊されていた薬草の束を麻あさ紐ひもごと取り、ダークロアにひょいと放り投げる。


「なるほどねえ。もしかして人間じゃないのかなあ」


　ダークロアの言葉に、ウィルゴの肩がぴくりと震ふるえて反応した。そんなウィルゴを、ノクスが気き遣づかうような目でちらりと見る。ダークロアはそのようすに気づいていないのか、気づかないふりをしているだけなのか、相変わらずの砕けた口調で言った。


「魔物の類たぐいか、そうでなければ神さまとか？」


　時として神々は人の前に姿を現すという。それは人の祈りに応えてのことだったり、ただの気まぐれや、神々自身の深しん遠えんな計画の一いつ環かんだということもあるだろう。いずれにしろ、人間には神々の意図を推おし量はかることなどできない。


「神……」


　ウィルゴの顔にあからさまな嫌けん悪おの色が浮かぶのを、冷静に横目でうかがっておいてから、ダークロアはノクスから受け取った茎くきの束を麻布で丁てい寧ねいに包み込んだ。十以上の小さな包みには、それぞれ乾かん燥そうさせた薬草や鉱石の類が入っている。薬草は、炊すい事じ場ばを借りてダークロアが干したり栽さい培ばいしたりしていたものだ。同じく炊事場に転がっていた昨日の残りと思われる固いパンに手を伸ばし、ウィルゴは言った。


「……それにしても、やっぱりついてくるのか、おまえら」


　まだ誰もいない炊事場の隅すみで、ダークロアはノクスに手伝わせて旅支度にいそしんでいる。床ゆかに直接座り、広げた荷物を一つ一つ確認して、鞄の中に詰める。


「ついていくよう～どこまでもね」


「目的地がどこかも教えてないんだぞ？」


「そうだっけ？　じゃあどこなの？」


「……」


　ウィルゴはパンにかじりついた。ぱさぱさしていて、全然味気ない。水で薄うすめた葡萄ぶどう酒しゆで流し込み、ぼそりと呟く。


「……東のエルクレイダ一族の城……」


　言ってしまってからやっぱり後こう悔かいして、パンを片手に持ったまま立ち上がる。考えてみれば、何もこいつらの用意を待っていてやる必要はないのだ。ノクスとかいう剣けん士しに関しては、それは多少引け目はあるが、つき合っていたらきりがない。そう胸の中で思って、背中の荷物を背負い直し、砦の外に出ようとする。ダークロアが慌あわてて鞄の留とめ金がねをとめて、ノクスも立ち上がって剣と荷を手に取った。


「東の始し祖その城か？」


　追いついたダークロアが尋たずねた。


　炊事場の裏から石いし廊ろうをぐるっと回って正面に出ると、砦の外に出られる。曲線ばかりの造りは、帝都の神経質な建築に慣れていたウィルゴには、ひどく不規則でいい加減なものに思えた。この要よう塞さいは元々はミュドラネに対たい抗こうしていた他部族の手になるもので、半ば廃はい墟きよとなっていたそれを半年ほど前から対酸用の要塞として整備して使っている。そして、その他部族というのがエルクレイダ一族なのである。


　東の始祖とも呼ばれるエルクレイダ一族は、人類史上最古の家系を持つ王族である。いにしえの昔は、現在ミュドラネの支配する地域を含ふくむ広大な領土を治めていたらしいが、ときとともに辺へん境きようの一小国になり下がり、数年前にはミュドラネに併へい呑どんされてしまい、王族はそのときすべて処しよ刑けいされたという。


　しかしさすが東の始祖と言おうか、その一族には滅ほろぼされてなおまことしやかな様々な噂うわさが囁ささやかれている。その中で最も有名なものの一つが、秘ひ蔵ぞうされた財宝の噂である。


　エルクレイダ王家の財宝が、城のいずこかに密ひそかに隠されているというのだ。


　こいつのことだ、きっとにやにやしながら「お宝探しかい？」とか言ってくるに決まっている！　と思い、ウィルゴが唇を引き結び、殴なぐるために拳を固く握っていると、意外と真ま面じ目めな声が返ってきた。


「エリン城か……ここからなら一週間かからないな」


　驚いて振り返ると、ダークロアとノクスが何か目でやりとりをしていた。今のダークロアの言葉は、ウィルゴよりはノクスに対して発せられたものであるらしい。


「街かい道どうまだ大丈夫だよな？　あれ使えば、五日かそこらで着くだろう」


　ダークロアの言葉にノクスが頷うなずく。一瞬ダークロアが眉を顰ひそめて囁くのが、ウィルゴの耳にも聞こえた。


「いいのか？　ノクス」


　問われたノクスは再び頷く。ウィルゴにはどういう意味の問いなのかよくわからなかった。ウィルゴの旅に同行することは、すでにノクスも了りよう承しよう済みだろうに。


　砦の外がい壁へきに沿って巡めぐらされた石廊は、天井が高く、明かり取りはその天井にある。早朝ゆえに光量は少なく、二人の顔にはぼんやりと影がかかっているようで、ウィルゴには表情がよくわからなかった。


　ただ、先さき程ほどまでの軽い雰ふん囲い気きが、少し真面目でとっつきにくいものに変わっていた。


　ウィルゴは肩すかしを食らって、ふっと気が抜けた。


「……詳くわしいんだな」


「まあね。そんで？　行って何すんの？」


「……調べたいことがある」


　石廊に連つらなる円柱の全面には、蛇へびと獅し子しの死し闘とうのようすが、荒々しくも美しく刻まれている。


　そのエルクレイダ風の彫刻を見上げて、ウィルゴは腰に下げた剣の柄をそっと握り締しめた。


「エルクレイダの蔵ぞう書しよは有名だからな。しかし帝都に持ってかれちまったり戦争で紛ふん失しつしたりしてるし、何より酸の波が迫せまっているからなあ、退たい避ひのどさくさに紛まぎれてかなり持ち出されたかもしれんぞ？」


「わかっている。が、伝承ならエルクレイダが一番詳しいと聞いた」


「ああ、その辺のは残ってるかもしれんな。伝承の、何を知りたいんだ？　世界で一番物知りな俺様にお尋ね申し上げれば何かわかるかもしれんぞ？」


「……誰が聞くかっ」


　喋しやべり過ぎたと思ったのだろう、ウィルゴは鼻息荒く石廊を大おお股またに進む。ダークロアは「待ってくれよお」などと言いながらそのあとを追い、ノクスもそっと笑ってついていった。


　何やらへそを曲げたらしいウィルゴは、そのあとはむっつりと黙り込んだままだった。


　ダークロアの方は返事がないのも気にせず、「あー。じゃあエルクレイダじゃなくて他ほかのお話しよ！　俺らの将来とか！」などと喋り倒していたが。








　この辺りでは、エルクレイダが最も長く独立を保っていた。半島の東岸に位置し、東海貿易において重要な拠きよ点てんとなっていたかつての大国は、攻せめにくく守りやすい地形とその歴史ゆえに、ミュドラネ帝国もおいそれと手出しできずにいた。


　ミュドラネが後しり込ごみするほど、エルクレイダの輝かしい支配の歴史は古く長く、その権けん威いは半島中に轟とどろいていた。半島に広がる過半の部族では、エルクレイダ一族は英えい雄ゆうとして神話に名を馳はせたし、そのさらに半分の部族では、エルクレイダ一族を神族と見なしていた。


　それでも、滅びた。


　ダークロアはそう言って笑い、よく言う話では、と前置きをして、語り始めた。


「かつて、空と海界、地上との境さかいが、まだきちんと確定していなかったころの話だ。


　ある天空の神が地上に降りて、大罪人や魔獣を退治したことがあった。神が剣で大地を穿うがつと酸が溢あふれ、神はその穴に罪人や魔獣を落として、また剣を大地に突き立てて言った。


　これは鍵かぎである、私と私の血を引く者以外、何なん人ぴともこれを引き抜くことはできない、と。


　これ以降、海界と地上との境が決まった。人は剣と神の偉い業ぎようを讃たたえてそこに神しん殿でんを建て、神と罪人、魔獣との戦いのようすを舞まいや歌や劇や実際に戦うことで再現し、奉ほう納のうした。やがて祭は娯ご楽らくとなり、神殿は闘とう技ぎ場じようとなった」


　語り終えて、ダークロアはちょっと息をついた。肩の荷物を担かつぎ直す。ところは砦から半日ほどの街道上、ときは東ひがし風かぜが冷えた海風を運んでくる夕刻のことだった。


　右手には索さく漠ばくたる荒こう野や。左手には半分立ち枯がれたオークの木立が続く。進行方向が東で、このまままっすぐ行けばすぐに海に出る。街道は海岸沿いに北に続き、ダークロアは街道を行けば五日でエリンに着くと言っていた。


「他にも、神に捧ささげるもんじゃなくて、神の封ふうじた罪人や魔獣を鎮しずめるためのもんだっていう説もあるけどな」


「……」


　ウィルゴは黙もく々もくと歩みを進めている。が、その耳が自分の話に傾かたむけられているのを、ダークロアは知っていた。数歩先を行く白いマントに話し続ける。


「つまり、あんたの持ってるその剣が、酸の海を封じておく鍵だったってわけさ」


　その言葉を耳にした途と端たん、ウィルゴの顔が苦しげにしかめられるのを、ノクスは見てしまった。この半日、ダークロアがどんなに話しかけても無反応か睨むか殴るかだったウィルゴだが、今はきついまなざしを前方に据すえて、歯を食いしばり何かに耐たえているようだった。一方ダークロアはいつもの調子で、滔とう々とうと語る。


「当時はまだミュドラネが移住してくる前で、今の帝都はエルクレイダ支配下の小さな集落だったんだ。エルクレイダ人はあらゆる自然現象を神の前まえ触ぶれとしていて、それを見聞きし、吉きつ兆ちようを判ずる巫み女こや神官がいた。彼らは詳しよう細さいな記録を残していたと言われている。確かに、城に行けば何か残っているかもしれない。


　……まあ、その剣について、今あんたが聞いて理解できるのは、この辺までかな」


　話の終わりを告げるダークロアらしい台詞せりふにノクスは苦笑したが、ウィルゴは目を剝むいて振り返った。


「私に理解できるできないではなくて貴様の話のネタが尽つきただけだろう！」


「お、久しぶりに話してくれたなあ」


　話に引き込まれ注意が逸それたところを突かれ、ウィルゴの顔が、みるみる赤くなっていく。茹ゆで上げられていく蛸たこや蟹かにに似ていて、ノクスは悪いなとは思ったが、ちょっと微笑ほほえましく思ってしまった。


　……しまったら、心で考えたことが顔に出たのか、ものすさまじい目で睨まれた。青せい灰かい色しよくの目が凍いてつく山やま颪おろしのように睨んできて、ノクスはどうどう、と馬を宥なだめるように手を挙げた。


　だがウィルゴには宥められる気はさらさらないらしく、ぴたりと立ち止まると、腰に両手を当てて猛もう然ぜんと言い返してきた。


「おまえら二人して私をばかにしてるだろう？　いったい何が目的なんだ、まともな答えを言え！」


「だからノクスぼんの仇あだ討うち……」


　鉄てつ拳けん制せい裁さい。


　へらっと笑って言うダークロアの頰に、ウィルゴの拳がめり込む。咄とつ嗟さに手を出したノクスに支えられて、ダークロアが頰を押さえながら呻うめいて言う。


「うう、効くうっ。いや、まあそんなに怒らずに。じゃあなんて言えば気が済すむの。その剣に興味がありますって言えば信じるの？」


　ウィルゴの頰の筋肉が震ふるえる。ぱきり、と足あし下もとで石くれが音を立てた。


「まあ、それも確かにそうさ。だって俺様偉い大だいなる魔法使いなわけよ？　神様にしか抜けないって言われてた剣を、あんたが今持ってここにいるんだよ？　そんな事態に遭そう遇ぐうして、はいそうですかと素す通どおりさせちゃうようなら俺様魔法使い失格よ」


　魔法使いってのは、世界の神秘に挑ちよう戦せんしてなんぼなんだからねえ、そう言ってダークロアは器用に片目を閉じてみせた。


「でも、やっぱ最大の理由はあんた自身かな」


「私？」


　ウィルゴは表情を険けわしくする。


「そ。ウィルゴちゃん可愛かわいいから」


　再び拳が閃ひらめきダークロアが飛ぶのを、ノクスも今度は止めそこなった。


　ダークロアは顎あごを押さえて立ち上がると、「いやあ、若い子はいいねえ」と妙みようにおやじ臭くさい言葉を吐はいて、すでに肩をいからして歩きだしていたウィルゴのあとを、鼠ねずみを追う猫ねこのように素早く追った。


　ノクスは相棒のたくましさに、呆れると同時に、感心した。


「ねえねえ、俺様いろいろ聞きたいわけなのよう。たとえばー、なんで剣闘士になったの？　確かお兄さん元老院議員でしょ？　ならウィルゴちゃんだってお嬢様だろうに。剣闘士なんて奴ど隷れいじゃないの」


　追いついて語りかけてくるダークロアの言葉に、ウィルゴは思わず口を開きかけたが、思い直してむりやり押しとどめた。


「んー、じゃあなんで剣を抜いたの？　それが抜けたってことはあんた神様？」


　ウィルゴは唐とう突とつに立ち止まると、振り向くなりダークロアの胸むなぐらを摑つかんだ。ものを言う間まも与えず、足をかけて思いきり投げ飛ばす。ダークロアの長身は綺麗な弧こを描えがいて、背中から地面に叩きつけられた。


「っ……」


　声も上げられず、ダークロアは砂にまみれて転がった。


　ウィルゴは、冷たい色の目を怒りに熱く煌きらめかせながらそのようすを見下ろし、言い捨てた。


「二度と言うな！」


　あとはもう振り返らず歩きだした彼女の後ろ姿を見送ることもできずに、ダークロアは喘あえぐ。哀あわれっぽい目で横に立つノクスを見上げたが、相棒は肩を竦すくめるだけで、通り過ぎてしまった。








　それでもダークロアはすぐさま復活してあとを追い、何度殴なぐられ蹴けられ投げ飛ばされても、しつこくウィルゴにつきまとったため、ノクスをさらに呆れさせた。


　だが、さすがに、夜ウィルゴの毛布の中に入り込もうとして返り討うちにあったときは、ノクスも多少非難がましい目でこの相棒を睨んだのだった。


それでも当然、ダークロアがくじけることはなく、彼の行動方針は、目的地に着くまでの五日の間、まったく変わらなかった。








「酸の海を封じたいんだ」


　その台詞が出てきたのは、信用したからではなく辟へき易えきしたからだった。


　笑うか驚くかの反応を予想していたウィルゴだったが、ダークロアはただ、ウィルゴの声を聞けたことを喜んで、それから、楽しげに、かつ極きわめて明るくこう言った。


「じゃあ、世界を救うってことだ！」


　ウィルゴは一瞬呆気に取られたあと、焚たき火びにくべようとしていた枯れ枝をダークロアの顔めがけて投げつけ、毛布に潜もぐった。


　その夜、ダークロアは炎ほのおを見つめながら、どこか調子外れの鼻歌を歌い、ノクスは剣を抱だいて子こ守もり歌うたのようなそれにしばらく耳を傾けてから、自分の毛布を引き寄せて眠りについた。







◇◆◇







　蜜みつのせせらぎと微かすかに聞こえてくる海鳴りが、小さな優やさしい音を奏かなでている。


　海界の王たる一人の男が、玉座に深々と身を沈しずめ、その音に聞き入っていた。


　周囲は闇やみに包まれている。ただ、玉座の周りだけがほんのりと珊さん瑚ご色に輝いていた。


　唐突に、一つ、二つと、遠くの床のタイルが、発光しては消えた。タイルの発光は闇の向こうから次し第だいに近づき、玉座のすぐそばで止まった。


　床面から照しよう射しやされる珊瑚色の光の中に立っているのは、一人の女だった。


　女は目元に媚び態たいを浮かべて、男にしなだれかかるように、玉座の肘ひじ掛かけに腰を下ろした。


「陛へい下か、そのごようすですと、また失敗なさいましたの？」


　くすくすと甘えた声が、男の耳に囁かれた。男は傍かたわらから伸ばされた女の手を取ると、ため息をついた。


「ええ。花嫁はなかなか私の方を向いてはくれません。またこっぴどく振られましたよ」


　おどけたように言って、そっと女の手を撫なでる。女の細い指には幾いくつもの指輪がはめられており、それが珊瑚色の光を照り返すさまは、陽光に煌めく鱗うろこのようだった。女はさも楽しそうにころころと笑った。


「ほほほ。しようのないお方。どれ、わらわもちょっと手助けして差し上げるとしましょうか」


　女はそう言うと、赤の紗しやと黒の絹をまとった身体をゆらと揺らして立ち上がり、顔を上げた。男は女のしなやかな身体を笑みを含ふくんだ目で見上げようとしたが、その動きが急に止まった。額を押さえて小さく呻うめく。笑みを形作る三日月の下で、真しん紅くの瞳が苦痛に歪ゆがむ。


　玉座の傍らから一歩を踏ふみだしかけていた女は、その異変に気づいて男を見下ろし顰ひん蹙しゆくした。


「いかがなさいました？」


　男はずいぶん長いこと経たってから、ふうと息を吐き出し答えた。


「……いえ……なんでも。もう大だい丈じよう夫ぶです」


　月の仮面はいつも通りの道どう化けた笑みを浮かべている。女はそのようすを見て、安心したようににこりと微笑んだ。


「では行って参りますわ。朗ろう報ほうをご期待あそばせ」


　そうして身を屈かがめると、唇と同じく真っ赤な、細い舌で、仮面に包まれた男の頰をぺろりと舐なめた。　




二章　捨てられた城







　ああ、ここは捨てられたのだなとウィルゴは思った。


　眼下の涸かれ谷を見下ろせば、狭せまい空間を惜おしんで、谷底のみならず、崖がけの僅わずかな岩いわ棚だなにも建築物が林りん立りつしている。ウィルゴの目から見れば歪んでいるようにしか見えない、不思議な造りの建物ばかりだ。今はその涸れ谷の下流部分は、どんよりとした酸の波間に沈しずんでいる。


　波打ち際ぎわのちゃぷちゃぷという音が、今にも聞こえてきそうである。


　上流の岩棚に建てられた城も、城下町同様、いやそれ以上に風変わりな造りをしていて、ウィルゴにとっては迷めい宮きゆうそのものだった。認めるのは悔くやしいところだが、ダークロアの案内がなければ迷っていただろう。


　ウィルゴは町の見える丘おかでのダークロアの台詞せりふを思い出していた。


　強い風が吹いていた。


『エルクレイダじゃあ、海ってのは、生まれて帰る場所だと言われている。ミュドラネでもそうだろう？　死者は川から海に流す。天を父に、海を母に誕生したのがこの大地なんだ。


　海界は豊ほう穣じようと生と死を司つかさどる。海は母の胎はらだから、生命はすべからくそこから生まれ、そこへ帰っていく。


　天空は戦争と雨と陽ひを司る。天は父の腕だから、生命を与え、取り上げる力がある。


　ってね。よく言うだろう？』


　ダークロアは酸の波迫せまる廃はい墟きよとなった都市を眺ながめながら、そう言った。


　風は滅ほろんだ都市の乾かわいた砂を巻き上げて、酸の水面みなもにさざ波を立てている。


『酸の海は本来は海界に属ぞくする。人は死んだら海界に行くが、そこで生前大罪を犯おかした者は酸の海に落とされ、罪が清められるまで酸に焼かれるんだ。何年、何十年、時には何百年もね。だから、今、酸の海の扉が開いたのは、汚よごれきった地上を浄じよう化かしようとの神々の意向だと言っているやつらもいる。俺はそういうのは好きじゃないから無視してた。どんぴしゃさ。あんたに会えて、境界の剣の伝承を目まの当たりにできた』


　そう語るダークロアはいつもより少し遠いところを見ていた。酸の波より目前の都市より遠くを。酸の向こうの海かもしれない。が、すぐに視線をウィルゴに戻して、にやりと笑ってこう言うことを忘れなかった。


『でもあんたに会えてよかったと思うのは、剣のせいだけじゃないよ』


　その言葉の終わるか終わらないかのうちに、ウィルゴは腰に回されようとしていた腕を抓つねり上げたのだった。


　ウィルゴは窓から室内に視線を転じた。


　刃やいばのように細長い窓から射さし込む光は、ごく微び量りようだ。人間の利用より、本の保存を重視しているからだろう。


　一見無む秩ちつ序じよに並べられた書しよ架かは天井に届くほどに高く、大理石の床のあちらこちらには長なが椅い子すやクッションが散らばっている。長椅子の肘掛けや脚あしは、それぞれ凝こったデザインで獣けものの身体の一部を象かたどっている。クッションにほどこされているのは、気の遠くなるような精せい密みつな刺し繡しゆうだ。


　そして、そのすべてがここであったことを物語っていた。


　長椅子にはめ込まれていた宝石や銀の類たぐいはすべてえぐり出され持ち去られていた。本は床に散乱し、床にも本にもクッションにも、剣と血と暴力の痕こん跡せきが残っている。


　ダークロアは長椅子に腰かけ、目をえぐられた青銅の馬の首に、肘を載のせて本を読んでいる。


　ノクスは床に落ちていたしぼんだクッションを重ねて、楽な姿勢で同じく分厚い装そう丁ていの本に視線を落としている。


　ウィルゴは小さくため息をつき、自分も読みかけの頁ページに目を戻した。


　滑なめらかで薄うすい皮革紙は、子こ山や羊ぎの皮をなめした、高価なしろものだ。ただ、書物は宝石や細工物に比べて地味だから、略りやく奪だつ者しやたちの気を引かなかったのだろう。簡略化された花の文もん様ようが、どういうインクなのか銀に輝かがやき、頁の四よ隅すみを飾かざっている。


　部屋の有様は、半分は数年前の戦争の結果で、残りは宝を求めて忍しのび込んだ盗とう賊ぞくどもの仕し業わざだ。特に貴重なものはさっさと押おう収しゆうされ、それほどでもないものや嵩かさ張ばるものは放置され、盗賊の手に落ちた。


　ミュドラネによる占領後、この城と町とは放ほう棄きされ、住民の多くは奴ど隷れいとして連れ去られた。付近には植民都市が造られたが、その住民もすでに避ひ難なんを終えている。


　エリンに住む者は、もういない。


　五日かかって城に辿たどり着き、細い一本道を降りて城内に入り、図書室らしき広間で読書にふけること半日。ダークロアどころかノクスまで「酸の海を封じる方法」の捜そう索さくにつき合ってくれて、ウィルゴはなんだか居い心ごこ地ちの悪さすら感じていた。


　疑ってはいる。ふざけた物言いもこちらを油断させるためのものかもしれない。


　が、ダークロアの知識は貴き重ちようだ。少なくともこの城にいる間は、協力してもらった方がいい。


　そもそも、今自分に失うものは、この命と剣の他にはない。


　それだけ注意していれば、まあ鬱うつ陶とうしくはあるが一いつ緒しよにいられないこともない、と思う。


　それにしても、眠い。


　本を読むだの書き物をするだのというのは、ウィルゴは生来あまり得意ではない。幼い頃ころはよく兄が本を読み聞かせてくれた。それは楽しかったが、自分でこうも長時間読むと眠くなる。


　ウィルゴがあくびを嚙かみ殺したとき、ノクスがやおら立ち上がった。ダークロアの方に近づき、袖そでを引く。


「んあ？」


　顔を上げるダークロアの口からは涎よだれが糸を引いている。読みふけっていたのではなく、寝ねていたらしい。ウィルゴは自分のことを棚に上げて、拳こぶしを固く握にぎった。


　目をこするダークロアに、ノクスが手にしていた本を、頁を開いたまま差し出す。


「ええと……そのとき神の虹にじのごとく神こう々ごうしき御み足あしが壺つぼを……ああ、なるほど」


　ノクスから本を受け取ったダークロアは、ウィルゴの方をちょっと見て、頷うなずいた。


「最初から読むぞ。


　天を父とし、海を母としたこの地に、いまだ名前がついていなかった昔。


　天の神々の中でも一番の若い神々が、海に遊びに行った。こっそりいたずらをしかけに行ったのだ。


　ところが、海の神々の台所にそっと忍び入ったとき、置いてあった小さな壺を一柱の神が足に引っかけて割ってしまった。そこからは恐おそろしい水が溢あふれ、周囲のものに触ふれると、しゅうしゅうと煙けむりを出して焼いてしまった。神々は慌あわてふためいて逃げだしたが、焼ける水はどんどん追ってくる。とても小さな壺に入っていた量とは思えない。このとき水と一緒に小さな蛇も壺から逃げ出して、それを知った海の神々、とくにその壺と水の造り手だった神はひどく怒おこって、のちのちこれのために幾いく度どめかの戦争が起こったほどだった。


　さて、天の神々は焼ける水から逃げようとしたが、どうにもこうにも逃げきれない。困っていたところ、海の神のものである硝子ガラスの船を見つけた。それに飛び乗ると間かん一いつ髪ぱつで焼ける水が襲ってきたが、硝子の船はびくともしないで、波に乗ってとうとう地上までやってきた。それでも焼ける水はまだ追ってくるので、一柱の神が、世界で二番目に高いルシオン山に手をかけ、やあとばかりに山を引っこ抜ぬいて、焼ける水に投げつけた。すると山が海の中にはまって、栓せんとなり、焼ける水はそこで止まった。


　……と書いてある。この焼ける水ってのは酸のことらしいな。そんでもって……


　これが記されたのは、他でもない、その硝子の船がこのエリンの谷にあるからである。


　あ、エリンってのはここの古地名な」


　ウィルゴは頭の痛そうな顔で、呻うめくように言った。


「……神ってのはなんなんだ？　そこまでいい加減なのか？」


「え？　ああ、昔はこんなもんだったんじゃないの？　境界できるまではおおむねこんな話が多いよ。まあ、勝手に他人の家に上がり込んで大事なものぶっ壊こわして、船まで盗ぬすんでいったんだからねえ、恨うらまれて戦争起きるのも当然だけど。ちなみにこのときの天の神々一行を率ひきいていたのが、のちに天空の主神、天王になったらしいぞ」


「……」


　ウィルゴは幼いころ教えられたミュドラネの神話を思い返してみた。その根こん底ていにあるものは「法」で、ミュドラネが一大帝国を築き上げることができたのも、神々の法を受け入れ、守るという前提があったからだという。


　神々の法ってなんなんだよ。ウィルゴは胸の中でぼやいた。


「まあとにかく、これによると、硝子の船ってのがここにあるらしいが……知ってるか？　ノクス」


　ノクスは首を横に振ふって否定の意を示した。ウィルゴは二人のやりとりを見て呆あきれて言った。


「何言ってるんだよ。世界一の物知りはおまえじゃなかったのか？　おまえの知りもしないこと、なんでただの雇やとわれ剣士が知ってるんだよ」


「あらだってノクスちゃんが君と話してる俺様を羨うらやましそうに眺ながめてたから」


　ダークロアの言葉が終わる前に、ノクスは苦笑を浮かべもう一度首をはっきりと横に振った。


　むっとして、ウィルゴはだしぬけに立ち上がった。「む」とした原因がダークロアのふざけた言葉にあるのか、静かに、だがはっきりと否定しくさったノクスの態度にあるのかは自分でもわからなかったが、とりあえず腰に手を当てて男どもを睥へい睨げいする。


「おまえら真ま面じ目めにやるつもりあんのか!?」


　ダークロアは即そく答とうした。


「もちろん！　ウィルゴちゃんのためならなんだってしちゃうよ。でもそのためには一つ必要なことがあります」


「……言ってみろよ」


　ウィルゴは柄つかに手をかけて顎あごを引いた。眼光には冷たい雷いかづちが宿る。が、ダークロアは頓とん着ちやくせずに「はあい」と答えて言った。


「言います。俺様を時間限定項こう目もく限定で信じてくれませんか」


「……あん？」


「だからあ、ちょっとでいいの。ごはん食べるくらいの時間でさ」


「……何をするんだ？」


「それ」


　ダークロアの指が、ウィルゴが手をかけた剣をさした。澄すんだ紺こん碧ぺきの刀身が、ウィルゴの動どう揺ようを表すように金具と擦すれて小さく音を立てる。


「それをね、ちょっと貸してほしいのね」


「何な故ぜだ」


　ウィルゴは前に差し出されたダークロアの両手をじろりと見た。ダークロアのいつも持っているあの杖つえは、今は壁かべに立てかけてある。ダークロアは空から手てを振った。


「前にも言ったしウィルゴちゃんもわかってると思うけど、その剣は鍵かぎなの。酸の海と地上世界とを距へだてている扉の鍵。今の段階では、それを抜いたから酸の海は世界に溢れたとしか思えないよね？　じゃあ扉を閉めるのにも、当然その剣が関かかわってくると思うのね。だから調べさせてほしいの」


「……どうやって」


「別に壊したりはしないよ。俺様、偉大なる魔ま法ほう使つかい様なので、ウィルゴちゃんには気づけなかったことも見つけられると思うのね」


「……」


　ウィルゴはダークロアの相変わらずへらへらと笑う顔をまっすぐに見つめ、それからノクスを眼球だけ動かして見た。ノクスは剣に手をかけることもなく、ゆったりと座ったままウィルゴとダークロアを見上げている。視線が合うと、ノクスは安心させるように優やさしく微笑ほほえんだ。


　自分に大切なものは、命と剣。


　だが前進できなければ意味がない。


「……いいだろう。ただし杖も荷物も預かるし、この部屋から剣を持ち出さないで、私の見ている前で調べろ」


「はいはい、よいですよー」


　ダークロアは幸せそうに頷いた。こういうところは知識の探求に生きる魔法使いらしい。あるいはそう思わせているだけなのかもしれないが。


　ウィルゴは剣を留め具から外し、薄うす桃もも色いろの大理石の床の上に置いた。


　ダークロアがそれを取った瞬間、びくりとウィルゴの身が震ふるえた。


　信じたわけではない。


　ただ利用し合っているだけだ。


　目的を果たす唯ゆい一いつの手がかりである剣が、他人の手の中にあるのを見て、ウィルゴは口中にえぐみが広がるような不快感を覚えた。


　ノクスはそんな彼女を、心配そうに見守っていた。








　ダークロアの「調査」は、半刻ほどで終わった。刀身を軽く叩き、銘めいを読み、その彫ちよう刻こくや装そう飾しよくを丹たん念ねんに調べる。その間たびたび、ウィルゴにはわからない言葉を呟つぶやいて、はめ込まれた石に粉を振りかけたり刀身を指先で撫なでたりしていた。刀身がほの白く光ることもあった。火花が散ることも蛍ほたる火びが現れることも、雷らい鳴めいが微かすかに聞こえたことも。


「うん、だいたいわかった」


　そう言って大きく伸びをすると、ダークロアは剣をあっさりウィルゴに返した。緊きん張ちようしていたウィルゴはそれで拍ひよう子し抜ぬけした。


「わかったって、どういうことがだ？」


「とりあえず本物であることは確実だね。あとはその剣のほら、鍔つばの近くになんか模様が彫ほってあるだろう？　稲いな光びかりみたいな。これが特とく殊しゆな文字で、直訳すると、


　土は固く、波は退しりぞけ


　となるから、まあ境界を造る剣だと思ってくれていい。さっきの話だと、酸の海はルシオン山を投げつけて封じたってことにはなってるけど、それ以降もたびたび酸の波が栓せんとされた山を砕くだき、地上に漏もれたってことが記載されてる。まあ、山が扉だとすると、剣は鍵みたいなもんだね。


　ウィルゴちゃんが砦とりででやったのは、剣の持つ境界を作る力の応用だね」


　ウィルゴは虚きよを突つかれて瞠どう目もくする。


「気づいていたのか……」


「ノクスがね。ただ振りかざすだけで波を退かせる程度のことはできるけど、あくまで局地的なものだ。剣が本領を発はつ揮きするためには、本来の使い方をしてやらなくちゃいけない。


　これは、闘とう技ぎ場じようの地面に突き刺さっていただろう？　それが、この剣のあるべき姿なんだ。大地の上ならどこにでも、これを突き刺せば、そこから地上と海との境界ができる。酸の海だけじゃあない、海全体の話だ。酸の海ってのは、あれでも海の神々のいる世界、海界の一部だからね。ただし、注意が必要だ。こいつを今ここで使えば、地上と海との境界は以前よりずっと北で確定してしまう。以前通りの状じよう況きように戻すためには、できることならこの剣があったところと同じところで使わなくちゃならないんだ」


　しかしそこは今、酸の下だ。


　ウィルゴはもの問いたげな目でダークロアを見た。


「ん？　うん、わかってる。そうなんだよね、だからさ、これは一発どどんと海界にでも行って神様の協力を仰あおぐのが一番なんじゃないかなあ、と。酸の海だったら海界の管かん轄かつだし、向こうも困ってるところだろうし」


　あっけらかんと、ダークロアはそう言った。


「か……海界にいく!?　そんな簡単に……あそこは死者の行くところ、生きてる人間が辿たどり着けるものか！」


「そこで硝子ガラスの船の出番なんじゃないのお。ね、硝子の船探して海界行こうね」


　何故かやたらと嬉うれしげに話すダークロアに、ウィルゴは切れ長の目をまん丸くした。


「おまえ、そんなちょっと散歩に行くような言い方で……！」


「いいじゃん、散歩で」


「よくない！　おい、ノクス、おまえ相棒だろ、こいつになんとか言ってやれ！」


　ノクスは少し考えるような仕草をしてから、朗ほがらかに首を横に振った。


　そのようすからは、無理、とか、別にいいんじゃない、とかという意味しか読みとれず、ウィルゴはがっくりと肩を落とした。


「そうか、あんたら私についてくるのもそういう感じだったもんな……」


　この魔法使いにしてこの剣士ありなのだ。誰も止めやしない。そのまま突き進んでいくだけの二人なのだ。


「とにかくだ」


　ウィルゴはなんとか自分を取り戻して、言った。


「万が一、海界に辿り着けたとしても、神がこちらの言うことを聞いてくれるとは限らんだろう！」


「大丈夫大丈夫、なんとかなるってー。ねぇ、他に手がかりもないしさあ」


「大体その硝子の船とやらが本当にここにあるのかどうかもわからないんだぞ」


「まあ、とりあえず探すだけ探してみようよ……ウィルゴちゃんなんでそんなにいやなの？」


「……別に！　ただ、神なんぞにろくな期待をしていないだけだ！」


　嚙かみつくようなウィルゴを、ダークロアは少し不思議そうな、探さぐるような目で眺ながめる。


「ふうん。エルクレイダほどじゃなくても、ミュドラネ人だって信しん仰こう心しんは厚いって言うけど」


　現に、ミュドラネでは国を挙げて酸の海の後退を神々に祈き願がんしている。皇帝は帝都壊かい滅めつとともに行方ゆくえ知れずになって、今は副都の知事が仮に指揮を執とっているが、その副都知事が自ら神殿に詣もうで、ミュドラネの主神に供く物もつを捧ささげているという。しかし神がその願いを聴きき届けたようすはない。


「ま、何はともあれ、海界に行くんだよ。絶対にね」


　ダークロアはいつものように笑みを浮かべてそう言ったが、目は真しん剣けんだった。真剣すぎて、ウィルゴは背筋が寒くなったほどだ。


（なんだ……この男は）


　ウィルゴは不信感を込めてダークロアを睨にらみ、同じ視線をノクスにも向けた。


　ノクスは視線に気づくとちょっと驚おどろいたように一、二度瞬まばたきして、それから、ふ、と何気なく微笑んだ。それは小さな野草が風に揺ゆられて花咲くさまに似ていた。


　そういう笑い方をたぶん自分は一度もしたことがないんじゃないだろうか、ということに気づいて、ウィルゴはまた少し不機嫌を募つのらせて、それでも吐はき捨てるように言った。


「……仕方ない、神だろうがなんだろうがいざとなったら力ずくで言うことを聞かせるか」


「うわ、こわ」


　ダークロアはウィルゴの不ふ穏おんな発言に、おどけたように身を縮ちぢめてみせた。ウィルゴが拳を振り上げる。


「……行くぞ！」


「はいはい。ああ、この城中家や捜さがしかあ。三日はかかるねえ。あ、城にあるとは限らないかなあ、だとすると町も……」


「……いやならついてこなくていい！」


「まあそう言わずに」


　ダークロアは見た目の年よりも、中年くさい動作で手首を振った。


　そして。


　からりと、剝はがれ落ちたのは壁に残っていた蝶ちよう番つがい。


　その次の瞬間には、ノクスとウィルゴは揃そろって剣の柄を握り、素早く構えていた。ダークロアは落ち着いたようすで、どことなく面めん倒どうくさそうな顔を図書室の入り口に向けた。


　分厚い両開きの扉は、片方だけ残って辛かろうじて体てい裁さいを保っていたが、もう片方の扉は壊れて床に転がっている。その壊れた扉の向こうに、一人の背の高い女性が立っていた。見たところ武器はない。両手には、竪たて琴ごとが抱かれていた。


　ウィルゴが誰何すいかする前に、女は琴をつま弾びき始めた。まるでそれこそが身分証明だと言わんばかりに、堂々と。





　最初の一ひと搔かきが、部屋中を、いや城中を震わせた。





「で、あんた誰？」


「おまえあの演奏聞き終わった第一声がそれかよ」


　ダークロアは思わずウィルゴをおまえ呼ばわりして呟いた。


　ウィルゴにはあいにく音楽を解かいする心がなかった。いや、言葉を失うほどに素晴らしい演奏であったとは思う。鳥肌だって立った、しかしそれとこれとは別問題なのである。ウィルゴにとって今大切なのは、琴の腕うで前まえではない。


　女はウィルゴの反応にもダークロアの言葉にも、ノクスの警けい戒かいを解かないまなざしにも無む頓とん着ちやくに、幾いく分ぶん間延びした口調で言った。


「わたくしは幾つかの名で呼ばれていますが、名乗るときはいつもミューシカと申すことにしておりますの。職業で言うのなら、旅の琴弾きですわね」


　そう言うと、マントの裾すそをからげ、長い足でがれきを器用にまたぎ、室内に入ってきた。陰かげになっていた顔が見える。年はよくわからないが、白い肌から察するにまだ若いのだろう。長い髪も唇くちびるも、薄暗い中炯けい々けいと輝く瞳も、綺き麗れいな葡萄ぶどう酒しゆ色に染まっている。歩みを進めるごとに、髪や唇と同じ色のマントの裾がめくれ、真しん珠じゆ色のチュニカと輝く素足が覗のぞく。しゃらり、しゃら、と鳴るのは足首の銀の鈴すず。


　女が近づくと、ジャスミンの香かおりがウィルゴの鼻び腔こうをくすぐった。葡萄酒色の唇が開いて、言葉を紡つむぐ。


「でもわたくしが何者かは、あなたがわたくしを何者かと思うことによって決まりますの。その意味でわたくしは音でもあり酒でもあり喜びでもあり、あるいは悲しみや寂さびしさですらあるのです。ですからどうぞお好きなようにお呼びくださいませ」


　ウィルゴは、滔とう々とうと流れるように語る女を矯ためつ眇すがめつ眺めてから、訊きいた。


「……つまり、その……あんたの性別は、私が女だと思えば女になるってことか？」


「ええ、まあ。概おおむねそんな感じです」


　にこりと微笑み小首を傾かしげる動作も、長すぎる睫まつげも極きわめて女性的だったが、胸は板のように平らで、その声は明らかに男性の裏声だった。背も、ウィルゴより頭一つ分高い。


「ではちゃっちゃと参りましょう」


　ミューシカと名乗った性別年ねん齢れい不明の人物は、そう言うといきなり背を向けて扉の方に向かった。


「え？　ちょっとあんた参りましょうって……」


「あなたがたが知りたいのは、硝子の船の在処ありかでしょう？　聞こえてましたよ。こちらです」


　こともなげにそう言うと、ミューシカは先に立って部屋を出て、どんどん廊ろう下かを進んでいった。口をあんぐりと開けて見送るウィルゴの傍かたわらで、ダークロアは荷物を肩にかけてミューシカのあとを追うべく、幾分駆け足で歩きだした。


「お、おまえついてくの!?」


「へ？　うん。ウィルゴちゃんもさっさと行こうよ」


「行こうって、おまえあんなのの言うこと信じるのか!?　はっきり言ってダークロア、おまえより怪あやしいぞ！」


「えー。でも、騙だまされたとしてもあんま困らないし。まあ、ダメで元もと々もととか思わない？」


「騙されたら困るだろう、普通!?」


「だって失うものなんかもうないし」


　さらりと言われたその言葉に、ウィルゴはちょっと戸惑とまどった。途と端たん、この魔法使いがやけに刹せつ那な的に見えた。とは言え、酸の海を封印しようなどという無理なことを考える自分も、かなり刹那的なのかもしれないが。


「それともウィルゴちゃんには、あるの？　今いま更さら失うものなんて」


　その台詞せりふには、さらに心臓がぎゅっと縮んだ。微び笑しようを浮かべたダークロアが、手を差し出す。ウィルゴはそれをぱちんと手で叩き落として、魔法使いを睨みつけた。


「ないさ……っ！」


　そう、そんなものはない。


　もう大切なひとは失ってしまったあとなのだから。


「上等」


　ダークロアは、少年のように快かい活かつに笑ってみせた。


　ウィルゴとダークロアはミューシカを追って駆けだした。ノクスも続こうとして、ふと足を止めた。


　──気のせいか。


　首を振り、先を行く道連れのあとを追う。


　しかしそれは実のところ気のせいではなく、彼らの乾かわいた足音に混じって、進しん軍ぐんはすでに始まっていた。







◇◆◇







　実際、失うものなどないのだ。


　剣と命の他と言えば、せいぜい食しよく糧りようくらいだ。それも残り少ないから、どこかで調達しなければならない。酸の海の出現以来、不作の上に交通機関も麻ま痺ひしてしまったから、食糧はどこでも不足していた。非常時ということで、一応配給されることにはなっているが、充じゆう分ぶんな量を手に入れたいのなら、軍隊に入るのが一番確実だった。ウィルゴもそうしていた。だが、酸の海の手がかりがあると聞けばすぐに行かねばならないし、一つところに長く留とどまると必ずあの得え体たいの知れない求婚者が呼んでもいないのに現れるから、旅から旅への毎日だった。一年近くも繰くり返していれば、もう慣れた。道連れがいるのは今回が初めてだったが。


　だからと言って、自や棄けにはなれても聖せい人じん君くん子しにはなれない。騙されれば腹も立つし、自信満満で道案内を買って出た相手が道に迷えば、怒ど鳴なりもする。


　ウィルゴはミューシカの言葉を聞いて、怒いかりの牙きばを剝むいた。


「ま、迷った!?　ちょっとあんた、」


「あ、ミューシカですわ」


　女の子同士の会話のように、のほほんとミューシカが手を挙げる。


「ミューシカ！　あんた場所わかってるんじゃなかったの!?」


　荒らされた調度の中に座り込み、四人は額を寄せ合っていた。


　葡萄のつるの絡からむ彫刻のなされた脚を持つテーブルに、クッションをふんだんに使った椅子。それらを隅すみに押しのけて作った広い空間に、ウィルゴと傭兵二人組、それにミューシカが腰を下ろしていた。中庭を望のぞむ柱廊と、外回りの回廊とに面した部屋である。ミューシカは眉をなよなよと寄せて、困りきった表情を作った。


「はあ、そうなんですけれどオ、何しろわたくしが知っていたのはちょっと昔の構こう造ぞうでして……」


「この城、代々建たて増ましされてるからねえ」


　ダークロアが、まあまあと間に割って入った。ミューシカはダークロアにうっとりとした視線を注そそぐ。


「まあ、ダークロアさん。お優やさしいんですのね」


「いやいや、男っぷりならこいつの方が上です。なあ、ノクス」


「？」


　ノクスが、何も知らないいたいけな子犬のような顔でミューシカとダークロアを見た。ミューシカは、きゃあ、と黄色い悲鳴を上げて喜んだ。ウィルゴはお決まりの台詞を低く呟いた。


「……いい加減にしろよ、おまえら」


「あ、いやん、ウィルゴちゃん怒おこらないでっ……あれ？　ノクス、おまえさっきから何描かいてんの？」


　ダークロアの言葉に、ウィルゴもノクスの手元に目を向けた。ノクスは椅子の背もたれから引き剝はがした板に、何ごとか描きつけている。


　図だ。


　ノクスはダークロアに複雑な身み振ぶりを幾つかすると、その板きれを渡わたして指し示した。ダークロアが手を打って頷く。


「ああ、なるほどな、そこ増設してんのか。ええと、ってことは……ミューシカさん、あんた青の広間に出たいんだよね？　そこの第二階段使いたいんでしょ？　だったら、エレノラの棟むねから行けるって」


「エレノラ？　ああ、こちらの最後の王の後ご妻さいさんでしたわね」


　ウィルゴにはさっぱりわからない会話が頭上を通り過ぎていく。


「エレノラが城に入ったときに増設したから、あんた知らなかったんだろう？　まだ十年かそこらだしな」


「わからんぞ！　説明しろ！」


　ウィルゴが怒鳴った。ダークロアは結論だけを言った。


「ようするに、道がわかったってことだ。さあ、行くぞ。魔ま女じよの部屋だ」


「魔女……？」


　ダークロアもミューシカも疑問に答えてくれないので、ウィルゴはノクスにしかめっ面つらを向けた。


「なんだよ、魔女って」


　ノクスはただ、肩を竦すくめただけだった。その顔が、一瞬引き締しまる。


　ウィルゴも辺りを見回す。小さな、奇き妙みような音が、聞こえた気がした。長く余よ韻いんを残す、悲鳴のような、錆さびついた扉を押し開けたような音だ。


「……止やんだ」


　ダークロアとミューシカも、二人のようすに気づいて寄ってきた。


「どうした？　何かあったか？」


「いや、何か、変な音が……」


　言った途端、ウィルゴの背筋にぞっと冷たい感かん触しよくが這はい登ってきた。思わず柄つかに手をやる。


　何か、心の底がざわめく不快感があった。


　外だ。直感がそう告げた。


　ウィルゴはアーチを潜くぐって外回りの回廊に出ると、窓に駆け寄った。町並みを望む南向きの窓には、鎧よろい戸どが落とされていた。それを撥はね上げ、身体からだを半分出して外を見る。


　囲まれていた。


　眼下の町には亡もう者じやがひしめいていた。家の屋根に登っているもの、四よつん這ばいになって急な崖がけを登ろうとして落ちていくもの。酸の波間から、まだ次々と後続が這い登ってくる。こんな大群はウィルゴも初めて見た。普通、亡者は多くても数十の単位でしか動かない。


　さらに、亡者の群の中には、より獰どう猛もうで危険そうな、大おお柄がらな獣けもののようなものもいた。ただ、地上のどの獣とも近い縁えんはなさそうだ。これが魔ま獣じゆう。


　亡者は、まだいい。魔獣は、手て強ごわい。


　ウィルゴに続いて外を見たノクスとダークロアが固まり、ミューシカはその間から頭を出し、


「あらら」


　と呑のん気きな声を上げた。


「ちょっとすごいですねえ。壮そう観かんって言うんでしょうか」


「おまえのせいか……！」


「え」


　ウィルゴの腕が伸び、ミューシカの喉のどを摑んだ。頭が壁に打ちつけられ、葡萄ぶどう酒しゆ色の髪が白い壁へき面めんに花咲くように広がった。


「っ」


　ミューシカの白い喉に、ウィルゴの指が食い込む。顔まで紫色に変色していくミューシカを見て、ノクスはウィルゴの腕を押さえたが、ウィルゴの指はきつく食い込んで離れない。


「おいおい、死んじゃうぞ」


　ダークロアは口で言うだけで助ける気配はない。ウィルゴはそれ以上の力は込こめず、右手でミューシカの喉を摑んだまま、感情を込めない声で言った。


「あの亡者どもを呼んだのは、おまえ、か？」


「ん……」


「言えないって、それじゃあ」


　ダークロアに言われて、ウィルゴはやっと手を緩ゆるめた。ミューシカの身体が床に落ちる。ウィルゴに睨にらまれ、ノクスもウィルゴから手を離した。


「……話してもらうぞ」


「は、はな……すもなにも、わたくしはなんにも知りませんって！」


　せき込みながら、ミューシカは哀あわれっぽく上うわ目め遣づかいで言った。ウィルゴはその胸むなぐらを摑んで立ち上がらせた。


「知らない？　偶ぐう然ぜんだと言うのか？」


「知りません！　偶然です！」


「……ノクス？」


　ダークロアの声に、ウィルゴはミューシカからそちらに視線を移した。先程の室内に戻っていたノクスが、扉の陰かげから、中庭に面した柱ちゆう廊ろうの方をうかがっている。


　硬かたい表情で、ダークロアに向かって指を四本立てる。


「……四体？」


　そう訊きいたのは、ウィルゴだ。ミューシカを解放して、剣の留め具を外す。ダークロアが頷うなずき、杖を握る。まだ部屋から柱廊をうかがっていたノクスも、片刃の剣を抜いた。


「ミューシカ、あんた武器は？」


「女の色気しかありませんけど」


「……じゃあそれでどうにかして」


　訊くんじゃなかった、と思いつつ、ウィルゴは部屋の中に戻った。


「わたくしとは関係ないって信じてくれたんですか？」


　ミューシカは戦いを前に張りつめた背中にそう問いかけたが、返ってきた返事は冷れい淡たんなものだった。


「一時休戦ってだけよ」


　ノクスとは扉を挟はさんで反対側の壁に背中をつけて、廊下を覗のぞくと、四体の亡者が鉤かぎ爪づめの生えた足を引きずり引きずり、こちらにやってくるのが見えた。亡者の動きは普通遅おそいが、時たまいきなり速くなったりする。それが面倒だ。


　腐くさった臭においに顔をしかめ、鼻をつまんだくぐもった声で、ダークロアが呟く。


「四体か。ノクス、大丈夫そう？」


　ノクスが頷く。


「じゃあ、俺様観戦してるわ」


「はあ!?　何言ってんだよ！」


　ウィルゴの声に反応したのか、亡者の歩みが心なしか速くなる。


「まあまあ、あとはよろしく」


「おい……って、くそ！」


　亡者はもう、そこまで迫せまっている。ウィルゴは剣と盾を手に廊下に飛び出た。ノクスも続く。


　柱廊は、並んで二人、剣を振ふるうにはやや狭せまい。すぐ横には、中庭から生えたマロニエの木が立派な枝を伸ばしている。ここは二階なのだ。ウィルゴは目の前にいた最初の一体を盾で殴なぐり倒し、乱ぐい歯を剝むき出しにした顔を踏ふみつけて、奥にいた相手に斬きりかかった。


「おいで！　酸の海に投げ捨ててやる！」


　挑ちよう発はつは、剣けん闘とう士し時代と少しも変わらない。覚えたのは子ども時代の喧けん嘩かでだが。


　亡者は言葉を解かいしているのかいないのか、鱗うろこの生えた腕を振り上げ、鮫さめのように三角の歯をがちがちと嚙かみ合わせた。


　青い刃が、その歯を打ち砕く。


「じゃああああああ！」


　人ならぬ悲鳴を長く上げて、亡者は倒れるかと思うほど身体を反そらした。だがその腹を突き上げるウィルゴの一いち撃げきは、左斜ななめ前方から飛び出してきた別の鉤爪に阻はばまれた。剣を引いて盾で受ける。重い衝しよう撃げきを肘ひじと膝ひざを曲げて吸収する。そうしている間に、歯を折った亡者が身体を戻す勢いをつけて、大きく振りかぶった爪をウィルゴの頭上に落としてきた。


「ああ！」


　ウィルゴはそれを腕ごと叩き斬った。斬られた腕は張り出した枝にぶつかり、手入れのされていない中庭に落ちていった。血が飛び、太陽の髪を赤く汚す。


　返す刀で胴どうを薙なごうと一歩踏み込む。


　そのとき、二体目と三体目の後ろにいた四体目が、むりやり間から顔を出した。三体の亡者が柱廊一いつ杯ぱいになって、身体をぶつけ合って倒れ込んでくる。


　ウィルゴの方に。


「!!」


　腐った魚のような生臭い顔が、頰ほおに擦こすりつけられる。剣は倒れ込んできた一体の腹を裂さいたが、ウィルゴも転倒に巻き込まれ尻しり餅もちをつく。


　その上に、斬り離した亡者の上半身が覆おおい被かぶさる。


　ウィルゴは臭しゆう気きと溶とけた肉の感触で頭の中を真っ白にさせながらも、亡者の身体を引き剝はがした。


　目の前には、すでに亡者の残ざん骸がいが新たに二つ転がっていた。


　亡者の腰に突き立てた剣を抜かぬまま、心配そうに、ノクスがウィルゴに手を差し伸べてきた。ウィルゴはその手を摑つかんで立ち上がると、小声で言った。


「すまん」


　油断した。亡者は何を考えているか、本当にわからない。ノクスがいてよかったとウィルゴは思い、すぐに、頼たよっていてはだめだと、慌あわてて一人頭を振った。


「？」


　そんなウィルゴを不思議そうに見るノクスに、邪じや気きは欠片かけらも感じられない。


「うわあ、くさ！」


　戦せん闘とうが終わった途端に割り込んできたのは、ダークロアだ。ミューシカがその後ろから顔を出し、ウィルゴに亜あ麻ま布ぬのをくれる。


　ウィルゴはそれで顔と髪をふいたが、臭いは残りそうだった。


「……水浴びたい」


　ため息混じりにそう愚ぐ痴ちって、笑いを堪こらえるダークロアを殴り飛ばした。


　ウィルゴはさらにミューシカを睨んだが、ここで言い争うことの愚ぐを悟さとり、今は口を噤つぐむことにした。


「外のようすだとまだ来る。今のうちになんとか城の外に逃げられないか？」


「入ってきた道だと町中通るから、亡者の巣だしなあ……」


　殴られた頭をさすりながら、ダークロアが言った。ミューシカが口を挟む。


「あ、船のあるところからなら、直接海側に出られますよ」


「あんたには聞いてない」


「でもそれに賭かけるしかないんじゃないの？」


　ダークロアが、杖で首の後ろを叩きながら言う。ウィルゴはそちらを一睨みしてから、亡者の死体を見下ろした。まだ指先が動いている。ウィルゴはその手を踏みにじり、言い捨てた。


「……わかった。案内しろ」


「よし、ノクスもそれでいいな？　じゃあ、出発だ」


　ダークロアを先頭に、ノクスがその隣となりに並び、ミューシカを挟んでしんがりがウィルゴ。


　あとを引く錆さびついたような亡者の泣き声は、それからもたびたび、城を吹き抜ける風に乗って運ばれた。








　廊下に面している小さな扉の表面には、可愛かわいらしい細工の透すかし彫ぼりがされていて、まるで子供部屋の入り口のようだった。実際に中に入ってみると、図書室と同じく荒らされた室内ではあるが、それでも色使いなどに女性的な柔やわらかさが残されていた。扉と同じ透かし彫りのされた飾り窓から、相変わらず分厚い雲の間を縫ぬって、昼の光が辛かろうじて室内に届いていた。


「ここがエレノラの私室だ……後ろはまだ大丈夫か？」


　ダークロアは最後に部屋に入ったウィルゴを見やった。ウィルゴは扉の外を覗き、


「姿は見えない」


　と短く答えた。亡者に遭そう遇ぐうしたのは、最初の四体だけだった。だが、途と切ぎれ途切れに聞こえてくる泣き声からは、城のそこかしこに自分たちとは違う存在がいるのだということが、ひしひしと感じられた。


「さあ、急ぐぞ」


　ダークロアの言葉に、ウィルゴたちは腰を下ろすこともなく部屋を横切り、出ようとした。


　ウィルゴは歩きながら、部屋の中を見回した。


　部屋で目立つのは、側面に神々の宴うたげのさまが流りゆう麗れいな彫りで刻まれた、化け粧しよう机だ。その周囲には割れた瓶びんが幾つも散らばっていたが、一つだけ部屋の中央に散っている硝子ガラスの欠片があった。踏みにじられたのか、深い海色の硝子は粉々になっていて、零こぼれた液体の蒸発した跡あとが床に微かすかに残っていた。その硝子の色に興きようを誘さそわれて、ウィルゴは手を伸ばした。


「ひゃっ……」


　だが硝子を摑もうとしたその手を、突然摑まれた。驚いて顔を上げるとノクスが厳しい表情でウィルゴを見つめている。


「な、なんだよ？」


　ノクスの表情は硬く、ただ静かに首を振るだけである。部屋の奥にあるもう一つの扉に向かっていたダークロアが、気づいて戻ってきた。


「なに？　どしたの？」


　ノクスが複雑な身振りを幾つかして床の上の硝子片へんを指すと、ダークロアは、ああ、と頷うなずいてウィルゴに説明した。


「ここはエレノラの部屋だ。エルクレイダの最後の王の妃きさきで、毒に長たけた魔女だったとされている。死にたくなければ室内のものにはあまり触さわらない方がいい」


「……わかった」


　ウィルゴは頷いたが、内心不満だった。それはノクスのせいでもダークロアのせいでもない。ダークロアがわかるノクスの考えていることを、自分にわからないのがなんとなくいやだったのだ。ノクスを見ると、どことなく悲しそうな目で室内を眺ながめていたが、ウィルゴの視線に気づくと、やっぱり悲しそうな目のまま微笑ほほえんだ。


　夏の青空の目が、そのときだけは、雲一つない真冬の蒼そう天てんのように凍こおりついていた。


　ウィルゴはその目も気にくわなくて、ノクスから顔を背そむけてミューシカと外に出た。


　ダークロアはノクスの背中を一、二度叩くと、ウィルゴのあとを追った。ノクスは一人、部屋の真ん中に佇たたずみ、周囲の壊れたり奪われたりした調度を、一つ一つ確かめるように眺め、それから他の者たちが出ていったのと同じ扉から外に出た。


　魔女の棟は、その部屋から始まった。


　魔女という二つ名にふさわしくなく、そこは可愛らしい調度に溢あふれた棟だった。女性的なものに縁えん遠どおかったウィルゴには、ひどく居い心ごこ地ちが悪かった。


　角を曲がったとき、すぐ脇を誰かが通り過ぎたように感じて、ウィルゴは身体を強こわばらせて振り向いた。


　それは自分の歪ゆがんだ鏡像だった。顔が映るほど磨みがき込まれた金属片が、タイルのように幾き何か学がく模様にはめ込まれ、帯状に壁を飾っている。その細工は一歩歩くごとに違う面を映し、目を惑まどわせた。


「な……なんだ、これ」


「あ？　鏡だろ」


「なんでこんなところにこんなふうにあるんだよ！　しかもこれ、たくさん顔が映ってる！」


「たくさん鏡があるんだから当たり前だろ。エレノラの趣しゆ味みだよ」


「ど、どういう……」


「さあな。寂しかったんじゃねえの」


「は、はあ？　王妃だったんだろ？」


「最初は第十夫人さ。輿こし入いれしたときはまだ十四だったっていうからなあ、身体も心もまだ幼くて、王の寵ちよう愛あいは他の棟の女にあったらしいぞ」


　先を行っていたノクスとミューシカが、立ち止まって待っている。ウィルゴとダークロアは少し駆け足になって追いついた。揃そろって、また歩き始める。この棟に入ってからは、ノクスかダークロアが先頭に立っている。ミューシカが、ダークロアとウィルゴの会話に嘴くちばしを入れる。


「へえ、十四ですかあ、それは寂しいでしょうねえ」


「さあ、ねえ……」


　ダークロアはノクスの焦こげ茶ちや色の後頭部を眺めて、曖あい昧まいな返事をした。ノクスはその会話も気にせず、周囲を警けい戒かいしつつ、先に立って歩いている。


「でも、権けん勢せいを振るうようになったのでしょう？　寵愛を得たのは何な故ぜですか？」


「子供ができたんだよ。輿入れから二年後に」


「ああ、なるほど」


　ミューシカが得とく心しんしたように頷く。ウィルゴはいらいらしながら言った。


「子どもだなんだと鬱うつ陶とうしい。産めばいいってもんでもないだろうが」


「でもそれが王家ってもんだし……って、ウィルゴちゃん不ふ機き嫌げんだね、どうしたの？」


「……なんでもないっ」


　憤ふん然ぜんと言い放ち、駆けるように早足になって、数歩先に行く。残されたダークロアとミューシカは顔を見合わせた。


「なんか怒らせた？」


　ミューシカは小首を傾かしげただけだった。


　隣に並んだウィルゴを見て、ノクスは気き遣づかわしげに肩を叩こうとしたが、その手すら叩き落とされた。睨にらみつけてくる瞳はあの冷たい怒りを湛たたえていて、ノクスは一瞬呼吸を忘れた。


「……私に触るな！　おまえらを信用したわけじゃないんだからな！」


　立ち止まって、ノクスはウィルゴの視線を受け止めた。ダークロアは口笛を吹き、ミューシカは楽しげに二人を交こう互ごに眺めている。


　ノクスは少し考えているようだったが、やがて小さく頷いた。ウィルゴは視線を逸そらした。ウィルゴにきつい言葉を浴あびせられたにも拘かかわらず、ノクスの表情は穏おだやかで、見ているのがいやになった。








　魔女の棟は、始めから終わりまで、可愛らしい部屋しかなかった。そういうところだけを選んで通ったのだとダークロアに教えられたのは、棟を抜けてからだった。幾つかの凄せい惨さんな──毒薬部屋、拷ごう問もん部屋などは、迂う回かいしていたのだという。


　青の広間は、その魔女の棟から渡り廊下で繫つながっていた。


　高い天井には一面に色硝子がはめ込まれていた。硝子は基本的に青だが、薄うすいのから濃こいの、緑がかったものまで様々な青が煌きらめいている。陽光が射させば、青い光が広間を満たすのだろう。しかし曇どん天てんは重くのしかかり、広間からその効果を奪っていた。


「うあ……」


　それでも、突き抜ける青い天井は壮そう観かんだった。ウィルゴは首が痛くなるほど見上げ、感かん嘆たんの声を漏もらした。


「すごいな。どうしてこんな国が滅んだんだ？」


　ウィルゴはダークロアに訊きいた。ダークロアは腕を組み、ううんと唸うなった。


「ミュドラネがそれだけ強かったってことさ。特に正規軍は徹てつ底てい的てきな軍事訓練で鍛きたえられてるしね……まあ、エルクレイダも戦うだけの金が、もうなかったんだろ。帝都に献けん上じようされた戦利品が少ないって話だが、ありゃあ大分売り払っちまってたんだよ。落城前に、城勤めの宦かん官がんが持ち逃げしたとも聞くし。陥かん落らく直前は内政ぼろぼろに荒れてたらしいぞ」


「ふぅん……」


「国王はもう病びよう床しようで、エレノラが国政握ってたりとか、いろいろね。さ、ここから先は道案内任まかせても大丈夫だね、ミューシカさん」


「ええ、安心してついてきて下さいませ」


「……ほんとかよ」


　ウィルゴは不信の眼まな差ざしでミューシカを見つめたが、ミューシカは自信たっぷりに平らな胸を叩いた。


「大丈夫ですって。女の意地にかけてみなさんを硝子の船の下もとにお連れします！」


「……女じゃないだろ」







◇◆◇







　結局階段を二度上り五度下りて、廊下を歩き一度は中庭を横切り窓のない細い廊下（というより壁の裏）を通り、やっとミューシカは止まった。


　なんの変へん哲てつもない、大理石の壁の前である。


　ウィルゴの疑わしげな目も気にせず、ミューシカは壁へき面めんに指を這はわせて、一人呟く。


「それでもってですね、ここをこうして……」


　重いものが、擦こすれるような音がした。だが、それだけである。壁は相変わらず壁のままだ。


「あれ……」


「……覚かく悟ごはできているんだろうな」


　冬の海風のように冷ひえ冷びえとした声とともに、青い刃がミューシカの喉元に当てられる。


「いえ、ちょっと、待ってください、今思い出しますからァ……なんだっけ、確か〈力を示せ〉とかなんとか……」


「あ」


　ダークロアの声に、我に返ってミューシカは背後を振り返った。ウィルゴの剣が目の前に迫せまっていた。


　ミューシカが避よける間もあらばこそ、剣はその頭上を通り過ぎる。


「あら？」


　ミューシカは間抜けな声を上げ、自分の頭上を薙ないでいった刃を見上げた。


　剣は、壁に深々と突き刺さっている。それが、硬い音を立てて引き抜かれる。


「〈力を示せ〉って言ったろう？」


　壁から抜いた剣を片手に、意地悪そうな笑みを浮かべて言うのは、ウィルゴだ。


「こ、古代のしかけに対して乱暴なァ。そんなことで扉が開くわけが……」


　ミューシカが冷や汗を垂たらしながら抗こう議ぎしようとする。そのときだった。


　身体からだに響ひびく、重い音。


　ミューシカの背後で、壁が消えた。


「きゃあっ」


　背中から転がり落ちそうになるミューシカを支えたのは、ノクスだ。


「な……なんだ？」


　誰にともなく呟くダークロアの横で、ウィルゴも凍りついている。


　壁には、アーチ型にくりぬかれた入り口ができ上がっていた。


「……えっとー」


　ミューシカが、少し考え込むようなそぶりを見せてから、ウィルゴたちを振り向いて朗ほがらかに宣言した。


「さあみなさん、これが入り口です！」


「……」


「ウィルゴちゃん、わかってやってたわけじゃ……」


　ウィルゴはいまだ丸く見開いたままの目をダークロアにぎこちなく向け、首を横に振った。


「……だよねえ」


　ミューシカは、アーチの向こうにさっさと消えてしまった。ノクスもそれに続く。ダークロアも慌あわててあとを追い、ウィルゴは最後に取り残されて、もしかして私が一番順応性低いのか？　と思いながらも、なんとか深呼吸をして気を落ち着けると、慎しん重ちように、アーチを潜くぐった。


　青と白の石を交互に使ったアーチを潜ると、急な階段が下へ下へと下っている。日は射さない。ただし下から薄青い光が届いていて、階段を下りるくらいなら不自由はない。


　光は下に行くにつれ、青みを増していた。壁や天井に反射して、水面のように揺ゆらめいている。数十段下ると、突然階段は終わっていた。


　視界は青い揺らめく光に満ちている。そこは神しん殿でんのような、ドーム状の天井を持った洞どう窟くつだった。凹おう凸とつの激しい足場は壁に沿って続き、数十歩先では水が岩に当たってぽちゃぽちゃと穏やかな音を立てている。その水に、静かに浮いているのが硝子ガラスの船だった。


　その呆気あつけなさにウィルゴは目を丸くして、剣を握にぎる手もだらりと下げて船を見上げた。


　船は小こ振ぶりで、見たこともない造りをしていた。櫂かいがないから、ガレー船ではない。だが帆ほ柱ばしらも見えない。白っぽい硝子は青い光を受けてきらきらと輝き、切り子の杯さかずきのように美しくまぶしい。船首とおぼしき方には飛び魚の群と乙おと女めが彫ほり込まれ、水面と洞窟の天井との狭せまい隙すき間まから入ってくる僅わずかな光を、何十倍にもして跳はね返していた。


　ダークロアは物もの怖おじするようすもなく船に取りつき、あちらこちらと眺ながめたり叩いたりしていたが、おもむろに懐ふところから小刀を取り出すと、口の中で何やらまじないを唱え始めた。刀身が火の中に入れられたように真っ赤に燃えだしたところで、それを船腹に叩きつける。


　楽がくの音のような甲かん高だかく涼すずしい音が響いた。刃を受けた船腹は一つの傷もつかなかった代わりに、一瞬内部から黄色く脈打つ光を放った。秋の森のような輝きを見たダークロアは満足げに頷いて、ウィルゴを振り返った。


「よかったな。本物だぞ！」


　歯が噓うそ臭くさく──ウィルゴにはそう見えた──きらり輝く。ウィルゴは冷さめた目でダークロアを見つめた。


「……それが本物だと信じる前提は、おまえの口から出る言葉を信じるということになるんじゃないのか？」


「まあ、少なくとも神かみ代よのものだってことは確かだな。この船はあのころの空気を吸っている。それが今のでちょっと外に出てきたんだ」


「だーかーらー、なんで私がおまえの言うこと信じなくちゃならないんだ！」


「え、愛ゆえに」


「そればっかりかあああ！」


　ダークロアは鷲わしを模もした柄つか頭がしらで頭を殴なぐられながらも、すぐに回復して、ノクスの方に訊いた。


「これ王様も知らなかったのか？」


　ノクスは肩を竦すくめる。ウィルゴは二人のやりとりに眉を顰ひそめた。


「王様ってなんのことだ？……ノクス、おまえこの城のこと、妙みように詳くわしいな。詳しすぎるぞ」


　その問いに答えたのは、ダークロアだった。


「だってこいつ昔ここ住んでたから」


　情報を理解するのに、一瞬の間が必要だった。


「えっと……住んでたって？」


　ウィルゴは下りてきた階段の方を見上げて、それから辿たどってきた道のりと図書室から見下ろした廃はい墟きよを思い出した。


「ああ。この城に住んでたんだよなあ、ノクス？」


　ノクスは当たり前のことのようにあっさり首しゆ肯こうした。その顔に、悲しそうな色はない。


「し、知らなかったぞ!?」


　それでもノクスの悲しげな微笑ほほえみを思い出してしまったウィルゴは、どうしたらいいのかわからず、怒鳴った。ノクスは目を細めて、困ったように小首を傾げた。


「まあ、言わなかったからなあ。あ、でも戦争で負けて国を出なくちゃいけなかったんじゃなくて、城が落ちる前に出てたんだよな。お家いえ騒そう動どうで……」


　ノクスがダークロアの袖そでを引いた。


「ん？　いいじゃねえかよ、別に」


「お家騒動？」


　ウィルゴがうかがうように警けい戒かいして、ダークロアの言葉を繰り返した。ダークロアは「いいだろ？」というようにノクスを見て、それからウィルゴに向き直って言った。


「王子様ってやつだったんだよ、こいつ」


「お……」


「王位継けい承しよう者しや。でも毒飲まされて、一いち命めいはとりとめたけど声やられちまったの。身の危険を感じて十二歳で城出たんだよ。お供のおっさん一人連れてね」


　ウィルゴは弾はじかれたようにノクスを見た。ノクスはますます困ったような顔で、眉は垂たれ、何か言いたくてでも言えない、というように口を開いて、また閉じていた。


　落ち着いた物もの腰ごし。育ちの良さか血筋か、気品すら感じさせる顔立ち。澄すんだ空色の瞳が、今は憂うれいに沈んでいる。


「な……なんでおまえが知ってるんだよ、ノクスは喋しやべれないんだろ！」


「世の中には文字というものがあるのだよ、ウィルゴちゃん。俺様も昔ちょっとだけここにいたことあって、知り合いだったのね。それが二、三年前にばったり戦場で会ってさ、以来傭よう兵へい組んでんの」


　ウィルゴは呆ぼう然ぜんと瞬まばたきをした。事実ならば、この城の中で迷わず図書室に辿り着けたのも頷ける。本当にこの城に詳しかったのはダークロアではなくてノクスだったのだ。ウィルゴは今までの自分とダークロアの会話、それにノクスの反応を思い出した。


　ノクスのようすはこの城にいるときも、その前の五日間と変わりなかった。少なくともウィルゴにはそう思えた。何も感じていなかったのか？





　──青空の瞳。雲一つない真冬の蒼そう天てんのように凍りついて──





　何も感じなかったわけがない。何年も訪おとずれることのなかった生まれ故郷が、今無む惨ざんに崩ほう壊かいしているさまを見せつけられたのだ。


　ウィルゴは喉を鳴らした。ノクスはダークロアを非難がましく見ている。そんな顔は、ダークロアがウィルゴの毛布の中に潜もぐり込もうとしたときくらいしかしていない。大たい抵ていのことは、なんでもあるがまま受け入れてしまうのだ。何か言わなくちゃ、と思うのだが、ウィルゴはノクスのように声を奪われ、何も言えなくなってしまった。ノクスはそのウィルゴのようすをどう解したのか、あるいは計はかりかねて困こん惑わくしているのか、気き遣づかわしげに、黙りこくった金の髪をちらと見ただけだった。


「あのですね」


　と言って、ウィルゴとノクスの間から赤紫の頭を覗のぞかせたのは、ミューシカだった。


「お取り込み中申しわけないのですが、なんだかちょっと変なことになっていますの」


　背がダークロアに並ぶほど高くて胸がないという点を除けば、ごく普通の女性にしか見えない姿で、男性の裏声を出しながらミューシカは言った。


「えっと、聞こえません？」


「聞こえ……」


　言われて、ウィルゴとノクスは顔を見合わせて、揃そろって耳をそばだてた。


　洞窟には、彼らの息遣いと声のこだま、それに水の音しか聞こえない。


「!?」


　異常なのは、その水の音だ。


　さっきまで穏やかに岩に当たっていた水音が、かなり乱暴に、硝子の船体を揺さぶるほどになっている。


　途端、ぐらり、と洞窟が一揺れする。続いてもう一度。


　最初に降ってきたのは、小さな石くれだった。ウィルゴは手で顔を庇かばって頭上を見上げた。そこに砂がさらさらと落ちてくる。





　低くはない天井に、大きな亀き裂れつが入っている。





　ウィルゴは咄とつ嗟さに逃げ場を探した。その腕が引っ張られる。硬い掌てのひらが、腕にしっかりと食い込む。ほんの少し前にも覚えのある感触だ。


　引かれるままに、ウィルゴは洞窟の壁かべ際ぎわに身を寄せて落らく盤ばんを避けた。その次の瞬間、砂すな埃ぼこりと轟ごう音おんを伴ともなって、天井が抜けた。








「ぐ……う……」


　砂さ礫れきがぱらぱらと顔に当たって、ウィルゴは目を覚ました。気を失っていたのは一瞬だったらしく、まだ辺りはもうもうたる砂すな煙けむりに包まれ、視界がきかない。その視界に、覗き込んでくる顔があった。ぴちゃり、と濡れた何かがウィルゴの頰に落ちてくる。指でぬぐうと、どろりと赤い。


　血だ。


「あんた血……！」


　ノクスは言われてやっと気づいたようで、慌あわてて額をぬぐった。五日前の傷が開いたのだろうか、ほぼ同じ場所が赤く滲にじんでいる。その肩かた越ごしに、ウィルゴは靄もやの中で黒い影が動くのを見た。


「！」


　巨きよ大だいな影だ。それにこの、つんと鼻を刺す臭い。


　酸の魔獣。


　ウィルゴのようすに気づき、ノクスも振り向いて、剣を抜いた。


　ウィルゴも視線を前に据すえたまま、剣を探さぐる。が、その指先に触れるはずのものがない。


　背中に冷たいものが伝う。そういえば、落盤のとき自分は剣をこの手に持っていたはずだ。それが腰に吊り下げられているはずがない。どこだ？　目が薄れゆく靄の向こうを探る。


　そのとき、女の笑い声が響いた。


「あははははははは！　久しぶりだねえ、娘！」


　聞いた声だ。忘れられるものではない。ウィルゴは顔が、次ついで身体からだ全体がカッと熱くなるのを感じた。


　砂埃が静まっていく。黒い魔獣の影が、はっきりとその輪りん郭かくを現す。うずくまる、巨大な獣けもの。全身を針のような体毛で覆おおい、頭部から二本のねじくれた角つのを突き出した、四足獣。鎧よろいのような鱗うろこに覆われた尾おが、びたびたと瓦が礫れきの山を叩いている。


　その背に、一人の女が跨またがっていた。針の刺す感触すら快感なのか、陶とう然ぜんと目を細めて笑っている。


「あははははははは！　わらわを覚えておいでかい!?」


　声は甲かん高だかく、僅わずかに鼻にかかって甘えたような響きを持っていたが、聞く者の頭の中を搔かき回すような不快感をも伴ともなった。身もだえするように笑う女は、妙みよう齢れいの美女だった。


　肩から背中に流れる緑なす黒髪は、星の瞬またたく夜空のよう。漆しつ黒こくの瞳は濡れて悦えつ楽らくに歪ゆがみ、唇くちびるは血を塗ぬったように赤い。頰の線は優やさしく丸みを帯び、真しん紅くの紗しやと漆黒の絹で覆われた胸も腰も豊かで、妖よう艶えんな線を描えがいている。


「ミラ……!!」


　ウィルゴは憎ぞう悪おを込めてその名を呼んだ。


　魔獣の角の太さは、ウィルゴの腰回りほどもあった。


　女が一声かけると、魔獣は頭を低く落として突とつ進しんしてきた。角が槍やりのようにウィルゴの細身の身体を狙ねらう。ウィルゴは寸すんでのところでそれを転がって避けた。その目が、とうとう求めていたものを見つける。瓦礫に挟はさまれて、翼つばさを広げた銀の鷲わしが転がっている。落盤を避けたときに落としたのが、今まで魔獣の身体の下になっていたのだろう。


　一瞬注意の逸それたウィルゴの身体めがけて、魔獣が二度目の突進をしかける。その足にノクスが斬りつける。鮮せん血けつが飛び魔獣は苦痛に暴れるが、傷は見る間に塞ふさがっていく。


　ノクスは珍めずらしく舌打ちして、剣を両手持ちに構え直した。目標をノクスに変えた魔獣は、傷の塞がった足を振り上げ、その巨体の全体重をかけて振り下ろす。その凶きよう悪あくな足の裏が瓦礫を踏ふみしだく前に、ノクスはがら空きになった魔獣の腹の下に飛び込んで、剣を突き上げた。


　血が、大地色の髪に降り注ぐ。


「げえ……」


　船のそばで観戦を決め込んでいたダークロアが、気持ち悪そうに呻うめいた。呻くだけで、手助けする気配は見せない。隣となりで「まあ」と口元を押さえているミューシカも同じだ。


　魔獣が激痛に再び暴れる。だがミラは振り落とされない。ミラが何ごとか呟くと、魔獣は血のごとく赤い目をノクスに向け、鼻息荒く首を振った。


「男！　邪じや魔ま立だてするな！　わらわは花嫁を迎えにきただけじゃ！」


　ミラは誘うような笑みを浮かべてそう言った。


（──花嫁？）


　では、あの求婚者と繫つながりがあるのだろうか。ノクスは一瞬そんなことも考えたが、すぐに目の前の敵に集中することにした。


　魔獣の傷は再び癒いえていく。ノクスは距きよ離りを取って剣を構えたまま、ミラと魔獣をじっと見据えている。生臭い血を浴びたせいで見た目では判はん然ぜんとしないが、肩のところでマントが破れている。魔獣の爪つめに引っかけられたのだ。傷は膿うむように痛んだ。


　ミラは返事がないと見ると、唇の両端を吊り上げた。


「邪魔立てするなら容よう赦しやはせぬぞ！」


　魔獣に号令が飛ぶ。魔獣は命を遂すい行こうしようとしたが、その前に絶叫を上げた。


　ウィルゴが後ろから近づいて魔獣の尻尾しつぽに斬りつけたのだ。その手には、ノクスが注意を引きつけている間に拾った、鎖くさり鳴る剣が握られている。


　ミラは魔獣を落ち着かせようとしたが、そのとき大きな振しん動どうが再び洞窟を襲った。


「ノクス、ウィルゴ！　こっちだ！」


　呼ばれて見ると、ダークロアはミューシカと共にすでに船に乗り込んでいた。わけがわからぬまま、ウィルゴとノクスは船に駆かけた。その間にも振動は激しさを増して続いている。


　魔獣はいっそう激しく暴れ、ミラの命令に従わない。ミラはその理由に気づいてハッと顔を上げ、呟いた。


「来る……！」


　ウィルゴとノクスが、ダークロアとミューシカに引っ張られて船に乗り込んだのと、脆もろくなっていた岩がん壁ぺきが酸の波の進しん撃げきによって崩ほう壊かいするのとはほぼ同時だった。


　小さな船は、逆さか巻まく波にもみくちゃにされながら、崩れて広がった出口から、洞窟の外に押し流されていった。








　ウィルゴは船体に当たる波で船中を転がって、したたかに身体を打ちつけた。激痛と共に意識が遠のいていく。その夢の淵ふちで、幾つかの光景を思い返した。剣を調べるダークロア、いきなり現れたミューシカ、妖艶な魔女ミラ、そして悲しそうな顔のノクス。


　ああ、そうか。


　突然ウィルゴは思った。


　謝らなくちゃ。こんな──懐なつかしいところに連れてきてしまったのだから。


　見せたくないものが誰にでもあって、それがノクスにとってはあの城、あの部屋なのではないかと思った。向こうが勝手についてきたんだから、という声は不思議と出てこなかった。


　古城が崩壊していく中、硝子ガラスの船は静かに酸の海に滑すべり出した。







◇◆◇







　魔獣は、すでにおとなしくなっていた。


　身じろぎ一つせず、丸めた背中だけを酸の水面みなもの上に突き出している。不格好な岩山のようだった。


　ミラはその背中に腰を下ろし、酸に白い素す足あしをさらしていた。


　ちゃぷり、と遊ぶように水を蹴ける。それでも、酸が彼女の身体を傷つけることはない。


　ミラは、指を滴したたる血を舐なめた。赤く細長い舌がちろりと覗のぞき、うまそうに唇についた血を舐め取る。


　それは魔獣の血であった。


　酸の波に怯おびえ、暴れる魔獣に腹を立てたミラは、思い通りにならぬ下僕を屍しかばねに変えたのだ。


　そうすればもう、暴れてミラを困らせることもないから。


「逃がしたか……」


　ミラは、海の彼方かなたに淫いん靡びな視線を向けてから、指から腕へと流れてしまった血を、愛いとおしそうに見つめた。


「まあ、よい。あの船ならば、目的地は決まっておる……」


　呟いて、堪こらえきれぬ、というように、掌てのひらから二の腕まで流れていく血に、つう、と舌を這はわせる。


「焦あせることはないさ。黙っていれば、あちらからやってきてくれるんだ」


　ミラは満足そうにため息をつくと、もの言わぬ魔獣の、獣毛に覆われた背中を撫なでた。


「ねえ、わらわの計画はずうっと前から綺き麗れいに織り込まれているのさ。今更あの子がちょっと強ごう情じよう張ったからって、なんにも問題はないのさ」


　わかるかい？　と魔獣に訊きいて、ああ、答えられるわけがないねえ、と一人で笑う。


　ぴちゃり、とまた足で水を跳はねる。そして、また一人呟く。


「運命を縦糸、欲望を横糸に、わらわは長い時をかけて、わらわの夢を織おってきたのさ……絶対に、誰にも邪魔はさせないよ……」


　血走る目を海うな原ばらの向こうに走らせる。もう船せん影えいは見えない。


「絶対にね……！」


　そう言い残すと、悪意溢あふれる目で海と天を睨み、ミラは自ら酸の海の中に滑り落ちた。


　小さな波は紋もんは、すぐに消えた。


　あとには、ただ、針のような獣じゆう毛もうに覆われた魔獣の背中と、水面から突き出た、ねじくれた角だけが残った。




三章　果ての海のそのまた向こう







　夢を見た。







＊




　


「まったくとんだ疫やく病びよう神がみだよ！」


　小さく丸くなって、ウィルゴは泣いていた。両耳を両手で塞ふさいで、零こぼれ落ちる涙を膝ひざ小こ僧ぞうで受け止めて。


（こわい）


　ただひたすら怖こわかった。嵐あらしが過ぎ去るのをじっと待つように、何も聞かず何も見ず、祖母の言葉をやり過ごそうとしていた。


「あんたとあんたの母親のせいで、私が世間でなんて陰かげ口ぐち叩かれてるか知ってるかい!?　娘のしつけもできないってさ！　ああなんてことだろうね、出戻りで挙あげ句くの果てにこんな……！」


　祖母の言葉が途と切ぎれた。それ以上は、怒りに震ふるえて言葉にならないようだった。


　言葉の代わりに鞭むちが飛んで背中を打った。軽い身体からだは簡単に転がって、壁かべに頭を打ちつけた。祖母の瘦やせた腕うでが伸のびてきて、髪かみを鷲わし摑づかみにされた。そのまま引きずられて、家の外に連れていかれる。床ゆかや地面にぶつかって、たくさんの痣あざができた。


「恨うらむならおまえの母親を恨みな！　夫のある身で他ほかの男と通じておまえを生んだんだ！　おまえもおまえの母親も、私にとっちゃとんだ疫病神さ！」


　叫さけぶことすらできないほど散々にぶたれたあと、大きな空からの水みず瓶がめの中に突っ込まれた。祖母がなおも悪あく態たいをつきながら遠ざかっていくのを聞いて、ウィルゴはすすり泣いた。


　瓶かめの中は暗かった。


　しばらくは痛みと暗くら闇やみに取り残された恐きよう怖ふで竦すくんでいたが、やがておそるおそる瓶を塞ふさぐ蓋ふたをどかそうと手を伸ばした。


　動かない。


　石か何かを重しにされてしまっているのだ。


（このままずっと、閉じこめられちゃうの？）


　また大おお粒つぶの涙が浮かんできた。声を上げて泣いた。何度も謝った。どうして謝らなければならないのかわからなかったが。謝って、祖母の機き嫌げんが直ったのは十回に一回だ。それでも叫ぶように謝った。


「おばあちゃ、ごめんなさいっ、ごめんなさいっ」


　同時に、胸の中で叫んでいた。助けて、と。暗くて狭せまくて、ひとりぼっちで怖かった。


（暗いの、怖いよう）


「ごめんなさい、おばあちゃん」


（こわい、よう）


「ごめ、」


（たすけ、て）


　う、とまた声を上げて泣きだしそうになった、そのとき。


　心の声に応こたえるように、青空は突とつ然ぜん開かれた。


　瓶の蓋が重い音を立てて動き、丸くくりぬかれた青空が見える。


　雲一つない、夏の濃こい青空。


　ウィルゴは小さく息を飲んだ。その青空から、少年の顔が覗のぞいた。


「……ゴ」


　名前を呼ばれ、ウィルゴは救世主に両手を伸のばして、泣き嗄がれた声で言った。


「お兄ちゃん」


　抱だき上げられ、外に出た。


　涙を溜ためて、兄の顔を見上げた。顔色が悪い。兄は生来病弱で、今日も寝込んでいたはずだ。


　それでも無理してウィルゴを捜さがしに来てくれたのだ。


　兄の胸に、ウィルゴは涙と鼻水でぐちゃぐちゃになった顔を押しつけた。


　兄は片膝をついてウィルゴを抱き留とめ、頭を撫でてくれた。その掌てのひらはとても優やさしかった。ウィルゴはしばらく兄の胸の中で泣いてから、顔を上げた。


　何度もしゃくり上げながら、言った。


「どう、して、おにい、ちゃんは、わたしのことかばってくれるの？　どうして、いつも、やさしいの？　おばあちゃんも、まわりのひとも、みん、みんな、わたしのこといなければよかったこども、だって、いう、よ？」


　兄は、きゅ、と眉まゆ根ねを寄せた。唇くちびるを嚙かんだようだった。そして、そんなことないよ、と言って、涙に濡ぬれたウィルゴの頰ほおを撫でた。


　兄は、ウィルゴに言い聞かせるように、ゆっくり語った。


「ウィルゴは、兄ちゃんの宝物だよ。母さんが残してくれた、大切な妹だ。ウィルゴがいなければよかった子どもだなんて、噓だ。そんなことは絶対ないんだ。いいね？」


「でもね、みんなね、言うの」


　兄は袖そででウィルゴの顔をふいてくれた。


「それはみんなが間違ってるんだ」


「ほん、とう？」


　兄は海色の瞳ひとみを穏おだやかに細めて、頷うなずいた。


「本当だよ。いいかい、ウィルゴ。辛つらいことがあったら、いつだって思い出せ。兄ちゃんはおまえの味方だ。おまえは兄ちゃんの妹だ。いいね？」


　ウィルゴは、必死で頷いた。兄はウィルゴに微笑ほほえみかけようとして、胸を押さえた。喘あえぐような呼吸音に恐きよう怖ふを感じて、ウィルゴはまた目に涙を溜めて、兄の背中をさすった。


「おにいちゃ、おに、ちゃ、う、うあ、あ、」


　ウィルゴが再び泣きだしてしまったときには、兄の発ほつ作さは収まっていた。肩で大きく息をつきながら、兄は、ごめんね、と謝った。


「もう大だい丈じよう夫ぶだから。怖かったかい？」


「こ、こわか、た。お兄ちゃん、どこにも行かないでねっ、どこにも、行かないでねっ」


　ウィルゴは泣きながら、兄の首にしがみついた。泣きじゃくるウィルゴの頭を撫でながら、兄は嘆たん息そくしたようだった。


「そばにいるよ。でも、もし、何かあって……離はなれたとしても」


「いや。いやなのっ」


「もしもの話だよ。いいね。もし、離れたとしても、」


　もしもの話でもなんでも聞きたくなくて、ウィルゴは兄の首に回していた両腕を離して、耳を塞いだ。それでも、兄の声は耳の中に入ってきた。


「それでも、兄ちゃんは、おまえの幸せを、ずっと祈いのっているからね」







＊




　


　兄は死んだ。


　帝てい都との住人で酸の波から逃のがれられた人間は、ウィルゴの知る限り皆かい無むだ。兄はウィルゴが酸の海の封ふう印いんを解いたその日帝都にいた。それはつまり死んだということなのだ。


（結局、庇かばわれてばかりだった）


　兄は身体が弱かったから、強くなって自分がいつか兄を守ろうと、ずっとそう思っていた。剣を習い始めたのもその思いゆえだった。


　けれど、その唯ゆい一いつの味方を、守りたいと心の底から思っていた相手を、ウィルゴは剣を引き抜き、酸の海を解放することによって殺してしまったのだ。


　頭が痛かった。痛みは時の経過とともに激しさを増し、靄もやのかかっていた思考はそれにつれはっきりしてきた。ウィルゴは寝返りを打った。








　目を開くと、目前には老ろう婆ばの真っ白い顔が広がっていた。


　十年も前に死んだ、祖母だった。


　ふつ、と怒いかりがこみ上げてきた。拳を振り上げ、その顔を殴なぐった。


　けれど顔は実体がなく、ウィルゴの拳はその顔をすり抜け、誰かの掌にぱしりと受け止められた。ウィルゴの顔の上に触れ合わんばかりに浮かんでいた祖母の顔は、ぐにゃりと歪ゆがんで消えた。


　呼吸はひどく乱れていた。喉のどは嗄かれてがらがらだった。額から垂れた汗が目に染しみた。


「……あれ？」


　次し第だいに呼吸が落ち着いて、ウィルゴは自分の拳が、誰かの掌に受け止められていることに気づいた。


　硬かたく、温かな感触。硬いのは剣だこだろう。


「あ」


　目の前に、心配そうに覗き込む男の顔があった。


　青空の瞳。曇どん天てんの空、ただそこだけに青空が覗いている。


「綺き麗れいな顔……」


　ウィルゴが寝言のようにそう呟くと、ノクスは不満げに顔をしかめたが、次の瞬間には噴ふき出すように微笑んで、ため息をついた。


　そう言えば初めて会ったときにも同じようなことを言った。ウィルゴはそのときのことを思い出した。だって本当に綺麗な顔をしていたのだ。女顔だとか、そういうのではない。整った顔、というか、素直すなおそうな、なんとなく落ち着く穏やかな顔をしていたのだ。


「……なんで私あんたのこと殴ってんの？」


　ウィルゴはまだ夢の中にいるような、ぼんやりした目でそう訊きいてから、ゆっくりと半身を起こした。


　風が、強い。


　少しだけその風に吹かれてから、ウィルゴは夢を見たことを思い出した。ただしぼんやりとしたイメージだけで、誰が出てきたのかなどということは覚えていなかった。それから、目覚めた瞬間視界を覆っていた、白い顔のことを考えた。夢の残像かもしれないと思って、ようやく自分の見ていた夢が、祖母に折せつ檻かんされたときのものだったと思い出した。


　考え込んでいたら、いきなり頰に指が触れた。


　心臓が跳はねた。払いのけて振り返った。ノクスがきょとんと目を開いて、片手を挙げたままの状態で固まっていた。指先に白いものがついている。


「あ……ああ、そうか、これか」


　ウィルゴはノクスの意い図とを察して、手の甲こうで頰を擦こすった。亡者の体液はすでに乾いて、擦ると粉になって剝はがれた。


「ん？　おまえだってそれ、結構ひどいぞ。血か？」


　ウィルゴに言われ、ノクスは赤黒く強こわばった自らの髪をつついた。魔獣の血がこびりついて、固まってしまったのだ。


「うあ」


　二人で顔を見合わせると、情けなく笑った。


　船が揺れた。


　そうだ、ここは船なのだ。気を失うまでのことを思い出し、ウィルゴは周囲を見回した。船の中にはダークロアもミューシカもいる。二人ともぐったりしているが、この二人のことだから死んではいまい。念のため確認したが、眠っているだけらしい。


　そして、船の外は一面の海うな原ばらだった。


　右を見ても左を見ても、後ろを見ても前を見ても、ただただ茫ぼう漠ばくと広がる海。波は小さく、穏やかだが、生命の気配は感じられない。鉛なまり色いろの空よりもさらに黒く深いこの海は、酸の海なのだ。


　結局なし崩くずしで来てしまった。しかも船は流されているわけではなく、目的地を持って進んでいるらしい。揺れは少ないのに、船足は尋じん常じようの速さではない。


「まさか、本物……？」


　本物の硝子の船、神々の造りたもうた神船だとすれば、目的地はただ一つ、海界だろう。


　ウィルゴは背筋に悪お寒かんを覚えた。海界の前に果ての滝たき壺つぼがあるという伝承は、ミュドラネでも広く伝わっている。船体が滝壺に耐たえられたとしても、自分たちは生なま身みの人間なのだ、無事で済むかどうかはわからない。


　ウィルゴはノクスを見た。ノクスは視線を向けられ、にこりと微笑んだ。


「あんたは……」


　ウィルゴは戸惑とまどいながら言った。


「あんたは、どうしてここにいるんだ？　どうしてついてきたんだ？　今となっちゃあ、もうあと戻りはできないぞ」


　ダークロアは魔法使いだ。剣に興味を持っていたし、生きて神々の世界に行けるならなんだってするかもしれない。ミューシカは……よくわからないからとりあえず置いておく。ウィルゴは責任を取らなくてはならなかった。世界を破は滅めつに追い込んだのは、ウィルゴが剣を抜いたからだ。しかしノクスはただの傭よう兵へいだ。亡ぼう国こくの王子、ではあるけれど。


　ノクスは不思議そうに数呼吸ウィルゴを見つめた。


　何な故ぜついてくるのかと訊かれると、正直なんと答えたらいいのかよくわからなかった。


　何しろ、成り行きで、と言えばそれまでのことなのだ。だが、そう──ウィルゴとの旅も悪くないな、と思ったのは、何かきっかけがあったような気がする。


　──ああ。


　あの、城じよう壁へきで迎むかえた朝だ。


　酸の波が半島だけでなく大陸全土を覆おおい、ミュドラネ帝国どころか世界を滅ほろぼしてしまう可能性を、ノクスは否定できなかった。酸の波のもたらした破は壊かいは、それだけ凄すさまじかった。


　どうせ死ぬなら、そのまえにもう一度太陽を見たいものだと思った。だから砦とりでの回かい廊ろうに出ていたのだ。見張りに当たっていない限り、そうして空を見るのはノクスの日課に近かった。


　もちろん、太陽はこの一年顔を出していない。


　それでもノクスは毎朝、あの胸壁の上に座って、東の空を眺めた。


　要するに諦あきらめが悪いのだ。


　ところがあの日、太陽は見えなかったけれど、ウィルゴに出会った。


　ウィルゴを見ていると、不思議と、自分の小さな夢も、決して実現不可能なことではないように思えてきた。嬉しかった。


　焚き火を囲んだ一夜で、ウィルゴは、酸の海を封じたいのだと、そう言った。


　で、そのとき思ったのだ。


　太陽が見たいのなら、自分で取り戻せばいいわけか、と。


　ノクスは、昔から諦めるのが苦手だった。


　子どものときも、何かなくすたびにいつまでも諦めず探し回って、教育係を困らせた。そういう大切なものは大して多くもなかったが、傭兵になってからも、その辺りの諦めの悪さはあまり変わっていない。そのお陰かげで今まで辛かろうじて命を拾ってくることができたのだ。


　太陽も、世界も、勿もち論ろんノクスのものではない。だが、誰のものでもないはずだ。たとえ太陽がない方がいいと言う人間がいたとしても、ノクスはやっぱり太陽をもう一度この目で見たいと思うし、世界が崩壊していくこの現実は、どうしたって悲しい。


　太陽を、もう一度見たい。この世界をなんとかしたい。


　そのためなら、海界でもどこでも、行くことに抵てい抗こうはない。


　──さて。


　問題は、そのことをどうやって伝えるか、だ。


　ノクスは表現を探して、顎あごに手をやり考え込んだ。


　ウィルゴの視線はノクスに注がれたままだ。ノクスは真っ正面から見つめられて、少し照れて視線を逸そらした。すると、曇天の空を背景に揺れる、一筋の金の髪が視界に入った。


　ノクスはあることに思い至って、船の外を指さした。


「……空？」


　ウィルゴはノクスの指の先を追った。黒っぽい灰色の海の上の、厚い雲で覆われた空。


　それから、ウィルゴを指さす。


「私？」


　ノクスが指しているのは、ウィルゴの金の髪だ。


「髪……金？」


　ウィルゴが眉を寄せて考え込んだ。うーん、と指を額に当てる。


　ノクスは両手で丸を作って空にかざした。それをゆっくり、左から半円を描えがいて、ちょうど天体が昇のぼりまた沈むように動かした。


「空で……あ、太陽！」


　ウィルゴが自分の髪を一ひと房ふさ摑つかんで、まじまじと見た。


「え、じゃあ何、太陽の色だっていうの、私の髪……」


　こくり、とノクスが頷く。ウィルゴは頰を赤らめた。


「じゃあ、えっと……おまえの目的は、太陽を、取り戻すこと？」


　ノクスは照れ臭くさそうに、けれどしっかりと頷いた。


　ああ、彼らしい。ウィルゴはそう思った。


「自分のものでもないのにな……」


　そう言うと、ノクスはおかしそうに笑った。ウィルゴもつられて、ふと口元を緩ゆるめた。


「！」


　そのとき視線を感じてウィルゴは振り向いた。ダークロアが、いつの間に起きていたのか、にやにや笑いながら船ふな縁べりに頰ほお杖づえをついて、二人のようすを眺めている。


「いやあ、若いねえ」


　ウィルゴは拳こぶしを握り締め、猛もう然ぜんと立ち上がった。


　ダークロアは笑いを消さず、ウィルゴが眼前まで来たところで、からかうように訊いた。


「で……ミラ、だっけ？　あの色っぽいお姉様は何者？」


　一瞬ウィルゴの顔が歪んだ。ダークロアの胸むなぐらを摑んで、顔を近づけ吐はき捨てる。


「……敵だ！」


　その瞳は冬の海のように荒あれていた。おやおや、とダークロアは肩を竦すくめた。


「でもさ、あのひとさっき花嫁うんぬんって言ってたよ。あの変態さんと関係あるの？」


　その言葉に、ウィルゴはハッとして、ダークロアのローブを摑んでいた手を放した。


「……言っていたな、確かに」


「そうそう……って、ウィルゴちゃんも今まで知らなかったの？　あの二人の繫つながり」


「……ああ」


　苦りきった顔で、ウィルゴは唇を嚙んだ。思案げに中空を睨みつける。


「へえ。なんだろうねえ？」


　そう言いながらも、ダークロアは何かを推おし量はかるように、ウィルゴをじっと見つめていた。ウィルゴはその視線には気づかず、ただミラの台詞せりふを思い返していた。


（花嫁を迎えに来た……？）








「うーん」


　ミューシカは起き上がると、しどけなく乱れていた衣服を直し始めた。ウィルゴはその前で、両手を組んで仁に王おう立だちになっている。ミューシカはおっとりしたようすで顔を上げて、小首を傾かしげて言った。


「あら、何ですのォ？」


「あらじゃない！」


　ウィルゴは腰に両手を当て、ミューシカを見下ろして言った。


「説明してもらうよ、これはいったいどういうこと!?」


「ええ？　何がですかァ？」


　ミューシカは、両手で拳を作って口元に当て、本当に困ったというように眉をきゅっと寄せた。なんだか全すべてが女性らしい。端はたで見ていたダークロアは、密ひそかに二人を見比べて、どっちが女に見えるかなあと考えていた。


「……じゃあ言ってやるよ。ノクスだって知らなかった船の在処ありかをどうしてあんたが知っていた？　あんたはどうしてあそこにいた？　あんたは何者？」


「ですから名前はミューシカ、職業は旅の琴こと弾ひきですけど、好きなように呼んでくださって構かまいませんと……」


　ちゃらり、鳴ったのはウィルゴの剣の鎖くさり。


　喉のど元もとに青い刃を突き立てられても、ミューシカに動じるようすはなかった。


「わたくしは旅の琴弾き。あなたの物語を歌にしたいと思いました。ですからご一いつ緒しよさせていただきたいのです。それ以上のことをお教えすることはできません。もしどうしてもお知りになりたいのであれば……」


　ミューシカはそこで一いつ端たん言葉を切り、わざと刀身に首をさらすように突き出し、ウィルゴの目を覗き込んで言った。


「あなたが剣を抜いた経けい緯いをお教えいただきとうございます」


　ウィルゴはあわや剣を引きそうになった。その肘ひじを咄とつ嗟さにノクスが押さえる。ウィルゴは唇を嚙み、乱暴にノクスの手を払いのけると剣を腰に戻した。








「あ～あ、お姫様怒っちゃった。何挑ちよう発はつしてんの」


　船底を見てくると言い残して、落とし戸の向こうに消えていったウィルゴを見送ってから、ダークロアはミューシカに言った。ノクスは船首の方で、血がべっとりとついて固まってしまった剣の手入れをしている。


「何って、そんな挑発なんて」


「まあいいけどさ。なんか、ウィルゴちゃん、前に俺様が訊いたときもあんな反応だったんだよね。なんかあったんだろうね。ねえ、何があったか知ってるんでしょ？」


「……お聞きになりたいんですの？」


「うんにゃ。その辺はどうでもいい。あんたが何者で何を知っているのか、どうして知っているのかっていうのは興味ないよ。あんたが紫の服を堂々と着ているのも特に気にしてない」


　ミューシカは自分の衣い装しようを見下ろした。紫一色で服をまとめることは、皇こう帝ていにしか許されていない。


「あらら、これは紫ではなくて赤あか葡萄ぶどう酒しゆの色なのですけれど」


　お役人様に見つかったら殺されちゃうのかしらあ、とミューシカは他ひ人とごとのように言った。手て強ごわいよねあんた、とダークロアは首の後ろを拳で叩いた。


「俺様が知りたいのは、あんたが何を目的としているかってこと」


「おや、核かく心しんをついてきましたねえ」


　ミューシカはまだおっとりとした態度を崩くずさない。ダークロアは頭の後ろで手を組んで、甲かん板ぱんの上に仰あお向むけに寝転がった。


「まあ、そうしないとのらりくらりとかわされそうだし」


　視界は、海の上でも陸と変わらない雲に占せん拠きよされている。むしろいつもより暗い気がした。風も強い。分厚い雲が、かなりの速度で流れていく。だが、薄くはならない。押し流されてきた雲が集まり、黒と灰色に空を満たす。本来は夏のはずだが、気温も低いままだ。酸の海が現れてから、日光はまともに大地に届いていない。太陽の偉い大だいさを思い知らされる一年だった。


「ダークロアさんって、今までの戦いでもずっとわたくしのこと牽けん制せいしていらっしゃいましたよね」


　ダークロアが戦せん闘とうに加わらず、ミューシカと観戦を決め込んでいたのも、そのためだ。面めん倒どうだったから、という理由もなくはないのだが、そちらには触れずに、ダークロアは肯こう定ていした。


「うん」


「疑われてるんですねえ、わたくし」


「まあ、俺様もだけどね。で、目的は？」


「そうですわねえ、おおよそウィルゴさんと同じだと思ってくださって構いませんけど。まあ、途中ちゆうでウィルゴさんの気が変わったりしなければ、の話ですけど」


　二人とも、傍はた目めにはぼんやりひなたぼっこでもしているように見えた。ミューシカはしばらく雲の動きを見てから、再び口を開いた。


「で、ダークロアさんの方はどうなんですの？」


「何があ？」


「この旅に同行する目的です」


「俺様はほら、ウィルゴちゃん命だから」


「のらりくらりはどなたのことでしょうね？」


「……」


　んー、とダークロアは寝転がったまま伸びをした。


「まあ、とりあえずウィルゴちゃんの目的を邪じや魔まする気はないよ」


「ステキなお返事ですこと」


「お褒ほめに与あずかり光栄です」


　ダークロアの頰に、冷たいものが当たった。水すい滴てきだ。泣いているのは空だ。ダークロアは飛び起きた。


「雨水ためとこう」


「飲むのなら葡萄酒が船底にありますわよ」


「……なんで言わないの」


「わたくしが何を知っていても興味ないって仰おつしやっていたじゃありませんか。神代の壺つぼがあるんですよ」


「……それ酒が溢あふれて止まりませんってやつじゃないだろうな」


「違いますわ。ただの壺。ちょっと保存が効くだけです」


　神代の昔からある酒が飲めるのに、「ちょっと」保存が効くで済まされるのか。ダークロアは気になったが、あえて口には出さないことにした。


「食糧も？」


「ええ、まあ。少な目ですけど、別の壺に」


「ふうん。じゃあ死体とかも入れて保存できるんだ」


「……保存してどうなさるんですの」


「別にどうもしないよ」


　ダークロアは、表情のない顔をミューシカにちらりと見せた。


「でもさ、大切なひとを入れておくのに、便利だよね」


　黒い瞳は、硝子ガラス玉だまのように冷めていて、なのにどこか狂きよう的てきなまでに熱ねつっぽかった。


　ミューシカは、冷静に万ばん事じを見届けようと、目を細めた。


「……大切な、もう、死んでしまったひとを、入れておくんですの？」


　しかし次の瞬間には、ダークロアは生き生きとした少年じみた表情を取り戻していた。


「さあ？　でも、雨水もためとこう。ウィルゴちゃんが水浴びできる。


　おーい、ノクス、ちょっと手伝ってくれ」


　一年前から空を覆っている雲は、自然の雲ではない。


　酸が人や獣や大地にあるものすべてを焼き、その際に発生した気体が上じよう昇しようし、雲となって空を覆っているのだ。


　酸の海で降る雨は、本来ならば避けなければならない。特に作物には毒以外のものにならない。しかし魔獣の血や亡者の体液よりはましだ。


　上を向いて顔に雨を受けていたノクスは、言われて壺やら瓶やらを甲板に出し、雨水を受けるように置いた。そうこうするうちに雨は滝たきのような豪ごう雨うとなり、小さな船体を激しく打った。ダークロアとノクスは船底に避ひ難なんした。








　ノクスは濡れた髪をふきながら、叩きつける雨の音を聞いていた。


　揺れは思ったより少ない。神の船を打ち砕くことは、一時の雨にはできないことらしい。


　隣を見ると、水浴びをしてさっぱりした白のチュニカに着き替がえたウィルゴが、濡れた髪のまま、床にあぐらをかいて剣の手入れをしている。濡れて頭部に張りつく金の髪は、ランプの灯あかりの下、いつもより赤く見えた。


　雫しずくは、首筋を伝い服に染しみ込む。


「よいしょ」


「うわっ」


　ダークロアはウィルゴの背後に回ると、髪を両手で摑つかみ、水気を絞しぼった。振り向こうとするウィルゴを強ごう引いんに押しとどめて、肩に毛布をかけてやる。


「今日は寒いんだからね」


「……余計なお世話だ！」


「でもウィルゴちゃんほっとけないでしょ」


「ほっとけ！」


「ウィルゴちゃん……」


　ダークロアは心から悲しそうな顔で、ウィルゴを見つめ、金の髪にそっと手を伸ばした。


　ウィルゴが、座ったまま後ろに下がる。


「な、なんだよ、気持ち悪い！」


「俺様はね、ただただ、ウィルゴちゃんのことが心配なの」


　ダークロアは、ウィルゴの上にのしかかるように近づき、その手に自分の手を重ねた。


　びくりと痙けい攣れんするように震ふるえて、ウィルゴは手を引き離そうとする。ダークロアはそうはさせじと、ウィルゴの手を取り自分の胸に当てさせた。


「わかる？　俺様の心」


「下心しかないだろうが！」


「ああ、またそんな憎にくまれ口ばかり」


「真実だ！」


　そんな会話の間にも、ダークロアの顔はウィルゴの方に近づいてくる。鎖が、ちゃらと鳴った。が、剣を握り締しめようとしたウィルゴの右手は、ダークロアの左手に押さえられてしまう。


「いつもそういうオチにするつもりはないんでね」


　ダークロアが、悪戯いたずら好ずきの子供か、陰いん謀ぼう好きの老人のように、にんまりと笑った。


　ウィルゴはもがいた。ダークロアは剣士なみの力で、ウィルゴの動きを封じた。


「いやだと言って……」


　ウィルゴが迫せまりくるダークロアの腹に座ったまま蹴けりを入れるのと、ノクスがダークロアの腕を捻ひねり上げるのとはほぼ同時だった。


「いたた、ノクスちょっと痛いって」


　ダークロアはノクスに背後から左腕を捻られ、降こう参さん降参と残る右手も挙げた。ノクスはウィルゴがその場を離れるのを確認してから、ダークロアを解放した。


　ダークロアは腕をさすりながら、


「うう、ノクスぼんったら長年の相棒の俺様よりもウィルゴちゃんを取るのね」


　と嘆なげくふりをした。


　ウィルゴはむっつりと怒おこったまま、礼も言わずに睨にらむようにノクスを見た。ノクスはそっぽを向いて、樽たるのそばに座り込んだ。ウィルゴはなおもノクスを見続けた。


　もっと早く助けろ。


　ウィルゴは心の中でそう呟つぶやいてから、ノクスに頼たよっている自分に気づいて慌あわてて頭を振った。


　濡れた髪が、ぱちりと自分の頰を打った。







◇◆◇







　日々は単調に過ぎていった。櫂かいも帆ほもないのだから、船を操作することなどまったく不可能だ。ウィルゴは船はもう進むに任まかせて、ただ剣の手入れをしたり揺れる甲板上で剣を振るったりして過ごした。ミューシカは時折琴ことをつま弾びき、ダークロアは船ふな酔よいに悩なやまされ、それが軽いときにはノクスの怪け我がの具合を見ていた。


　ノクスは額の傷が開いている他に、肩に裂れつ傷しようを負っていた。肩の傷はほんの擦すり傷きずだったが、毒でも擦り込まれたように膿うんだ。毎日包帯を替えるのはダークロアがやっていたが、船酔いがひどいときにはウィルゴがやった。


「……傷だらけだなあ」


　剝むき出しの肩から背中にかけてをしげしげと眺ながめて、ウィルゴはそう言った。ノクスは咎とがめるように顔をしかめたが、ウィルゴは包帯を片手に古傷を見ている。


「傭よう兵へいだもんなあ。顔に似合わないけど」


　ふと思い出して、自分の胸むな元もとを覗のぞき込む。そこにも、小さなものから命に関かかわる大きなものまで様々な傷きず跡あとがあった。


　ウィルゴとて剣けん闘とう士しだったのだ。傷も残る。


「あら、なかなか」


　はっと気づくと、ミューシカが後ろに立って、ウィルゴの胸を覗き込んでいる。ウィルゴは顔を真っ赤にして服を押さえた。


「何見てんだよ!!」


「胸ですよ。結構あるんですねえ」


「言うな、そういうことを！」


「まあまあ、女同士ですし」


「おまえは男だ！」


　男、と言われて拗すねたのか、ミューシカは不ふ服ふくそうに鼻を鳴らした。


「あらひどい」


　そして目にも止まらぬ速さで、ウィルゴのチュニカの裾すそを摑むと、それをめくり上げた。


　ウィルゴは慌てて服を押さえるが、太ふと股ももは露あらわになってしまう。


　ノクスは目のやり場に困って、とりあえず視線を逸そらした。ダークロアは船酔いで寝転がりながらも、薄うす目めを開いて見ている。


「やめ……やめろったら！」


　ウィルゴはミューシカを殴なぐろうと拳こぶしを振り上げたが、あっさり身をかわされてしまう。葡萄ぶどう酒しゆ色の瞳が、楽しげに笑う。


「いえいえ。ダークロアさんがちょっかい出したくなるのもわかりますわ。あ、でもいつもつれない態度なのは、どなたか思い交かわした方がいらっしゃるからですか？」


「いてもいなくてもあんなのは願い下げだっ」


「ウィルゴちゃん、それひどい」


　ダークロアが小さな声で呟いたが、聞こえたのはノクスだけだった。ミューシカが何気なく言った。


「きっとウィルゴさんのお母さんも、お美しい方だったんでしょうねえ」


　その言葉に、たちまちにしてウィルゴの表情が凍こおりついた。


「うるさい！　黙れっ！」


　ウィルゴは叩きつけるように怒ど鳴なったが、その直後に泣きそうな顔になった。そして、それを隠かくすように船首に行って座り込んだ。








　そうしている間にも、船は進む。白い波は頭とうを切って、硝子ガラスの船は飛ぶように走る。ウィルゴは舷げん側そくにもたれかかって行く手を睨むように見つめていたが、人の気配を感じて顔を上げた。


　ノクスが、隣に腰を下ろしてきた。


「なんだよ」


　拒こばむような声。ノクスは頭を搔かいて、ウィルゴを見つめた。


「……」


　何か言いたげに、口が動く。でも言葉は出てこない。ノクスは悔くやしそうに端たん整せいな顔を歪ゆがめた。


　ウィルゴはそのようすを見て、少し迷ってから、口を開いた。


「……包帯、途中だったよな」


　ノクスは驚いたように目を大きく開いて、首を振った。


「出せよ」


　ウィルゴは有う無むを言わせず、服を剝はいで肩を出させた。薬はもう塗ぬってある。包帯を取り出して、くるくると巻いていく。白い包帯を見つめたまま、ウィルゴはぼそりと呟いた。


「昔、な」


　次に出た言葉を聞いた瞬間、ノクスは内心の動どう揺ようを悟さとらせないようにするのに精せい一いつ杯ぱいになった。


「結婚しろと言われたことがあった」


　沈ちん黙もくが、降りた。ウィルゴは乾いた笑みを浮かべた。


「剣なんか振り回してないで結婚しろって。おまえは女の子なんだからって……


　まあ、私の年だと当たり前なんだけどな。でもいやだった。いやな理由の一番は、母だった。母の結婚が不幸な結果に終わったから。ミューシカに突っかかったのは、そのこと思い出してさ。ああ、でも、……」


　でも、ともう一度言ってから、先を続けた。


「辛つらかったのは、シルウィルにそれを言われたからなのかな。あのひとはずうっと私を守ってくれていて……だから、私は何か返したかった。本当は私があのひとを守りたかったんだけど、剣じゃあ役に立たなくて」


　ノクスには、ほとんどの事情はわからなかった。ウィルゴもわかるように話しているつもりはないだろう。口にして、誰かに聞いてもらう。それで苦しみから幾いくらかでも解放されることを期待しているだけだ。別に悩みを相談して解決方法を示してもらいたいわけではない。ただ、聞いてほしいのだ。ノクスはそう理解した。


　ウィルゴは、ため息をつき天を仰あおいだ。


「まあ、結局は承しよう諾だくしたよ。でも交換条件出したらすっごい怒られた」


　ウィルゴは眩まぶしそうに目を細めた。太陽は出ていなかったけれど。


「シルウィルっていうひとはね、優やさしいんだ、すごく。見てて痛々しくなるほどね。でも、人を傷つけることもある仕事してて。それをやめてくれるなら、結婚でも何でもしようって、そう思ったんだ」


　ノクスは、背中でそれを聞いていた。顔を見ることができなかった。


　甘いような、切ないような、その声が、誰だか知らない男の名を呼んでいる。それだけで不快だった。顔を見て、もし懐なつかしそうな、愛いとおしそうな顔でもされていたら（そしておそらく今彼女はそんな顔をしているのだろう）、苦痛は耐たえ難がたいほどになるだろう。だから顔を見なかった。声だけを聞いていた。


「そばを離れるの、やだったけど。でも、もう他人に恨うらまれるような……命を狙ねらわれるようなことはしないって、約束してほしくてさあ。でも怒られちゃった。いい加減にしろって。たぶん、そういうふうに私に心配されるのがものすごくいやだったんだろうな。


　で、結局私はシルウィルの下もとを離れた。そばにいても何もできないってわかったから」


　再び、数呼吸の沈黙。巻かれていく包帯の擦こすれる音だけが、聞こえる。それから、再びウィルゴは口を開いた。


「別に、さ。離れたかったわけじゃあなかった。そばにいたかった。でも……なんだろうなあ。諦あきらめたわけじゃないけど。でも、もう、どうしようもなくて」


　包帯を端はしで縛しばって、手当は終わった。


「変だな、なんか余計なことまで話しちゃった。もう大丈夫。


　……話聞いてくれてありがとう。あとは一人でなんとでもするさ」


　ウィルゴは極力明るく言って、ノクスの背中を叩いた。


　振り返って──ノクスは驚きに目を見開いた。


　ウィルゴが泣いていたのだ。


「見るな」


　ウィルゴは顔を伏ふせた。ノクスは、ウィルゴを痛ましげに見つめ、それから手を伸ばし、その頰に触れた。


　皮ひ膚ふの硬い指が、ウィルゴの涙をぬぐった。


　そうされて、さらに視界が歪んだ。涙が溢あふれた。


「ああ、もうどうして涙なんか──」


　言葉は胸を衝つく痛みに飲み込まれた。


　兄であるシルウィルは、自分が殺したも同然なのだ。


　目を閉じた。涙が頰を伝って落ちるのを知っていたから、顔を伏せて膝に埋うずめた。


　硬く、温かな掌てのひらが頭を撫でていった。その感触はひどく懐かしい匂においを思い起こさせた。


　ああ、雨の匂いだ、と思った。


　雨の日は、シルウィルは寝込むことが多かった。祖母はそんな日に限ってウィルゴを叱しかった。泣きじゃくるウィルゴの頭を、シルウィルは優しく撫でた。シルウィルが泣いていることもあった。弱くて、守れなくてごめんね、と。


　それも、もう遠い思い出になってしまった。随ずい分ぶんと前から、シルウィルがそんなふうにウィルゴを甘やかすことはなくなっていたし、ウィルゴの方でもシルウィルに甘えようとはしなかった。


　肩が震えた。


（兄さん）


　もう、シルウィルの手がこうしてウィルゴを慰なぐさめてくれることもない。


　震えて、声を押し殺して泣くウィルゴを、ノクスはひどく愛おしく感じていた。


　癖くせの強い金の髪を指に絡からめる。


　自分のものだと思っているわけではない。ただ、そうしていて許されるのなら、ウィルゴがいやがらないのなら、そばにいたいと、強く思った。ウィルゴの苦しみがそれで少しでも癒いやされるなら、なおさらだ。泣きたいのなら泣けばいい。声を出したっていいのに。震える肩は思っていたよりもずっと細く、そのことが胸を締しめつけた。


　……シルウィルが誰なのか、その疑問は、ノクスをちくちくと刺さしたけれど。


「……ありがとう」


　ウィルゴは、やがて顔をふいて立ち上がった。


「なんだかすっきりした」


　そう言って笑ったが、目は充じゆう血けつして赤かった。


　ノクスが相変わらず心配そうに見上げているのに気づいて、ウィルゴは大丈夫、と頷うなずいた。


「迷惑かけたな。おまえは優しいな。優しいけど……」


　なんとなく腰に吊つるした剣に触れた。その途と端たん、なんだか無む性しようにいやな感じがした。この剣を引き抜いたことで、多くのひとが死にシルウィルもまた死んだ。罪は剣ではなく剣を抜いた自分自身にある。ただ、剣に触れると、そのときのことを生々しく思い出すのだ。


　ウィルゴは苦みを感じながら、ノクスに背を向けた。


「でも、あんまり他人のことに首を突っ込んでいると、命を落とすぞ」


　ノクスは、答えなかった。彼には声がなかったから。けれどたとえ声が出たにしても、何を言ったらいいのかわからなかった。


　ウィルゴは曇どん天てんと、その下の命を拒こばむ海を見つめていた。


（このひとは優しい。でも頼っていてはだめだ）


　異変に気づいたのは、ウィルゴが先だった。身体からだを船首から乗り出す。


　静かに、けれど重く身体に響く音。


　それは徐じよ々じよに大きくなっていく。同時に、元から速かった船足がさらに加速する。


　見はるかす彼方かなたでは、水の粒が、水面に霧きりを作っていた。


「滝たき壺つぼ……！」


　原初の産うぶ声ごえを思わせる轟とどろきが、船体を震ふるわせる。硝子ガラスの船は共鳴するように自ら音高く唸うなり、世界の深しん淵えんに滑すべり込んでいく。ウィルゴたちに止める術すべはない。辛かろうじて船底に逃のがれるだけだ。


　そして、小さな船は瀑ばく布ふを滑り滝壺の中に吸い込まれていった。








　腕をさすり、痛みはしても折れてはいないことを、ウィルゴは確認した。


　ウィルゴだけではない。力なく船室に転がってはいるが、ミューシカもダークロアもノクスも生きている。ウィルゴは起き上がると安あん堵どの吐と息いきを漏もらし、それから痛む身体を引きずって、落とし戸を押し上げにかかった。


　空の色が、少し白い。


　ウィルゴは目を細めて、今までよりは多少雲の少ない空を見上げた。水の跳はねる音を聞いて海うな原ばらを見やると、飛び魚の群の最後の一匹が、青銀色に煌きらめきながら海中に潜もぐっていくところだった。


　生き物がいる。ということは、ここまでは酸の波も届いてはいないらしい。


　自分の勢力範はん囲いである海界の海は守るのに、人間たちの住む外界の海には無関心か。ウィルゴは皮肉な笑みを口元に浮かべた。


　行く手には小さな緑の塊かたまりが見える。船はのろのろと進み、やがてその塊に接岸した。それは岩肌に緑の苔こけや海かい藻そうがへばりついた、小島だった。島の真ん中には洞どう窟くつの穴が口を開いている。


　そのころになると他の者も起きだしてきて、甲かん板ぱんに上がっていた。ダークロアは船が完全に止まる前に真っ先に飛び降りて、水を跳ね上げ岩肌に取りつくと、幸せそうに苔を撫なでた。


「ああ～～地面～～」


「……海界に着いたからとかじゃないのか、魔法使い様？」


　からかうようなウィルゴの言葉にも、ダークロアは精せい悍かんな顔を崩しきって笑って言う。


「もちろんそれも嬉しいさ。ああ、なんだかまだ揺れてる～～」


　ウィルゴもやっと船から降りられると思うと嬉しかったが、このあとに何が待ち受けているか知れない以上、素直すなおに喜ぶことはできなかった。そもそもここは本当に海界なのか？　ただの苔の生えた岩場ではないか。


「ウィルゴさん」


「なんだ？」


　ミューシカの葡萄ぶどう酒しゆ色の瞳が、ウィルゴを見つめた。


　紫色の虹こう彩さいが、黒い瞳どう孔こうの周りをぐるぐると回っているように見えた。その渦うずの中に引き込まれそうになりながら、ウィルゴはミューシカに視線を返した。


　ミューシカは何の前置きもなく言った。


「焼ける水がすべてを剝はぎ取り、人の心の奥底に沈んでいたものをさらけ出す──」


「はあ？」


「酸の海は特にそれが顕けん著ちよです。けれど海というのは本来そういうところなのです。これから海界に行き、あなたは自分自身と向き合うことになるでしょう。わたくしたちとて、その際に常にあなたの力になれるわけではありません。


　それでも、あなたは進むことをやめないのですね？」


「……何言ってんだよ」


　呆あきれてそっぽを向いたウィルゴの顔を両手で包み込み、ミューシカは自分の方に向かせて言った。


「答えてください、ウィルゴさん」


　ウィルゴは顔を包み込む手を振り払い、ミューシカを睨みつけて言った。


「何があろうとやめない。これで満足か？」


「それはよろしゅうございました」


　その表情に影を添そえているものが悲しみであることに、ウィルゴはそのとき気づいていなかった。ミューシカはちらりと笑みを見せると、船を降りていった。


「まったく、なんだよいきなり……」


　一つ嘆たん息そくして、気分を入れ替える。ウィルゴは慎しん重ちように、小島への一歩を踏ふみ出した。


　唐とう突とつに、耳をつんざく不協和音が響き渡った。


「な……」


　ウィルゴは背後から聞こえた異様な音に驚いて、振り向いた。泣き女の絶叫のような音だ。


　音は船体から発せられていた。船はまだ、途と切ぎれ途切れに泣いている。その船腹に、ウィルゴの身長の倍ほどもある長い槍やりが突き刺さっていた。そしてその槍の石いし突づきに、器用に腰を下ろしているのは、黒髪の美女。


「ミ……」


　ウィルゴの喉が震える。鎖が鳴ったかと思うと、次の瞬間には剣はもうウィルゴの手の中。


「ミラああああ!!」


「あははははははは！　また会ったわねえ！」


　ミラは漆黒の髪をなびかせ石突きから飛ぶと、ウィルゴとノクスの間に降り立った。ウィルゴはそれ以上ミラに喋しやべらせず、剣を突き出した。ミラは悠ゆう々ゆうとかわし、婉えん然ぜんと微笑ほほえむ。


「うふふふふ、ここまで来てくれてありがとう」


　ウィルゴはさらに突きを繰り出し、ミラはそれを細身の短剣で受け止める。握りを鱗うろこ状の金属片で覆おおわれた、精せい緻ちな細工の施ほどこされた短剣だ。互たがいの顔が迫せまる。嚙みつかんばかりにウィルゴは怒鳴った。


「どういうことだ！」


「陛下がお待ちよ。海を統すべる月の君がね」


「!?」


　澄すんだ音を残して、剣と剣とが離れた。ミラは大きく後ろに飛んで、剣を抜いたまま間合いを計っていたノクスの背後に立った。


「だから、他の人たちにはここでご退場願うわ」


　ミラの短剣が閃ひらめく。ノクスは振り向きざまに剣で横よこ殴なぐりに薙なぐ。しかし、剣が斬り裂いたのは、赤い紗しやだ。ノクスの一撃を読んでいたミラは、軽かろやかに飛んで空中で一回転したかと思うと、さらに背後を取っていた。ダークロアもウィルゴも間に合わない。


「ノクス！」


　ウィルゴは一瞬視界が真っ赤に染まった気がした。それは現実ではなく、焦しよう燥そうが見せた幻げん影えいに過ぎなかったが。


　ミラの刃は指一本で押しとどめられていた。


　ノクスとミラの間にミューシカがいた。ミラの短剣を止めたのは、ミューシカの琴こと弾ひく指だ。ミューシカは竪たて琴ごとを小こ脇わきに抱えたいつもの格好で、ミラと相あい対たいしていた。ノクスは素早くその場から逃のがれる。ミラは忌いま々いましげにミューシカを睨みつけている。対するミューシカはその視線を涼すずやかに受け流す。


　剣を構え直すウィルゴに、ミューシカはいつになく強い調子で言った。


「お行きなさい、洞窟の中へ。海界の神々を統べる海王はそこにいます！　彼に……会って！」


「しかしこいつは……」


「行けと言った！」


　瞬間、ミューシカの身体から光が溢あふれ出たように見えた。爆ばく発はつ的な光が、肉体という器うつわを破って溢れ出すように。ウィルゴにはミューシカの背中しか見えなかった。その背は大きく、まっすぐで、どんな大風にも決して屈くつすることのない杉すぎの巨きよ木ぼくのようにも見えた。ウィルゴは出かかった言葉を唾つばと一緒に飲み込み、きびすを翻ひるがえして島の中央に開いた穴に駆かけだした。ノクスとダークロアもそれに続く。


　闇やみに消えゆくウィルゴの背に、ミラは刃物のような言葉を投げつけた。


「娘！　おまえはわらわを憎にくむが、罪はおまえにあるんだよ！


　わらわは知っている、なんだって知っているのさ！」








「では始めるか」


　ミューシカは口の端だけで薄く笑った。すでに裏声ではなく、凄すご味みのきいた男の声だ。


「……」


　ミラは黙って剣を捨てた。ミューシカを睨みつけるぬばたまの瞳はそのままに、変異が始まる。下半身が膨ふくらみ、伸しん縮しゆくを繰り返してのたうつ。赤の紗と黒の絹はまだらに輝く鱗になる。できあがったのは、下半身のみ大だい蛇じやの美女。尾おは水中に没ぼつし、その長さを測ることはできない。赤い唇くちびるの間から、細く先の分かれた舌がちろちろと覗のぞく。


「その姿の方がお似合いだ」


　ミューシカはそう言うと、ぶるりと頭を振るった。葡萄酒色の髪が伸び、緑の苔の絨じゆう毯たんの上を這はう。肌が透すけて光を放つ。つむじ風が起こり、紫と白の装しよう束ぞくを巻き上げる。葡萄酒色の髪が一筋宙に浮いたかと思うと、それは鋼鉄の槍と化して半蛇となったミラを狙ねらう。同時にミラの尾は海水を跳ね上げミューシカの背後を突く。


「ははっ！　楽しませてくれよ、この海うみ蛇へびが！」


　ミューシカは歓かん喜きの声を上げた。その声すらも琴の音のように美しく響いた。




四章　追つい憶おくの淵ふち







　洞どう窟くつはずっと下っていた。ウィルゴは真っ暗闇を予想していたが、壁かべにも天てん井じようにもほんのり光る光ひかり苔ごけがついているおかげで、意外と明るい。通路は狭せまく、ダークロアを先頭に、ウィルゴ、ノクスと一列に続いて下った。


　苔はやがて消え、岩がん壁ぺきが剝むき出しになった。だが明るさは変わらない。むしろ光量を増したようにも思える。岩自体が内側から透けて光を放っているのだ。壁も天井も床ゆかも、淡あわい珊さん瑚ご色に透けている。もしかしたら本物の珊瑚かもしれない。ウィルゴは壁に手を当て進んでいたが、その手のそばを銀色に輝く巨きよ体たいが通っていったので、あやうく足を踏ふみ外すところだった。エイだ。しかし壁一枚を距へだてている。海の中が透けて見えるのだ。


「すごい……」


　ウィルゴは思わず声を上げた。ダークロアが鼻で笑う。


「こんなもんで驚くなよ。ここは本物だ。本物の神々の国だ」


　ダークロアの目が、昂こう揚ようした気分が表面に浮かんできたように、一いつ瞬しゆん光って、消えた。それはただ壁の光を反射しただけだったのかもしれなかったが、ウィルゴはなんとなく気になった。


「あ」


　今度は、顔に水すい滴てきがかかってきた。だが、ただの海水ではない。見上げると、金色の液体が天井を走っていた。ダークロアに促うながされちょっと舐なめてみると、甘い。蜜みつだ。


「それだけじゃない。こっちもだ」


　ダークロアの指さす壁面を、乳白色の流れが滑すべり落ちている。乳の川だ。その流れ落ちる先には海かい藻そうが空中を泳ぐように揺ゆれ、こんもり茂しげった海藻の間には、小魚の群すらあった。


　立ち竦すくむウィルゴの頰ほおを、ぬるりと冷たいものが通り過ぎていく。赤と青の二匹の小さな魚だ。魚は、ウィルゴの周囲を幾いくたびか回ると、すうっと奥の方に消えていった。


「……水中じゃないよな」


「ここはもう海界なんだよ。地上の道どう理りは通用しない」


　ダークロアが、魅みせられたように周囲を見回しながら言った。ウィルゴは唇を突き出した。


「ここまで来られて本ほん望もうか？」


「ああ。だがまだだ。さあ、いくぞ。ミューシカが時間を稼かせいでいるうちに」


「……」


　ウィルゴにはミューシカが敵なのか味方なのか、いまだ判断できなかった。結局ミューシカの言うことを聞きいてしまったのが、なんとなく気に食わなかった。むくれていると、やんわり背中を叩たたかれた。ノクスだ。ウィルゴは振り向かず、歩みを進めた。


　こんな状じよう況きようなのに、掌てのひらの温ぬくもりに落ち着く自分がいやだった。


　ずんずん進むウィルゴのあとを、ノクスは慌あわてて追った。








　通路は、小さな滝たきの流れ落ちる岩壁で終わっていた。赤と青の魚は、その前の空中に浮いている。


「……脇わき道みちなかったよな」


「なかった。大丈夫だ、たぶんこれが……」


　ダークロアの言葉が終わる前に、一いつ切さいの光が消えた。


「!?」


「大丈夫だ、落ち着け！」


　周囲は完全な暗闇に包まれた。冷たい感かん触しよくを残し指先を通り過ぎていったのは、先さき程ほど見た原色の魚だろうか。


　ただ、目の前の滝の降り注ぐ音しか聞こえない。ダークロアが声をひそめて言った。


「聞いたことがある。海界の入り口に立った死者はまず己おのれの過去を……」


　女性の声がせせらぎのように響いた。


「私は鏡。私は過去を映す水鏡」


「私は鏡。私は未来を映す水鏡」


　声は一方は低く、一方は高く。だが二つの声は混じり合い、どちらがどちらの声なのか判然としない。ほとんど同時に喋しやべっているようにすら聞こえる。


「現在はどこへ行ったの姉様」


「現在はここにはいないのよ妹」


「現在はどこへ行ったの姉様」


「現在は地上にいるのよ。地上にしかいない」


「私は過去」


「私は未来」


「人は海の胎はらから生まれ、地上で天の腕によって育はぐくまれ刈かり取られ、また海に帰る」


「だからここには過去と未来。現在はここにはない。それは地上に行ってしまった」


　そして、始まったときと同様、声は唐とう突とつに止やんだ。


　最初に見えたのは、滝から跳はねる水滴の一ひと粒つぶが、きらりきらと輝くさま。それはすぐに幾百、幾千、幾万もの輝きとなって、まばゆいばかりの光で空間を埋うめ尽つくす。


　気づいたときには、そこは落ち着いた調度の一室だった。


「何……？」


　ウィルゴの唇からおびえとも怒いかりともつかない声が漏もれる。


　目の前には、貴き人じんの部屋と思われる寝しん室しつが広がっていた。


　ウィルゴはこの部屋を知っていた。だが、この視点は、いつものものよりはるかに高い。


　寝台に横たわるのは、一人の男。青白い顔に生気は感じられず、瞼まぶたは固く閉とざされている。月の光を思わせる淡い色の金髪は短く刈かり込まれ、同じ色の眉まゆは凛り々りしい線を描えがくが、その眉根は苦しそうに寄せられている。彼が実じつ年ねん齢れいよりも老ふけて見えることを、ウィルゴは知っていた。瞼の下には海の青緑が隠かくされているのだということも。


　これは──なんだ？


　寝台の傍かたわらには、赤みがかった金の髪の女が一人。見間違えるはずもない、自分だ。


　眼下のウィルゴは、震ふるえる指先で、男の二の腕をそっと撫なでた。そこには小さな切り傷が、どす黒く膨ふくれ上がっている。毒を使われたのだ。


　その光景を見下ろしながら、ウィルゴは思った。覚えている。この光景は、よく知っている。これは過去だ。あの、忌いまわしい約定の交かわされた──







◇◆◇







　遠くで猫ねこが鳴いている。シルウィルが飼っているのだ。小さい頃から動物が好きで、優やさしい気き性しようの人だった。


　それが、元老院議員となってこの若さで暗殺されるなど、ウィルゴは夢にも思わなかった。


　いいや、まだ死んだわけではない──死んだも同然と、巷ちまたでは囁ささやかれているが。


　毒は、シルウィルを深い眠りに誘いざなった。やがて、死は確実に訪おとずれるだろう。


　シルウィルが倒れたと聞いて、ウィルゴは帰ってきた。そして、寝台の上声もなく横たわるシルウィルを見た。


　ウィルゴは、きつく、唇を嚙かんだ。


　優しいひとだったのだ。本当に。誰も何も傷つけたがらない、そんなひとだった。


　けれど、そんなふうに生きられるはずがないのだ──誰も傷つけずに生きるなど。特に、高位の地位に就つき、政治と権力の中で生きる者が、そんなふうに生きられるはずがない。


　だから、こうして暗殺者の毒にかかってしまったのだ。


　シルウィルだって注意を怠おこたったりはしなかったろう。それでも、防ふせぎきれなかったのだ。


　自分がそばについて身を守っていれば、こうはならなかっただろうか……いや、どうせウィルゴとて四六時中見張っていられるわけではない。ふとした隙すきをつかれて、結局同じ運命を辿たどっただろう。


　それでも、悔くやしかった。シルウィルのそばにいないことを選んでしまった自分が、どうしようもなくばかだと思えた。守ると誓ちかったのに。絶対に守ると、そのために力を手にいれようと剣を習ったはずなのに。なのに、その肝かん心じんのときに兄のそばにいないなんて。


　ウィルゴの口中に血の味が滲にじんだ。あまりに強く嚙かんだため、歯が唇の皮を破ったのだ。


　寝台に横たわる兄を見ているうちに、ウィルゴは自分が家を出たころのことを思い出していた。
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　シルウィルは書しよ斎さいの椅い子すに座って、読んでいた本を傍らに置くと、ウィルゴを見やった。


「どうした？」


　ウィルゴはシルウィルを見つめていた。なんと切り出したらいいか、わからなかった。


「何かまずいことでも起こったか？」


「ううん、そうじゃない」


　ウィルゴは首を振って、黙り込んだ。シルウィルはその沈黙に辛しん抱ぼう強く付き合って、腕を組んでウィルゴを見つめていた。


　あのね、とウィルゴは言った。


「結婚、してもいいかなって」


　ウィルゴの口から出た言葉に、シルウィルは驚き、口を半開きにしてぽかんとウィルゴを見つめた。それから、やっと笑顔を浮かべて確認した。


「……本当か？」


　シルウィルの笑顔が、ウィルゴには喜びだった。けれど、本題はここからなのだ。


「うん。でも、お願いがあるの」


「なんだ？　ああ、結婚衣装ならとびきりのを作ってやろう。それとも結婚相手か？　いい男がいるんだ、大丈夫、きっとおまえも気に入る」


　シルウィルは嬉しそうにそう言った。ウィルゴは罪悪感を覚えながら、『条件』を言った。


「政治から離れて。そしたら、私も結婚する」


　シルウィルは、何をばかなことをと言いかけて、ウィルゴが真剣であることに気づいた。


「もう、いやなの。シルウィルだってあんなどろどろした血なまぐさい世界に関かかわりたくなんかないでしょう？　ねえ、静かに暮らしてよ。そうしたら、私も結婚でもなんでもするか……」


　シルウィルの笑顔が凍こおった。す、と海色の目を細める。


「……私を諭さとすつもりか？」


「兄さん！」


　ウィルゴがそう叫んだ途と端たん、シルウィルが椅子を蹴け飛とばして立ち上がった。


　手を振り上げたシルウィルは、けれどそれでウィルゴの頰を叩くことはなく、握にぎり締しめて下に下ろした。本気で怒っているように見えた。白い顔には僅わずかに朱しゆが差し、きつく眉根を寄せて、ウィルゴを見下ろしていた。そして絞しぼり出すような声で、いい加減にしろ、と一言言ったのだ。


　兄への憧どう憬けいと反発が絡からまりあって、自分の感情を持て余したウィルゴは部屋を飛び出した。それでもその後、幾度か説得を試こころみたが、折り合うことはなく、結局ウィルゴは家を出た。
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　ウィルゴは首を振って苦い追つい想そうを振り払い、寝台に横たわる現実のシルウィルに意識を戻した。


　シルウィルはウィルゴが自分のために結婚を承しよう諾だくするなど、そんな状じよう況きようは絶対にいやだったのだろう。ウィルゴのことは散々心配するくせに、自分自身のことをウィルゴが心配するのはいやだったのだ。ウィルゴはそんな兄をずるいと思った。


　幼いころ見慣れていた兄の笑顔を見る機会は、年を経へるごとにめっきり減った。時たま見せる笑顔は本当に優しかったけれど、どこか陰かげりも潜ひそんでいたのを、ウィルゴは見過ごさなかった。


　ウィルゴは、年々影を濃こくしていくシルウィルの笑顔を、守りたかったのだ。


「シルウィル……」


　兄の名を呟くウィルゴの耳元に、吐と息いきが吹きかけられた。鳥肌が立った。素す早ばやく振り向く。そこに、女の顔があった。真っ赤な唇から、やけに長い舌が伸びる。


「な、何者……」


「わらわはミラ」


　蛇へびのように、ミラと名乗った女は舌なめずりをした。


「ねえ、ウィルゴ。この男を助けたい？」


「!?　貴様はいったい……」


「わらわは神の一柱。もう一度だけ聞くわ、この男を助けたい？」


　猫の鳴き声と、ミラの舌が唇を舐なめる濡ぬれた音が、盛さかんに耳に入ってくる。小さな音のはずなのに、妙みようにうるさい。


　ミラの瞳は漆しつ黒こく。インクに使う煤すすよりも、なお黒いのではないかと思われた。ウィルゴは鼓動がいつもより速くなるのを感じた。頭のどこかで警けい鐘しようが鳴っていた。これは魔ま性しようの者だと。


　それでも、ウィルゴは気がつくと頷うなずいていた。


「助け、たい」


　声は小さい。ミラの顔が近づく。唇が、重なる。柔やわらかな感触と肉の味に、ウィルゴは驚いてミラを突き飛ばした。ミラは尻しり餅もちをつきながら、高らかに笑う。


「あははははははは！　うぶだねえ、気に入ったよ、娘」


　艶つやっぽい微笑ほほえみを浮かべ、ミラは言った。


「でも、一つだけ条件がある。それを満たせば、わらわがおまえの願いを叶かなえてやろう」


　蛇だ。この女は蛇だ。猫をけしかけてやろうか。ウィルゴは肩で息をしながらそう思った。が、口では反対のことを言っていた。


「なんだ……条件とは」


「その男のために、奴ど隷れいになる気はあるかい？」


「……何？」


「剣けん闘とう士しだよ。剣闘士になって、闘技場の真ん中に突き刺さっている剣を抜くのさ。あの剣のことは知っているだろう？　有名だものな」


　女はそのまま床の上に長々と寝そべった。蠱こ惑わく的な視線でウィルゴを見上げる。


「簡単だろう？　それでおまえのシルウィルを助けてやろう」


「闘技場の……剣？」


　ウィルゴも噂うわさに聞いたことはあった。闘技場の真ん中に突き刺さった一振りの剣は、神とその血に連つらなる者にしか抜けないという伝説の剣だった。


「……あれは誰にも抜けないという話だ」


「抜けるとも、おまえはおまえの父親を知らないだけさ」


　ウィルゴとシルウィルの母は同じだが、父は違ちがう。


　ウィルゴは不ふ義ぎの子であり、それがゆえに母は嫁とつぎ先を追い出されたのだ。母は実家に帰ってウィルゴを生み、すぐに亡くなったのだという。祖母は自分の人生がうまくいかなかったのを娘と孫娘のせいだと見なし、残された孫娘をいびり倒たおした。


　父のことは、ウィルゴはできるだけ考えないようにしていた。それが元で祖母に辛つらく当たられたし、何よりウィルゴの父が母に手を出さなければ、シルウィルは彼自身の両親と暮らせたのだ。……ウィルゴが生まれることもなかっただろうが。


　だから、ウィルゴはその言葉に期待や興味より嫌けん悪お感を剝むき出しにして言った。


「……ばかにしているのか」


「まさか！　ただ、試ためしてみないか、と言ってるのさ。あの剣は誰にも抜けない、でもおまえになら抜けるかもねえ」


「ばかな……」


　笑い飛ばそうとしたら、目の前で寝転がっていたはずのミラの声が、耳元で聞こえた。


「ねえ、おまえの望みはなあに？　それをよおく考えてごらん……」


　耳を、長くて赤い舌がぺろりと一ひと舐なめしていった。ウィルゴが振り向いたときには、すでにミラの姿はなかった。部屋の中にはただ、ウィルゴと兄シルウィルの二人きり。ウィルゴには今起こったことが一時の白昼夢にも思えたが、耳に手を当てると、ミラの舌の濡れた感触が残っていた。ウィルゴは唾つばを飲み込み、シルウィルを見つめた。シルウィルの顔はただ白く、胸は弱々しく上下するばかりだ。


（望み、だと？）


　シルウィルを助けることだ。決まっている。守ると誓ちかったのだ。ウィルゴは、ひょっとしたら、今このときのために自分は剣を習ってきたのだろうかと思った。今までは剣の振るいどころもなく、つまりシルウィルを守ることもできなかった──今度は違う。そう思った。


　あれがたとえ魔性の者であろうとも、シルウィルを助けることができるのなら、幾らでもすがろうと思った。魂たましいがほしいのならくれてやる、そんなものはいらない。意地も何ももういらない。ただ、シルウィルを助けたかった。剣闘士？　なってやろう。


　シルウィルの言葉を思い出す。柔らかな声こわ音ね。


『兄ちゃんは、おまえの幸せを、ずっと祈っているからね』


　瞼まぶたの裏にしっかりと、兄の笑顔を焼きつけた。


　シルウィルを助けるのだ。今度こそ絶対に。


　ウィルゴは、決然と顔を上げた。そして部屋を出た。


　扉とびらが閉まるか閉まらないかのうちに、ミラがシルウィルの枕元に忽こつ然ぜんと現れた。シルウィルの顔をじっと見つめると、満足そうに微笑んで、固く閉じられたままの瞼の上に舌を這はわせる。シルウィルが目覚める気配はない。ミラはころころと笑い、長い爪つめで愛おしげにシルウィルの額を撫でた。


「ほほ、ほほほほほ……」
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「やめろ、見るなあっ！」


　ウィルゴの拳が水鏡を打ち砕いた。流れる滝に映し出されていた映像は、幾万幾億の、水滴となって散った。ノクスは動けず、ダークロアは声もなかった。ただ気まずさとあと味の悪さが残った。


　ウィルゴの耳元に、冷たくとがったものが触ふれる。爪だ。


　それから、生ぬるい、吐息。


「何をやめてほしいの？　これはおまえの過去、おまえの罪」


　星の魔女。そそのかす者。蛇。


「知ってるよ、ウィルゴ。おまえが剣を抜いたんだ。そのおかげで、世界が滅ほろぶんだよ。そう、もう大勢の人間が死んでしまったのさ。おまえがあの男を助けようとしたからさ。小さな赤ん坊も働き盛りの男どもも、みんなみんな死んだのさ。それもすべてお前の望みのせい……。


　ほら、ね。おまえはとっても汚い女なのさ」


　光の射ささない中、ミラの白い顔だけがぼんやり浮かび上がって、消えた。ウィルゴは手を伸ばし、あざ笑う顔を摑つかもうとした。しかしその指が触れたのは星の輝く黒髪ではなく、滝の流れだった。


「!?」


　あるはずの岩壁はいつの間にやら消え、ウィルゴは体勢を崩して前のめりに倒れ込んだ。視界は暗転し、空中に投げ出された身体からだは奇妙な浮ふ遊ゆう感かんを覚えた。
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「つ……」


　ダークロアが頭をさすりながら辺りを見回すと、そこは薄ぼんやりとした光で包まれた、珊さん瑚ご色の空間だった。今まで通ってきた通路と、あまり代わり映ばえがしない。こちらの方が平らで、幾分広かったが。


　水鏡に映った映像を見て激げつ昂こうしたウィルゴを押さえようと手を伸ばしたら、引きずられて滝の向こうに落ちてしまったのだ。より正確に言うと、ウィルゴを止めようと手を伸ばしたノクスを支えようとして、体勢を崩したのだが。


「で、どこだよここは……」


　周囲のようすからまだ海界の中であることはわかるが、他の二人の姿が見えない。


　伝承によると、海界に至った死者はまず水鏡に一生を映し出されて、罪を暴あばかれる。水とは空から大地を経て海に注ぐものであるがゆえに、地上で起こったことすべてを見ているのだ。死者は映し出された罪に応じて地じ獄ごくに落とされたり地上に転てん生せいさせられたり、神々のそば仕えとして使し役えきされたりするらしい。ときには無となって消しよう滅めつする者もあるという。最悪の罪人は酸の海に落とされて罪が浄じよう化かされるまで焼かれ続けることになると言うが、酸の海が地上に出現した今となってはどうなっているのかわからない。


　ここが地獄か？　ダークロアは首を捻ひねり、立ち上がった。


「？　誰だ」


　光の届かぬ闇から人の足音が近づいてくる。ダークロアは杖つえを構えた。神の名を小さく呟く。


「そのような低てい俗ぞくな神がわらわにかなうか！」


　口調は激しいが、語気には覇は気きがない。光の中に現れたミラは、衣ころもは破け、白い肌に真っ赤な血を流していた。それでも誘うような、唇の笑みは消さない。


　滝を越こえてここに落ちたのは──そして他の二人と離はなれ離ばなれになってしまったのは、こいつの魔力か？　ダークロアはミラを注意深く睨ねめつけた。


「満まん身しん創そう痍い、だな」


　ダークロアの言葉にも、余よ裕ゆうを保もったまま、ミラは言った。


「それでも、おまえにわらわは殺せぬ」


「へえ？　どうしてそう思うんだ？」


　そこでミラは、にいやりと笑った。赤い唇が、それ自体一個の生命であるかのように、不気味に歪んだ。


「わらわが、おまえの望みを知っているからだ」


　指を鳴らす。ミラの傍かたわらに、一人の女性が現れた。


　ダークロアの目が見開かれる。ほっそりとした、まだ若い女だ。女はこちらが見えていないようで、あちらこちらと不安げに見回している。ダークロアは駆け寄り、女に触れようとした。しかし、できない。硬い、目に見えない壁が女の身体の周り四方八方を取り巻いている。ダークロアは握り締めた拳で透明な壁を打った。


「知っているよ、可愛かわいい子だねえ……この子に会いたかったのだろう？　いいや、もっと進んで、この子を生き返らせたかった。そうだろう？」


　ダークロアは俯うつむき、その場にくずおれた。嚙かみ締めた唇から、赤い雫しずくが一滴、二滴と滴したたり落ちる。ミラは屈かがみ込むと、その血を指先ですくい、長い舌で舐めた。


「ずいぶん長いこと彷徨さまよったのだねえ。この地上を、何年…何十年……海界に至り、愛しいこの子を連れ戻す術すべを探して。ふふ……あははっははははははは！」


　ミラは身をのけぞらせて笑った。ダークロアは震える拳を握り締め、目を閉じた。ミラの言いたいことが、ダークロアには手に取るようにわかった。ミラと自分に対する焼けつくような憎ぞう悪おを飲み込み、次に目を開いたときには、彼はすでに決断を終えていた。


「言え。交こう換かん条件は何だ」


「うふふふふ。いいよ、これは契けい約やくだ。わらわはおまえに生きたこの娘をくれてやる。その代わり、おまえは」


　ミラは言葉を切った。ダークロアの精せい悍かんな顔には、いつものふざけた表情はない。ミラの舌がその唇の上を這っても、ダークロアは微び動どうだにしない。ミラはダークロアの耳に自らの唇を寄せ、恋人に睦むつ言ごとを言うように囁ささやいた。


「おまえの相棒を殺せ。あれは、花嫁にいらぬ者だ」


　その言葉を聞いてもなお、ダークロアの表情が変わることはなく、彼はただ静かに頷いた。
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　甘い蜂はち蜜みつと、窓辺に揺ゆれる香こう草そう。


　少年の自分は、毎日泣いて暮らす彼女を慰なぐさめようと手を尽つくした。


　彼女の好きな甘い蜜酒。城の中庭で手た折おった香草は、窓辺に吊つるす。一いつ緒しよに吊された鈴すずがからからと鳴るたびに、青い匂いが部屋中に広がった。


　息むす子こより五つ年上の新にい妻づまに、父はさほど熱心には通わなかった。当時彼女は王の妻たちの末席に連なる第十夫人に過ぎなく、精神的にも肉体的にも、あまりに子どもだった。


　ありがとう──


　蜜酒を渡すと、彼女は儚はかなげに笑ってそう言った。


　淡あわい、雪のようなひとだった。


　触れたら溶とけて消えてしまいそうな──


　彼女の声を聞いていたかった。彼女に微笑ほほえんでほしかった。


　そばにいるだけで、自分の頰が熱くなるのがわかった。顔を赤らめる年下の少年を、彼女はどう思っていたのだろうか。


　……事情が変わったのは、輿こし入いれから二年あまり経たって、彼女が父の子をはらんだころからだった。


　彼女は前より明るく話すようになった。よく笑うようになった。


　それは嬉しかった。けれど、笑顔の裏で彼女が何を考えているのか、彼にはぼんやりとわかっていた。


　父には、息子は彼一人しかいなかった。正妃であった彼の母はすでになく、その座は空席のままだった。


　……やがて、彼女は子どもを生んだ。男の子だった。


　そのころから、彼の教育係や剣の師しし匠ようは、彼に彼女の部屋に近づくなと言うようになった。


　理由は聞かなかった。わかっていたからだ。


　もっとあけすけに、彼女から与あたえられるものを口に入れるなと言われたこともあった。


　……それでも、彼はある日、彼女に勧すすめられるままに、杯さかずきの中身を飲み干した。


　彼女は、彼が見た中で一番嬉しそうな笑みを浮かべていた。


　そして彼は声を失った。







＊




　


　夢の余よ韻いんは、冷たい床の感触によって消し飛んだ。


　背中に、掌てのひらに、滑なめらかで硬い床の感触がある。腕を伸ばすが、その腕も見えない。ノクスは、どことも知れぬ暗闇の中に、一人転がっていた。


　両手で顔を覆おおった。いやな汗あせをかいていた。その場に身を起こすが、しばらくは不快感から立ち上がるのも億おつ劫くうになっていた。


　その間に、今までの状況を思い返す。何な故ぜ、一人でこんなところに寝ていたのか──


　ウィルゴに手を伸ばそうとして、摑みそこなったのだ。転ぶと地面がなくて、そのまま下に落ちていった。ノクスは剣と鎧よろいを確認した。滝たき壺つぼの中に落ちたにしては服が濡れていない。


　辺りを見回すと、離れたところに小さな光が見えた。太陽のような、温ぬくもりに溢あふれた金色の光だ。ノクスは立ち上がると、惹ひかれるようにそちらに歩きだした。


　光源は、ウィルゴの金の髪だった。呼吸するように瞬またたいている。


　穏おだやかな光に照らされたウィルゴは、人間離れした、神しん性せいとでも言うべきものを放っていた。


　ノクスは思わず息を飲んだ。触れてはならないような荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きすら漂ただよわせる彼女に一瞬たじろいだ。が、その瞬間彼女の頰が濡れていることに気づいて、躊ちゆう躇ちよする思いを振り払ってウィルゴを抱かかえ起こした。すると、光は役割を果たし終えたかのように、すうっと薄れて消えてしまった。


　一体なんだったのだろう、とは思ったが、今はウィルゴの無事を確かめる方が先だ。ノクスはウィルゴの身体を優しく揺さぶった。ウィルゴは小さな声を上げて、ノクスの腕の中で動き、そして急に現状を認識したのか、飛び起きてノクスを突き飛ばした。


「誰だ！」


　闇の中でウィルゴの声が飛ぶ。ノクスには答えられない。しゃらり、と鎖くさりが鳴った。


　手て探さぐりで、ノクスはウィルゴに手を伸ばした。ウィルゴはノクスの指が腕に触れびくりと身を震わせたが、すぐに緊きん張ちようを緩ゆるめた。


「なんだ、ノクスか……」


　ノクスはよくわかったな、と少なからず驚いた。それを察してか、ウィルゴは言った。


「おまえの手、硬いんだよ。剣だこあって」


　ああ、と納なつ得とくしてから、ノクスはウィルゴが先さき程ほど泣いていたことを思い出した。


　ノクスは腕から肩を伝って頰へと手を伸ばした。ウィルゴは慌あわてた。いったいいきなりなんなんだ、と思ったが、ノクスの指が頰に触れて、理解した。


　自分はまた泣いていたのだ。


　ウィルゴは自分自身に呆あきれて、嘆たん息そくした。


　ミラの言葉に肺はい腑ふをえぐられた。それはミラの言うことが事実をついているからだ。悔くやしくてなのか痛くてなのかわからなかったが、ウィルゴの頰は濡れていた。


　ノクスの指は頰から耳、髪へとなぞっていく。そうされるとまたどうしようもなく涙が溢れてきて、ウィルゴは当とう惑わくした。シルウィルのことを思い出す。


（たぶん、別の道だってあったんだろうな）


　ウィルゴだって妹としてシルウィルのそばについて、優しく、穏やかに、兄の心を癒いやすことだってできたかもしれない。


（でも、そうしなかった……）


　ノクスの手が髪を梳すくように撫でる。指先が首筋に触れる。


　ノクスの温ぬくもりを感じる。暗闇の中だけれど、すぐそばに彼がいるとわかる。


　でも、甘えてばかりはいられない。


（泣きやめ）


　ウィルゴは唇を嚙んだ。泣きやんで、平気だと言おう。息を吸って、吐はけ。それだけのことだ。早くしろ。


　涙を飲み込んで、ウィルゴは首を振った。


「もう、いい。平気だ」


　声は震えていなかった。それでも離そうとしないノクスの手を、ウィルゴは振り払った。


「やめろ。もう、充じゆう分ぶんだろう」


　それ以上言うなと心が止めた。でも止まらなかった。


「おまえだって、あれを見たんだろう！　私が自分の望みのために剣を抜いたんだ、世界がああなってしまったのは、私がミラにそそのかされて剣を抜いたからなんだ」


　それがウィルゴの罪だった。


　ウィルゴは、自らが解放してしまった酸の海を封ふうじるために、ここまで来た。そうすることで罪を償つぐなったことになるのかどうかはわからない。ただ、自分のしたことには自分で決着を付けなければならないと思った。酸の海が再び封じられたところで、失われた命が戻ってくるわけではない。それでも、地上がいつまでも酸の波の下になっているよりはましだ。


　そう思った。だから、今ここにいる。


　ノクスはウィルゴに手を伸ばした。肩に触れた。必死で抱き寄せた。ウィルゴはそれを拒こばみ、腕を振り回した。


「私は……私はシルウィルを助けたかった。そのためならなんだってした、その結果がこれだ！　私はおまえみたいにお綺き麗れいな人間じゃないっ、おまえとは違うんだよ！」


　ノクスは純じゆん粋すいだとウィルゴは思った。ノクスは世界を救いたいから同行したのだ。ウィルゴは違う。世界を破滅に追い込んだのは、ウィルゴなのだ。


　違いすぎてまるで別の生き物のようなのに、どうしても頼たよってしまう。それではいけないのに。


　ウィルゴは抵てい抗こうをやめた。ノクスは急におとなしくなった彼女の頼りなげな身体からだを抱き寄せ、暗闇の中で軽く抱き締めた。子どもにするように、背中を撫でた。


　その掌が、さらに涙を引き出した。


　ウィルゴはまるで幼い日に戻ってしまったかのような錯さつ覚かくを覚えた。完全な暗闇が、それを助じよち長ようし、不安をかき立てていた。


　守られてばかりの過去を、ウィルゴはどうしても忘れられなかった。頼って、守られて、それではシルウィルとの関係と変わらないではないか。そんなのはもうごめんだった。


　嫌きらわれたかった。拒きよ絶ぜつされたかった。おまえが悪いと責め立てられた方がましだった。手を差し伸べられ、優しくなどされたら、自分を支えていた最後の意地が、溶けて消えていってしまいそうだった。一人で立てなくなりそうだった。


　強がって、虚きよ勢せいを張って、なんとか生きてきたのに、それすらできなくなりそうだった。


「……お願いだ。私にもう構わないでくれ」


　はっきりとした拒絶の言葉が、ノクスの胸を衝ついた。


　罪など、彼女が今世界を救おうと思っているのなら、それでいいとノクスは思う。彼女の力になって、助けたいとも、思っている。


　ただ、ノクスにはシルウィルがウィルゴにとってどういう存在なのかわからなかった。


　肉親かもしれない。けれど確証はない。


　結婚しろと言われて衝しよう撃げきを受けたのは、その人物が特別な──大切な、相手だから？


　何も、わからない。ただ、一つだけ、わかったことはある。


　ウィルゴは、彼のために、彼への思いのために、剣を抜いたのだ。


　だから、ただ、大切な、大切な人なのだろうと思った。


　……たとえば、恋人のような。


　腹の底で渦うず巻まく感情を、ノクスは自覚した。


　まずい。


　これは嫉しつ妬とというやつだ。


　掌に伝わるのは、確かな体温。嗚お咽えつをこらえ、しゃくり上げる肩。


　指が。汗ばむ。


　彼女を抱き締めることのできる存在は、自分ではないのかもしれない。だとしたら早くこの手を離さなくてはならない。


　しかし一方では、どんなに拒まれても、今ここで抱き締めている温もりを手放してはいけないと囁くものもあった。ひとたび手放してしまえば彼女はどこか闇の中に落ちていってしまいそうな予感がした。遠いところへ行ってしまうような気がした。


　ウィルゴの疲れたような吐息が、ノクスの首筋をくすぐった。ウィルゴは泣きやむまで兄に甘えていた日々を思い出していた。吐息は言葉を紡つむぎ、小さな声がノクスの耳に届いた。


「……シルウィル」


　ノクスは寒風が吹いたように思った。ぞく、と身体が冷えた。他の男の名をそう囁かされるだけで、これほど自分の生々しいところが顔を出してくるなど想像もしなかった。これ以上触れていたら自分がどうかなりそうだった。恐おそろしかった。


　恐ろしかったのに──恐きよう怖ふよりも衝動がまさって、ウィルゴの身体を強く抱き締めた。


　ノクスの呼こ気きがウィルゴの耳をくすぐる。


（……ノ、ク）


　シルウィルではない、これはノクスだ。それを思い出した瞬間、ウィルゴの心臓が跳はね上がった。体温が上がる。吐息。闇が。


　気がつくと。


　どん、と。


　ウィルゴはノクスを突き飛ばしていた。


「あ……」


　自分のしてしまったことに、驚いた。


（突き飛ばし、て）


　頭が混乱して何も考えられなかった。


（心臓、が。まだ）


　心臓は速く高く鳴り続け、肌には抱き締められていた感触が残っていた。ノクスの手が、腕が触れた、その感触が。


　慰なぐさめるとか、子どもをあやすとか、そういう類たぐいのものではなかった。


　そういう類のものでないなら、なんなのだ。


（──）


　どく、と心臓が一ひと際きわ高く鳴った。


　これ以上考えていたらおかしくなりそうだ。いや、なる。だからもうだめだ。考えるな。


（もういい。ノクスの気持ちが何であろうと、私はそれを拒んだ、それで充分だ）


　これでもう、終わりだ。


（今度こそ、嫌われた）


　自分を叱しつ咤たした。なぜこれほど震える？　何を動揺している？


（これでいいんだ）


　鼓動が少しずつ元の速さに戻る。呼吸が落ち着く。


　ミラにそそのかされた自分を見られた。ノクスが差し伸べてくれた手すら、振り落とした。それで嫌われないわけがない。


「……シルウィルを助けたかった。そのためなら、世界なんてどうでもよかった。おまえとは……違う」


　自分のものでもない世界を取り戻したいと言ったノクスとは、違う。


「おまえは、綺麗だから」


　顔も、心も。


　ノクスは違うと言いたかった。綺麗などではない。綺麗ならどうしてあんなことをしたと思っているんだ。


　今この暗闇でも、目に浮かぶのは、丸く柔らかそうな唇や、身長差があっても決して上うわ目め遣づかいにならないまっすぐな視線ばかりだというのに。かなうことなら太陽の髪に触れ、もう一度頭を撫でてやりたい。大丈夫だと伝えることができるから？　けれどそれだけではない。





　触れたいと、そう言っても、あなたは俺を綺麗だと言うのだろうか。





　この旅に同行した理由だって、そうだ。世界が云うん々ぬんという話だけではなくて、ただウィルゴのそばにいたいという、その思いがなかったとは言えないのに。ノクスは首を振った。けれどウィルゴには見えなかった。


　ノクスは手を伸ばしかけた。なんとかして否定したかった。だが、そのとき、二人の間を裂さくように、一条の光が射さし込んできた。


　ノクスもウィルゴもそちらを向き、目を凝こらした。灯あかりは揺らめきながら近づき、やがて杖つえの先に蛍ほたる火びを漂ただよわせてダークロアが現れた。


「なんだ、おまえか」


　ウィルゴもほっとして息を吐いた。


　ダークロアが目の前に立ったとき、ノクスは違和感を覚えた。日に焼けた精せい悍かんな顔が、いつになく青ざめてまるで病人のようだ。ノクスは心配そうな顔をダークロアに向けた。ダークロアは微び笑しようを浮かべた。冷たい、感情を押し殺した笑みだった。


　そのときになって、ノクスはダークロアが何ごとか低く呟いていることに気づいた。


「!?」


「女神の道を辿たどりきたれ！　南の風よ、東の風よ！　雷いかづちを呼べ！　嵐の宴だ！」


　蛍火だと思っていた杖の先の灯りは、放電の煌きらめきだった。雷は空間を裂くように杖から放はなたれ、一瞬前までノクスのいた床を穿うがった。


　至近距きよ離りの一撃を転がって避よけたノクスは、剣を抜いて、しかしそれを振り上げることができずに戸惑った。次なる雷が、ダークロアの掲かかげる杖の先に灯ともっている。


「な……なんなんだ、何を考えている、血迷ったかダークロア！」


「まさか。最初から目的はこれだけだった」


　ダークロアは短く冷たく答え、詠えい唱しようを続ける。ノクスはせめて詠唱を止めようと、剣のみねの方で殴りかかった。しかしダークロアは杖でそれを受け止めて、


「悪わりィな。負けてやるつもりはない」


　にやりともせずそう言った。ノクスの顔が、一瞬歪む。その動揺をついて、ダークロアは杖を振りきりノクスを突き飛ばした。ノクスは床を転がるが、すぐにまたダークロアの懐ふところに飛び込む。撃うち込む──が、やはり思うように剣を振るうことはできない。


　ウィルゴは剣を抜きながらも、斬りかかることができないでいた。


「ああ、くそっ。おまえがこんなに強いなんて知らなかったぞ！」


「だから言ったろ、俺様最強だって。伊だ達てに年食ってねえよ」


　ダークロアの口がいつものように笑みを刻きざみかけ、途中で止まった。


　魔法はなかなか完成しない。ノクスに阻はばまれているからでもあるが、ウィルゴ相手に口を動かしているからでもある。そのことに気づいて、ダークロアは唇を引き結んだ。


「……遊びはこれくらいにしとかねえとな」


　ノクスの腹に、ダークロアの杖の先がめり込む。ノクスは空気の塊かたまりを吐き出し、膝をついた。ウィルゴが駆け寄る。ダークロアが裂れつ帛ぱくの気合いとともに杖を振り上げる。杖の先には雷らい光こう。


　その閃ひらめきに、一瞬ノクスのひどく悲しげな顔が照らし出された。


　ともに戦場を渡り歩いたダークロアが、見たこともないほどの、深い悲しみを刻んだノクスの顔だった。


　──稲いな光びかりが、部屋を白く染める。


　そのあとには、ただただ、広がる暗闇。


「ノクス!?」


　ウィルゴの悲鳴にも似た声が、痛切に響いた。


　──光は、穏やかに灯ともった。稲光ではない。落ち着いた青白い光が、周囲を照らす。


　ダークロアが杖の先に灯りを灯して立っている。ウィルゴが最初に見たのはそれだ。視線を動かすと、ノクスが尻餅をついた格好で座っている。生きている。その前には、黒い焦こげ。


「……すっかり甘くなっちまったよなあ、俺様も」


　ため息をつくダークロアには、もういつもの軽けい薄はくそうな笑顔が戻っている。この僅わずかな間に疲つかれきったように憔しよう悴すいしていたが。


「ばか野や郎ろうが……」


　ウィルゴはそう悪態をついて、ノクスに近づこうとした。ノクスも肩で息をしながら、立ち上がろうとした。


　その二人の間を、見えない衝しよう撃げき波はが襲った。


　ウィルゴは身体がねじ曲がったような衝撃を覚えた。気がつくと、元いたところから十歩分は飛ばされている。起き上がろうとして、悲鳴を上げた。身体に激痛が走る。口の端が濡れている。血だろう。それでもむりやり立ち上がり、ノクスとダークロアの姿、それに衝撃波の正体を求めた。


　ダークロアは驚いたようにその場に固まっている。ノクスはウィルゴとは反対側に飛ばされたらしく、片膝立ちで、剣を支えに起き上がろうとしているところだった。


　甘く、低い声は耳元で囁かれた。


「やあ我が花嫁、自らここまで出向いてくれるとはね」


　ウィルゴは振り向こうとしたが、剣を持った腕ごと抱き竦すくめられた。


「きさ……」


「ふふ、式の前に邪じや魔ま者ものには消えてもらわなくちゃね。魔法使い殿にはできないようだから」


　連なる山々の雪よりもなお白い指が、ウィルゴの後ろから伸びてノクスを指す。


「やめっ」


　ウィルゴはなんとか縛いましめから逃れようと暴れた。だが男は驚くほどの力でウィルゴの動きを封じた。


「消えろ」





　空間の破裂する音がした。





「や……やだああああああ！」


　ウィルゴの絶叫に、男は楽しげに喉を鳴らした。男の細い指が、自らの仮面にかかる。


　あざ笑う月の半面の下から現れたのは、短い月の金の髪。整った美び貌ぼう。真しん紅くの瞳。


「──」


　ウィルゴは震えた。目を大きく見開き、恐怖と、怒りと、混乱とで、小さな子どものように震えた。


「なんで……生きて……？　でも、だって、目が。声だって」


「酸にやられたのだよ、我が妹よ」


　シルウィルは、血のように赤い瞳を歪めて笑った。赤い目が、ウィルゴの顔にどんどん近づいてくる。唇が触れ合った。流れ込む熱い感触を最後に、ウィルゴは意識と剣とを手放した。




五章　剣







　月の仮面の男から放たれた衝撃波に飛ばされて、ノクスは再び転がった。身体の上に、何か重いものが載のっている。目を開くと、巨きよ大だいなからすの死体が、腹の上に長々と横たわっているのが見えた。触れると、手が血で濡れた。


　それはぼろぼろのダークロアだった。


「!!」


　傭よう兵へいとして戦場を転々としていれば、仲間の死にも幾いくたびも遭そう遇ぐうしてきた。それでもこの瞬間まで、ノクスはダークロアが死ぬなどということは考えたことがなかった。


　それほど彼はいつも自信に満ちていて、安心できた。だからこそ、ノクスはダークロアと組んだのかもしれない。ノクスは何かを失うのがいやだった。十二で毒を飲まされたときもそうだった。殺されようとしていると薄うす々うすわかっていても杯さかずきを飲み干したのは、ただ五つ年上の義ぎ母ぼの愛を失いたくない一心だった。ばかだったと思う。それでも失いたくなかった。今は、相棒と、あの少女を失いたくないと、そう思っている。


　その片割れが、今ノクスの目の前で息も絶たえ絶だえに横たわっている。ノクスは周囲を見回した。見えるところには、ウィルゴも、仮面の男もいない。少し離れたところにダークロアの鞄かばんと杖が転がり、その杖の先の灯火が狭せまい範はん囲いを照らしている。


　ノクスは杖を引き寄せると、ダークロアの戦士のように精せい悍かんな顔を照らした。顔の半分は血で赤く染まっている。出血は、胸から腹にかけて。ノクスは震える自分の手を心の中で叱しつ咤たしながら、服を剝はいで傷の具合を見た。


　傷は、切り傷でも火傷やけどでもなかった。鈍どん器きで、骨が砕くだけるほど、内臓が破裂するほど、むちゃくちゃに殴ったような傷。あばら骨の一部と内臓が、裂さけた傷から零こぼれ出ている。


「……」


　助からない。理性は簡単にそう結論を出した。それでも感情は言うことを聞かない。ノクスは何か使える薬草はないものかとダークロアの鞄の中を漁あさった。


　その耳に、小さな、囁くような呻うめき声が聞こえた。ノクスは顔を上げた。


「……悪ィ……」


　ダークロアはそう言って、血ち塗まみれの顔でにやりと笑った。ノクスは首を振った。


　仮面の男の一撃は、ノクスを狙っていた。ダークロアは、ノクスを庇かばったのだ。


　ノクスは何度も首を振った。涙が頰ほおを伝って顎あごから落ちた。ダークロアの指が涙をぬぐった。


　そして。


「いい男が台無しですのね」


　裏声は、頭上から降ってきた。


「大丈夫ですのよ。気をしっかりお持ちなさい」


　長身を優ゆう雅がに屈かがめて、ミューシカはダークロアの口の中に小さな果実を滑すべり落とした。


「わたくしには死者をよみがえらせる力はありません。でも、生ある者に生きる力を与えることはできます。それが音楽であり御ご酒しゆなのです……あら、嚙かめないなら口移しして差し上げますわよ」


「う……」


　半ば以上本気らしいミューシカの言葉に急せかされて、ダークロアは口中のものを最後の力を振り絞しぼって飲み込んだ。その口が歪み、目が見開かれる。


「あっ……がっ……」


　骨の強制的に戻される音は、折れる音に似ていた。


　血と肉にく片へんをまき散らしながら、傷口は迅じん速そくに塞ふさがっていった。ただし、傷口に手を突っ込まれ搔かき回されるような激痛を伴ともなって、だが。


「ノクスさん、押さえて」


　ミューシカは冷静に指示した。ノクスは、暴れるダークロアの手足を押さえつけた。


　内臓が、腹ふく圧あつを無視して、蛇へびが巣穴に戻るように腹ふく腔こう内に戻っていく。


　血が、ノクスの頰にもかかり、汗と混じって滑り落ちていった。


　最後に裂けた傷口が周囲から盛り上がり、桃もも色いろの新しい皮ひ膚ふを作って塞がった。


　ダークロアは息を吸い、激しくむせた。自分の盛り上がった傷口を恐おそろしげに眺ながめ、それから視線をミューシカに移す。


「……よう」


　いまだ震ふるえる喉のどから出た声は、聞き取りにくく掠かすれている。唇くちびるは白く色をなくしていたが、眼光は鋭するどい。ミューシカは目を細めた。


「お元気そうですわね」


「……おまえ、ミラとかいう色っぽいおねーちゃん、逃にがしただろ……」


「あら。ばれました？」


「……ったく、しっかり退治してくれよお。おかげで俺様裏切っちまったぞ」


「申し訳ありません」


　悪びれたようすもなく、ミューシカは謝った。


「すまないと思うなら、教えろよ。今回の顚てん末まつ、どうなってんだよ、おい……」


　ミューシカは、ダークロアの盛り上がった傷口をじっと見つめ、頷うなずいた。


「今海界を支配する海王は、ウィルゴさんの兄上です」


「兄……？」


「そう。シルウィルさんといいます」


　シルウィル、という名前に、ダークロアもノクスもあの水鏡に映った映像と、ウィルゴの悲痛な叫びを思い出した。あの映像の中、ウィルゴは確かに横たわる男をシルウィルと呼んだ。


　兄だったのか。ノクスは顔を歪ゆがめた。なんだ肉親かとほっとしている場合ではない。ウィルゴの大切なその兄が……どうして、海王なのだ？


　ミューシカは、ダークロアの腹の傷を確かく認にんし、一応、と包帯を巻き始めた。ノクスがそれを手伝う。ぽつりぽつりと、手を休ませることなく、ミューシカは語った。


「そもそも、こたびの事件、黒くろ幕まくはあの海蛇……ミラです。


　ミラの目的は、おそらくは海界と天空を支配すること。ようするに世界を手に入れたかったのでしょう。しかしあれの本体はあくまで小さな海蛇に過ぎません。力が足りなかった。そこで、昔から自分が得意としている手を使うことにしたのですわ」


　ノクスが先を促うながすようにミューシカを見た。


　ミューシカは、さらりと言った。


「謀ぼう略りやくです」


　ダークロアの片かた眉まゆが、ぴくりと動いた。半ば夢の世界にあった意識が、今の言葉で引き戻されたらしい。


「力あるものをそそのかし、自らの目的のために利用する。それがミラのもって生まれた能力でした。ミラはその見み透すかす瞳で世界をじっと観察し、兄と妹、一組の兄妹きようだいに目をつけました」


　ダークロアが、眠そうな目をなんとか開いて、呟く。


「それがウィルゴちゃんと……」


「そう、シルウィルさんです。ウィルゴさんに剣を抜く力があることに気づいたミラは、ウィルゴさんをそそのかし、剣を抜かせて酸の海を開かせました。酸の海はミラの生まれ故郷でしたから、酸の海の領りよう域いきが広い方が、彼女には活動しやすかったのです。もしかしたら、シルウィルさんに毒を使ったのもミラだったのかもしれません。


　……いえ、あるいは、ミラの陰いん謀ぼうの根はもっとずっと深いのかもしれません……」


　ダークロアは傷の修復に体力を消しよう耗もうしたのだろう、ひどく起きているのが辛つらそうだった。ミューシカは包帯の端はしを縛しばると、ダークロアの身体からだを傷に響ひびかないよう、横にしてやった。


「ウィルゴちゃん……神様の血ぃ引いてんの？」


「……ええ。シルウィルさんも、そうです。そして、ミラもだからこそ、この二人に目をつけたのですわ」


　痛ましげに、ミューシカは目を伏ふせて首を振った。


「ウィルゴさんは天空神の血を引き、シルウィルさんは海界の神の……しかも海王の血を引いていました。ミラはシルウィルさんを操あやつり、酸の海を開き海界が混乱に陥おちいっている隙すきをついて、父である海王を殺させ、強ごう引いんに海界の支配権を握にぎらせたのです。海界の他の神々はすべて封ふう印いんされ、海界はまったく機能していません……ここ一年の死者がどうなったのか、わたくしも正確に摑つかんではいないのです。酸の海によって、かなりの魂たましいが海に戻ってきているはずなのですが、それを管理する神々が封じられているのでは……」


　ミューシカの言葉の後半を、ノクスは聞いていなかった。


　すれ違っている、と思った。


　ウィルゴは兄を気き遣づかって、いやだった結婚を承しよう諾だくした。兄を助けるために、あの剣を抜いた。シルウィルだって、きっと妹を大切に思っていたのに違いないのだ。ウィルゴが言っていたではないか、ずっと守っていてくれた、優やさしいひとだった、と。


　なのに、二人は完全にすれ違ってしまった。


　そして、今や敵対関係にあるのだ。


　ノクスが気づくと、ダークロアは瞼まぶたを閉じていた。その顔色に一瞬ノクスはぞっとしたが、呼吸を確認すると、眠っているだけのようだった。寝ね息いきは深く、穏おだやかだ。すぐに顔色に、血の気が戻ってきた。ノクスはほっと息を吐はいた。


　顔を上げると、ミューシカと視線が合った。


「……わたくしの任務は、酸の海を封じることのできるウィルゴさんを導みちびいて、海界に至いたらせること。そして海界において何が起こっているのか、どうして海界が酸の海を野放しにしておくのか突つき止めること。ミラの計画も判明し、任務はおおよそ達成しましたが、肝かん心じんのウィルゴさんが今ちょっと大変なことになっておりますの。ミラは天空神の血を引くウィルゴさんを手に入れることで、天空に関する権けん益えきを手に入れようとしています。が、わたくしは表おもて舞ぶ台たいに立つことはできません」


　もの問いたげにノクスはしばらくミューシカを見つめていたが、答えが得られないと知ると、首を振って立ち上がった。ノクスがダークロアを心配そうな目で見るのに気づいて、ミューシカは安心させるように言った。


「さきほどダークロアさんに召めし上がっていただいたのは、神の果実ですの。天空と海界に生はえ、神の食事となります。地上には根づかず、それ故ゆえ地上の神々はただびとと同化してしまったと言います。……わたくしよりも古い、世界の始まりのころの言い伝えですが」


　ミューシカは、少しの間じっとノクスの顔を見つめた。


　ノクスはなぜ自分が見つめられているのかわからないながらも、彼らしく、その視線をまっすぐに受け止めた。


「……琴の音があなたを導くでしょう。お行きください」


「……」


　ミューシカの手に琴はなく、けれど、耳を澄すますと、確かにどこからか竪たて琴ごとの音色が聞こえてくる。


　ミューシカはノクスに、剣を差し出した。


　日の入り後の空を切り取ったかのような、橙だいだい混じりの紺こん碧ぺきの刃。


「これを、ウィルゴさんにお渡しくださいませ」


　鎖が、ちゃらり、と鳴った。







◇◆◇







「は……あ」


　シルウィルは我が身を抱だき締しめ、喘あえぐように息をした。膝をつく。黒に近い青のマントが、重々しく床に広がる。足の置かれた床は珊さん瑚ご色にほのかに輝いている。床材自体が発光しているのだ。暗闇に、明かりはそれだけである。


　だが、その光も、今は目に入らない。瞼は固く閉とざされている。


　瞼の裏に浮かぶのは、一柱の神の背中。父の背中。その背に深く突き立てられた三つ又またの鉾ほこ。それを握るのは自分。血に塗まみれた両の掌てのひら。


　すでに記き憶おくの中だけの存在となってしまった父は、信じられないものを見るような目で己おのれの腹を貫つらぬく鉾先を見て、それからゆっくりとこちらに頭を巡めぐらせた。


　その目に浮かぶ、醜みにくい──醜い自分。


　ただひたすら父を敬けい愛あいしていた幼き日の自分からは、もう遥はるかに遠い。あのころは何も知らなかった。だから無心に愛し尊敬することもできたのだ。


　父殺しの汚お名めいを背負ったことを、悔くいてはいない。


　なぜなら父は捨てたのだ。怒りとともに、身み重おもの妻と息子であるシルウィルを捨て去ったのだ。


　父はシルウィルの海界に関する一いつ切さいの記憶を封じ、地上に捨てた。彼に残ったのは、ただぼんやりとした父への思い。愛のような、畏おそれのような、不思議な感覚、ただそれだけだった。


　顔も忘れた父への思いはもうほとんど風ふう化かしていた。


　けれど、彼は記憶を取り戻したのだ。ミラの力で……


　取り戻した記憶の中の父は、厳げん格かくなひとだった。自分にも他人にも厳しく生きていた。


　母の裏切り（と言ってもその相手もやはり神であり、母からすれば拒こばむことすらできなかっただろうに）が露ろ見けんして、父母の関係はねじくれ、修復できなくなった。自分を取り巻く現実が崩ほう壊かいし変質していくのを、子どもながらに感じていた。


　記憶を取り戻し、シルウィルは父を憎んだ。憎悪は身を焦こがすほどに燃え立ち、その炎ほのおを吐き出すように父を手にかけた。後こう悔かいなど──


「と、父さ……」


　自分の口から出た言葉に驚き、シルウィルはやっと瞼を開いた。


　もう一度息を吸い、吐いた。頭を押さえながらも立ち上がり、よろめく足取りで歩きだす。シルウィルが足を踏ふみ出すと、その部分だけが淡く光を放ち、光の道ができる。


「ふ、ふふ」


　頭痛は激しさを増すが、シルウィルは蒼そう白はくな素顔のまま、むりやり笑んだ。


「花嫁よ、我が城へようこそ」


　奥から、美しい花嫁を連れたミラが、珊瑚色の光とともに現れた。


　シルウィルの低い哄こう笑しようが、暗い空間にこだました。








　ウィルゴは激しい頭痛を感じていた。血管が脈打つたびに、鈍どん痛つうが頭を駆け抜ける。


　鼻の先もわからない、闇の中に立っていた。誰かが近づいてくる。足の運びとともに、光の道ができていく。やがて一人の男が目の前に立って、微笑ほほえみかけてきた。


「さあ、花嫁よ。私の手をお取り」


　ウィルゴは言われたとおり、素直に手を差し出して、男の手に重ねた。そのときになって初めて、自分が指輪をしていることに気づいた。血の玉と見まごうばかりの鮮あざやかな珊瑚玉が一つ、鈍にぶく光こう沢たくを放っている。ウィルゴは自分の手をまじまじと見つめた。それから、自分の身体からだを見下ろした。


　真しん珠じゆ色の絹が、典雅なひだを描えがいて床に広がっている。床には子供時代を象しよう徴ちようするクルミが砕けて散り、極ごく彩さい色しきの小魚の群が戯たわむれながら泳いでいく。


　自らの花嫁衣装に違和感を覚えたが、それが何な故ぜだかよくわからない。考えようとすると、頭痛がひどくなった。


　シルウィルは、今はもう仮面を外していた。彼自身も白いトーガを身に着けている。


　端たん整せいな顔が、ウィルゴの顔を覗のぞき込み、少し嗄しわがれたような、けれど低く甘く響く声が、彼女の耳元をくすぐった。


「天空神の血を引くおまえを娶めとることで、私は海界の王にして天空の権益を得ることができる」


「海界……天空？」


　ウィルゴは口の中で繰り返した。シルウィルは頷うなずいた。


「そうだ。わたしたちの母は人にして海の神に嫁とつぎながら、天の神と通じておまえを孕はらんだ。


　……この海底まで、日の光がよくも届いたものだ」


　シルウィルの指が、面おも白しろそうにウィルゴの癖くせの強い、金の髪を弄もてあそんだ。


「かの鷲わし神がみは一筋の陽光となり、母の身体に降り注いだという」


「そして、母おや子こは海界を追放された。すでに少年となっていた息子は、記憶を封じられてね」


　割って入った声は、蛇へびの舌を持つミラだった。珊瑚色の光の中に現れたミラは、先の分かれた舌を出して笑った。


「ウィルゴ、これはミラ。私の記憶を取り戻し、海界の王位に就つけてくれたのが彼女だ」


「ほほほほほほほ、わらわはちょっと手をお貸ししただけ、陛下に父たる海王を滅ぼす力があったから、今その地位に就いておられるのですわ」


　ウィルゴは、ミラの薄ら笑いを浮かべた顔をぼうと眺めていたが、ふとその背後に淡い光が幾つか浮いていることに気がついた。


「……？」


　ウィルゴは目を凝こらし、光を見つめた。視線に気づいたミラは、いいことをして褒ほめられた子どものように手を叩き、嬉しそうに言った。


「ああ、気づいたわね？　誓ちかいを見届けるのがわらわだけでは寂さびしいので、特別にお客様をお呼びしたのよ。


　紹しよう介かいするわ、帝てい都との元住人たちよ。今は海界の死者」


　くすくすとミラは口元に手を添そえ笑った。ウィルゴは一つの光の中を見つめた。白い光の中心が明めい滅めつして、そのうちに人の顔となった。ぶつ、ぶつ、と呟く言葉は苦痛の呻うめき。視線に乗せられたのは強い怨えん嗟さの念。


　ウィルゴはそれから逃れるように、意識をさらに濃こい靄もやの中に滑すべり込ませた。


「うふふふふ、そう、それでいいのよ。眠っておいでなさい。その間におまえは海界の王おう妃ひとなり、愛すべき王の腕に抱だかれることになるのだから。海と空の婚こん姻いんは、大地が生まれた創世のころ以来よ」


　ミラの声は、ウィルゴの耳に潮しお騒さいのように響いた。


　これは夜の、闇夜の潮騒だ。


　一寸先も見えない。ただ、ミラの誇ほこらかな高笑いだけが聞こえる。


「……？」


　闇夜を切り裂く火花のような音が、突然その笑い声に割って入った。


　琴の音だ。


　ウィルゴはそちらの方へ首を巡めぐらせた。


　微かすかな、ほの青い光を放って、広間の片かた隅すみで竪琴がひとりでに鳴っていた。


「……っ」


　ウィルゴはまた頭痛を覚えた。


　そのときだった。扉の開く、荒あら々あらしい音が聞こえてきたのは。
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「う……」


　ダークロアは目を開いた。床からの珊瑚色の光は微かで、目に優やさしい。腹に手を当てると、服は破れているが、痛みはない。包帯が巻かれているのでよくわからないが、傷は塞がっているどころか、完全に治ち癒ゆしてしまったらしい。驚きつつ身を起こすと、そこに長年求めてきたひとがいた。


「……」


　すらりとした華きや奢しやな女性が一人、床の上に座っている。ダークロアはその名を囁くような小さな声で呼んだ。女はダークロアを見て、泣きながら彼の本当の名前を呼んだ。ダークロアの指先が、女の髪に絡からんだ。亜あ麻ま色いろの髪は柔やわらかい。ダークロアはもう一度彼女の名を呼んで、抱き寄せた。


　何十年ぶりだろうか。ひょっとしたら何百年かもしれない。ダークロアはあまりに長いこと彷徨さまよっていたので、時の感覚を失っていた。


　ダークロアは女の髪の匂いを嗅かいだ。


　海の底のはずなのに、日向ひなたの匂いがした。それはもしかしたら、ダークロアが記憶にある匂いを再現して感じているだけなのかもしれなかったが。


　肌は柔らかく、温かい。


　まるで、死んだなど噓うそのようで。自分が今まで経へてきた年月すらも、噓のようで。


　けれど、その思いを打ち消すがごとく、決して忘れられない記憶が、鎌かま首くびをもたげた。





　赤。





　それは、彼女の口元にこびりついていた色だった。衣ころもににじむ鮮せん紅こう色しよくは、腹部から下か肢し、そして彼女の横たわる大地を染め上げていた。


　戦乱があった。ダークロアは魔法使いだったから、軍に加わり王のそば近くに仕えていた。戦線は膠こう着ちやく状態で、双そう方ほうともに睨にらみ合ったまま動けない日々が続いた。


　ダークロアは別働隊を組織し、敵の補給を断たたせた。本隊が孤こ立りつしたところで一気に攻せめた。敵は脆もろくも崩れ、策は成功した。


　やや気を緩ゆるめて、残敵の掃そう討とうを指揮していたダークロアの下もとに、一つの報しらせが届いた。


　戦場近くにあった故郷の谷間が、逃とう亡ぼうした敵兵の一団の逃走経路上にあるというのだ。


　国つきの魔法使いとして、ダークロアには王のそばを離れることは許されていなかった。それに、今いま更さら行ったところで、もう遅い。わかってはいた。それでも、ダークロアは残敵の殲せん滅めつ部隊を自ら率ひきいることを王に懇こん願がんし、それは許された。


　駆けつけた谷間の村は、すでに遠目に見ても、絶望的なありさまだった。


　谷間を見下ろす丘おかの上、森が途切れ、下りの坂が始まる辺りで、ダークロアは馬上に凍りついた。


　黒こく煙えんが、細く、長く、立ち上っていた。


　風はなく、薄い雲は空の五割方を占しめ、いつまでもそこにとどまっている。その霞かすみがかかったような淡い空の一角で、長く伸びた煙けむりは黒く重くわだかまっていた。


　ダークロアは馬を走らせた。木立から伸びた枝が頰を切ったが、気にならなかった。その速さに、後こう続ぞくの兵も遅れた。踏ふみ荒らされた坂を下り、階段状に作られた畑の間を通り過ぎ、辿たどり着いた村で、彼は最愛の者の死体を見た。


　彼女は、近きん隣りんの農婦によって、髪も衣服も綺き麗れいに整えられて、大地に横たわっていた。


　僅わずかな村人が、野や盗とうと化した残敵の手を逃れて避ひ難なんすることができた。その他の者は、地に倒れているか、うずくまって手当を受けていた。作物は略りやく奪だつされた。家か屋おくには火がつけられた。追いつめられた敵兵は、仇かたきとばかりに通りすがりの村を襲い、欲求を満たしたのだ。


　ダークロアは、蟻ありの子一匹逃さぬ包ほう囲い網もうを敷しき、徹てつ底てい的な討とう伐ばつを行った。


　その夜、彼は逃れるように陣じんの外に出て、泣いた。引きつった哄こう笑しようのような声が、歪んだ口から漏もれた。


　嗚お咽えつを止められぬまま、顔の半面を手で覆おおう。


　幾ら死体の山を作っても、彼女が生き返るはずもない。ダークロアのまったく知らないところで、彼女はなぶられ殺された。


　膝をつく。まだらに生える丈たけの低い草は、軍馬に踏み荒らされ、頭こうべを垂れている。夜半を過ぎて風は勢いを取り戻し、薄いローブ越ごしに肌を刺した。


　季節に似合わぬ冷たい風に身をさらし、ダークロアは恋人の復活を誓った。


　その日から、喪もの色に身を包んで、今まで生きてきた。


　それは、ほとんど妄もう執しゆうと言ってもよかった。








　赤い記憶を振り払う。今ここにある温もりは夢ではない。


　ダークロアの喉が、髪の絡む指先が、震えた。


　泣きながら、笑った。それは遠い昔の嗚咽のように、無ぶ様ざまなものだろうと思った。構わなかった。ただ、彼女がここにいる。それは全身をとろかすように甘かん美びな幸福だった。


　けれど、その感覚に浸ひたっていられる時間は、長い彷ほう徨こうに対して、あまりに短かった。


　彼女はダークロアの腕の中から顔を上げ、決然と言った。


　──もう、いいのよ。


　その目は濡れてはいたが、強い意志を宿していた。


　──死者は、死のままに。それが法なのよ。


　ダークロアは泣き崩れ、彼女は彼を抱きとめて、優しく、愛いとおしげに、子どものように声を上げて泣く、大きな男の背中を撫でた。


　──行って。そして、終わらせましょう。今度は、まだ間に合うのだから。


　最後の言葉は、ダークロアの胸に重く響いた。
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　光は、青白く室内を照らした。


　掲かかげる灯あかりの下には、息を切らす一人の青年。中途半端に伸びた髪は、汗で濡れて額や頰に張りついている。厳しい顔で、ウィルゴとシルウィル、それにミラを見た。


「あら……まだ生きていたのかえ。どれ、わらわが……」


「いや、ミラ。私がやろう。下がっていてくれ」


　爪を舌で舐なめるミラを制して、シルウィルが一歩進み出た。ノクスは灯りのついた杖を捨てると、鎖を鳴らし、ウィルゴの剣を構えた。


　そして、馳はせた。


　ノクスの通った床が、珊さん瑚ご色の光の軌き跡せきを描く。迎むかえ撃うつシルウィルの手には、三つ又の鉾ほこが現れる。シルウィルの口元には薄い笑み。ノクスは放たれた矢のごとくまっすぐに駆ける。


　鎖が鳴る。剣が閃ひらめき、鉾先が血を舐める。


　鉾はノクスの腹を裂さいた。ノクスは数歩よろめき、それから、シルウィルの背後にいたウィルゴの腕を摑つかんだ。


「貴様ッ!?」


　ノクスは立ち竦すくむウィルゴの手に、鎖鳴る剣の柄つかを握らせた。ウィルゴは、柄の冷たさと、濡れた生暖かい血の感触に、さらなる頭痛を覚えた。


「その手を放せえ！」


　シルウィルは鉾を振り回し、ノクスは振り向く勢いを乗せて、それを足で蹴けり上げた。鉾は宙を飛び、その間にノクスは自分の剣を抜いた。だが、その剣にシルウィルの鎖が絡み、ノクスから片かた刃はの剣を取り上げようとする。


　ノクスは剣ごと、シルウィルに体当たりをした。もつれ合って転ぶ。


　ノクスは馬乗りになってシルウィルを殴なぐったが、不可視の衝しよう撃げき波はが空を薙なぐのを感じ、慌あわてて避よけた。胸を覆う金きん属ぞく鎧よろいが、すっぱりと切れていた。


「くそっ」


　シルウィルの口から、汚い罵ののしり声が漏れる。飛ばされていた鉾を一声かけて手元に呼び寄せる。鉾が狙うのはノクスだ。ノクスは床に落ちた自らの剣に手を伸ばすが、間に合わない。


　鉾を振り上げたシルウィルの腕に、足に、青い蔦つたのようなものが絡みつく。シルウィルは再び膝をついた。


「何ィ!?」


　炎すら凍りつかせるような冷たい目が、扉の方を睨にらむ。


　そこに、黒衣の魔法使いがにんまり笑って立っていた。


　笑いながらも、口は呪じゆ文もんを呟き続ける。


「……ワーフの岸辺、水深き恍こう惚こつの沼地、ヴェルペイアの子らよ、悪意をもって伸び絡め……」


　蔦は、ダークロアの握る杖からうねり、のたうちながら伸びていた。湖こ沼しようの色をしたそれは、ダークロアの声とともにその力を増しているかのようだった。トーガごと、シルウィルの肌に食い込んでいく。しかしシルウィルは笑っていた。


　海面に映った月のように、歪んだ笑み。


「一いつ介かいの魔法使い風ふ情ぜいの大道芸が……」


　電気が走ったかのように、ダークロアの腕が震える。額には玉の汗。


「私にかなうと思っているのかああ！」


　シルウィルの腕に絡んでいた蔦は、煙を上げて燃え尽きた。


　ダークロアが吹き飛ぶ。長身が扉に当たって、重い音を立てる。


　ダークロアがシルウィルを押さえている間に、ノクスは自身の剣を拾っていた。振りかぶる間も惜おしく斬りつける。ダークロアを飛ばしたシルウィルは、振り向いて剣を素す手でで受けた。刃を受けた掌てのひらから血が飛び、その血が炎となる。ノクスは剣を手元に戻そうとした。けれど、シルウィルの手はしっかりと刃を握り、離さない。


　剣を捨てるかノクスが迷った瞬間、炎の龍りゆうが刃を伝ってノクスに達した。


「……っ！」


　肉の焼ける臭い。ノクスが息を飲む。剣がシルウィルの掌から転がり落ちる。


　ウィルゴは呆ぼう然ぜんとその一部始終を見ていた。剣の握りの冷たさが、頭に何かを訴うつたえかけようとしていた。だがウィルゴは激しい頭痛に負け、膝をついた。心臓は痛いほど激しく脈打ち、目の前が真っ暗になった。何か──押さえきれない恐怖を感じていた。


　気がつくと、目の前にシルウィルがいた。


　赤い目には笑みが浮かんでいた。乱れたトーガを引きずり、満面の笑みでウィルゴに近づく。真っ赤に濡ぬれた掌を、怯おびえきった子どものように身を竦すくませるウィルゴに差し出し、言った。


「さあ、邪魔者は消した。続きをしよう」


　ウィルゴは首を振った。なぜだかわからないけれど、それだけはいやだった。必死で首を振ってもシルウィルは許さず、ウィルゴの手を引いて、むりやり立ち上がらせた。


「い、いやあっ」


　暴れようとしても、恐怖が身体を竦ませて、身動きができない。


「ウィルゴ……」


　だだをこねる子どもをあやすように、シルウィルは優しく言った。


「おまえは大勢の人間を殺したんだよ。もう遅いんだ。もう、すべてがね……」


　ウィルゴは目に涙を溜ためて兄を見た。シルウィルは、穏おだやかに微笑ほほえんでいた。


「ね？　自分の足で歩こうとして、おまえは大変なことをしてしまった。世界を破滅に追い込んでしまった。これからは、ずっと兄さんのそばにいなさい。ずうっと、ずうっとね。兄さんがおまえを守ってやろう。兄さんがおまえを愛してやろう。おまえに世界をやろう」


　シルウィルの指が、血に濡れた指が、ウィルゴの頰に触れた。冷たい指だった。血の色の目がウィルゴを覗のぞき込み、額がこつんとぶつかった。


「一つになろう、ウィルゴ」


　その声こわ音ねも顔もかつての少年時代のような温ぬくもりに溢あふれていて、ウィルゴは言葉を失った。


　優しい兄がそこにいた。その目には、ただ、狂きよう気きに近いほどの優しさだけがあった。


「あはははははははははっ、ご覧ろうじろ神々よ、海と空が結びつく！　これで空も海もわらわのもんさ！　みんなみんなね！」


　耳の奥に、ミラのけたたましい笑い声が響く。シルウィルの赤い目。優しい、自分を思いやる目だった。それが怖かった。泣くほど怖かった。


　突然、抱き竦すくめられた。


　シルウィルの唇を首筋に感じた。ウィルゴは恐怖の余り、握ったままだった剣を振り上げた。


　切っ先がシルウィルの白い首の皮を一枚切った。血が流れた。


　ウィルゴはわけのわからぬ悲鳴を上げ、シルウィルに向かって夢中で剣を突き出した。


　その瞬間、目が合った。


「あ……」


　ウィルゴは咄とつ嗟さに切っ先を逸そらした。剣はシルウィルの腹をかすっただけに留とどまった。それでも、血が飛びウィルゴの頰を濡らした。


「ああ……」


　兄の血だ。自分が斬ったのだ。口元が歪んだ。


　それを見て、シルウィルは勝ち誇ほこったように言った。


「そうだろう、私を傷つけたくなどないはずだ……さあ、おとなしくするんだ……」


　ウィルゴはいやいやと首を振った。涙が頰を濡らし、血と混じった。


「おいで、ウィルゴ……」


　シルウィルが手を伸ばす。ウィルゴは首を振って、後あと退ずさりした。剣は冷たい銀の握りを通して、ウィルゴの意識に凄せい惨さんな光景を滑り込ませてくる。それは剣の見た光景だった。酸の波に襲われて、人々が焼けていく──


　剣はシルウィルを斬れと言っているのだ。今ここでウィルゴがシルウィルを殺さなければ、世界はミラの手に落ちてしまうだろう。酸の海は地上を飲み込んでしまうかもしれない。だから、剣は強くウィルゴに命じた。殺せ、と。


　自分が──シルウィルを殺す？　そのことに気づいて、ウィルゴは息を飲んだ。


　殺す？　シルウィルの腹から、胸から血が溢れ、もの言わぬ軀むくろとなる？　焦しよう点てんをなくした目がじっと虚こ空くうを見つめる──もう、ウィルゴを見つめることも、その手が優しくウィルゴを撫でてくれることもない。ウィルゴはシルウィルのすべてを永遠に失うのだ。


「い──いや。殺せない……」


「ああ、当たり前だ。私だっておまえを傷つけたくなんかない。その剣を捨てて、私の下もとへおいで。あのころのように可愛かわいがってやる。おまえが泣けば慰なぐさめ、おまえがいじめられれば駆けていってやる。ずっとそばにいろ、ウィルゴ」


　シルウィルの顔は優しい笑みを浮かべた。少年の日のような、陰かげりのない笑顔。シルウィルがこんなに素直に笑うところを、ウィルゴはこの十年というものほとんど見ていなかった。シルウィルは大たい抵てい気むずかしい顔をして、穏やかな表情を見せることは希まれだった。笑みにも、明るさよりもむしろ疲れがかいま見えることが多かった。


　シルウィルの手が、まずウィルゴの手から剣を引き剝はがし、放ほうった。がらん、と剣が床に転がる音が、やけに遠くに聞こえた。さらにウィルゴの肩を摑つかもうと、白い衣装を引き裂こうと、手が──伸びる。


　ウィルゴが恐怖に目を閉じようとしたそのとき、聞き覚えのない、けれどどこか懐なつかしい声が、鼓こ膜まくを震わせた。


「……ゴ」


　よく聞き取れない。シルウィルの耳にも入ったのだろう、ハッとした顔で、背後を振り返る。


　そして、もう一度。今度はしっかりと。





「ウィルゴ！」





　綺麗な声だった。よく響く。そんな声なのだろうと思っていた。きっときっと、そんな声の持ち主なのだろうと思っていた。


　ノクスは重度の火傷やけどを負った右手を庇かばうように、左の掌を床につけ、身体を起こそうとしていた。声と同じ綺麗な顔が、ウィルゴを見つめた。視線が合った。


　瞳が、いつか見た、水みず瓶がめの中から覗いた空のように、青い。


　ノクスは夢中だった。シルウィルの炎で右腕を焼かれ、剣を握ることもできなかった。それでもウィルゴの泣き叫ぶ声が聞こえて、引きつる瞼まぶたを持ち上げた。どこかぼやけた視界に、シルウィルの背中とウィルゴの泣き顔が見えた。何も考えていなかった。ただ、喉を震わせ叫んだ。


「ウィルゴ！」


　声が出るとは、思わなかった。


　どうして自分の喉が声を出すことができたのかも、どうしてウィルゴがこれほどまでに我われを失っているのかも、わからなかった。ただ、気がつくと繰くり返し彼女の名を呼んでいた。


「ウィルゴ……！」


　ウィルゴは両手で激しく痛む頭を抱かかえ込んだ。


　頭すべてが脈打つ血管になってしまったかのように、どくん、どくんと痛みが走った。ぴしり、と何かが小さな音を立てた。


「い、いや……」


　ウィルゴは頭を抱えたまま、身もだえした。


　やめて。思い出させないで。


　膝ががくがくと震えた。


　冷たい汗が吹き出す。


　ぴしり、とまた同じ音が響く。


　指輪の台座にはめ込まれた真紅の珊さん瑚ごに、大きなひびがはいった。


（いやだ。思い出したくない。私が何をしてしまったかなんて。私が誰かなんて。思い出したくない……）


　自分が誰でどうしてここにきたか、それらを思い出してしまったら、とても怖い現実と向き合わねばならない。いやだった。けれどノクスの声は何度でも、ウィルゴの耳を打った。


「ウィルゴ！」


「あっ……」


　息を飲んだ瞬間、心臓が一ひと際きわ大きく跳はね上がり、指輪の珊瑚が軽快な音を立てて砕け散った。


　記憶と感情の奔ほん流りゆうが、頭を駆け抜ける。


　見上げた空、覗いた兄の顔。身体が弱くて優しくて、自分が守らなくちゃと思った。死んだように横たわる、毒を受けた兄を見て、もう一度誓った。絶対助けると。何にもいらない。ただ、シルウィルが元気でいればそれでいい。


　だから、剣を取ったのだ。


　あの握りの、冷たい感触を思い出す。鎖の音、そのあとの惨さん状じよう。すべてすべて自分のせい。


　私がたくさんのひとを殺した。私が世界をこんなふうにした。


　だから、もう一度剣を取らなくちゃ。


　すべてを終わらせるために。


　目の前に立ちふさがる敵は、兄。


　その現実は震えるほど、我を失うほど怖かった。それでも、戦わねばならない。


　だって自分は、あの兄の妹なのだ。


　必死で起き上がり、焼けただれた手で剣を摑もうと足あ搔がくノクスの腹に、シルウィルのつま先がめり込んだ。


「ノクス！」


　ウィルゴは叫んだ。シルウィルが眉を顰ひそめてウィルゴを見返す。


「……ごめん、兄さん」


　ウィルゴは落ちている剣に向かって駆け出した。


　追いすがるシルウィルを、ノクスが足に取りつき押しとどめる。シルウィルはノクスを踏みつけ、側頭部を蹴った。ノクスの身体が転がり、血と珊瑚色の光が散った。


　ウィルゴはその間に床を踏み、翼つばさを広げた鷲わしの柄つかに手を伸ばし──その握りを、摑んだ。


　ウィルゴはシルウィルに向き直った。








　ミラは苛立いらだたしげに歯をぎりりと嚙んだ。なんて面倒な娘だろう。誰がおまえをこの世に生み出してやったと思っているんだ。ミラは兄妹の戦いに介かい入にゆうしようと、一歩を踏みだした。


　その──喉元に、不意に水の気配が生まれた。


「ひっ……？」


　ミラの慣れ親したしんだ酸の水ではない。海水でもない。地上を流れる、川の水だ。


　水は一本の綱つなのようにミラの首を絞しめる。ミラは紫色に染まった顔を巡めぐらし、水の綱の伸びる先を見定めようとした。


　水を操あやつる者の姿を確認した途端、ミラの顔が息の苦しさではなく、怒りで紅こう潮ちようした。


「お……おのれ、まだ……！」


「悪いねえ。あんたには借かりを返してないもんで」


　ミラの真後ろ、ダークロアが不敵な笑みを浮かべて立っていた。ダークロアは気を抜けばよろめきそうになる足を踏ん張って、焼けこげたローブから伸びた二本の腕に綱を絡ませ、足あ搔がくミラの首をさらに絞める。ミラは対たい抗こうしようと、髪の一本一本を細くうねる蛇に変えた。その蛇どもに、ダークロアの身体を嚙ませる。ローブが裂け、血が幾いく筋すじか流れた。


「ち……っ」


　ダークロアは舌打ちを一つすると、早口で呪文を唱となえ、ミラの顔を水で覆おおい、口から水の鞭むちを体内に侵しん入にゆうさせようとした。


「あがっ」


　しかしミラはその鞭を嚙み切った。ミラの歯は獣けものの牙きばを思わせるほど鋭するどく伸び、その爪もまた鉤かぎ爪づめのように曲がりくねって伸びた。鉤爪と牙は水の綱を引きちぎった。


　そして、ミラは猫ねこのように敏びん捷しようにダークロアに飛びかかるや、その首筋に牙を突き立てた。


　血が、溢あふれる。


　ミラはうまそうに、ダークロアの血を啜すすった──が、その喉の動きが、いきなり止まった。


　腹に、ダークロアの杖が突き刺さっていた。


「契約は、破は棄きだ。あいつは、ここに置いていく」


　ひゅう、とダークロアの喉が苦しげに鳴った。それでも、彼はにやりと笑った。


「は……ぐ……」


　ミラは、よろり、と一歩あとずさると、腹に埋うまった杖を引き抜いた。ダークロアはその場に倒れる。


「こ……このおおおおおおおおお!!」


　ミラは絶叫し、ダークロアの身体を踏みにじった。それから、燃える目でウィルゴを見た。








　シルウィルは低い笑い声を漏もらしていた。低い、小さな声は、やがて哄こう笑しようとなった。


「はは、はははは……そうか、ウィルゴ。この男のせいなのか？」


「……え？」


　シルウィルは微笑ほほえみを浮かべたまま、ぐったりと力を失い床に倒れるノクスを見た。


「この男がいなければ、おまえももっと素直になれるだろう。そうなんだろう？」


　シルウィルの足が、ノクスの頭を踏みつけた。血が、じりじりと床に広がる。


「に……兄さん!?」


　シルウィルはウィルゴの悲鳴を無視して、動かないノクスの上に屈かがみ込み、残ざん酷こくな笑みを浮かべて囁ささやいた。


「誰がおまえなどにやるものか。大切な、大切な妹だ。私がずっと守っていく。奪えると思っていたか？」


「やめてっ」


「黙れっ！」


　ウィルゴの叫びを遮さえぎって、シルウィルは声を荒あらげて怒ど鳴なった。


「おまえは私に従っていればいい！　私がおまえの幸福を考えてやる、私がおまえに幸福を与えてやる、私がっ」


　シルウィルの顔はさらに蒼そう白はくになり肩は怒りゆえか小刻みに震ふるえていた。だが彼は一度深く息を吸い込むと、それだけで笑顔を取り戻した。


「私だけが、おまえを幸せにできる」


　その笑顔は、少年時代のあの明るい笑顔そのままだった。それゆえにウィルゴは悟さとった。


　シルウィルの心が壊れてしまったことを。


「ウィルゴ……！」


　嗄しわがれた、けれど甘い声がそう囁くが、それとは別の澄すんだよく通る声が、ウィルゴの胸にもう一度響いた。


　名前を呼んでくれた。穏やかな、空色の瞳の男。


　ノクスは世界を取り戻したいと言った。彼は世界が好きだったのだろう。


　かつて、ウィルゴにとってシルウィルは世界そのものだった。他の者の存在など、ほとんど考えていなかった。


　剣を抜いてしまったあの日から、ウィルゴは帝国中を彷徨さまよった。ダークロアやミューシカ、そしてノクスと出会った。刻こく々こくと変わる、この世界を感じた。栄えい華がを誇った帝国の混乱。滅びた都市の乾いた砂。人の心の移ろい。ノクスの声が出た、その奇き跡せき。世界が好きかどうかはよくわからない。辛いことも、いやなことも、もちろんあった。


　それでも、今思うのは一つ。


　やっと見いだしたこの世界が滅びるなど、いやだ。


　シルウィルが大切なひとであることに、今でも変わりはない。


　けれど、ウィルゴはすでにシルウィルという大樹の陰かげから抜け出て、外の世界に立っていた。


　ウィルゴはシルウィルを見つめた。


「兄さん。もう、終わりにしよう」


　その目は潤うるんではいたけれど、あくまでまっすぐに、シルウィルを見み据すえた。妹のその目に、言葉に、シルウィルは笑みを消した。


　ウィルゴは一気に踏み込み、剣を突き出した。視線がぶつかる。シルウィルの瞳に浮かぶ狂気の仮面が、その一瞬だけ引き剝はがされる。狂気の大きな波の前に消え去ってしまいそうな、想いの一ひと欠片かけら。それが顔を覗かせた、ように見えた。


　きぃん、と音がして、ウィルゴの剣はシルウィルの身体を傷つけることなく、鉾ほこに跳ね返された。


　だが、その直後にシルウィルは鉾を取り落とし、床に膝をついた。肩で息をしている。何かひどく、苦しそうだった。


　事態が飲み込めず、ウィルゴは戸惑とまどった。


「……兄さん？」


　だが、ウィルゴの意識が逸それた瞬間、蛇の吐息がその耳を打った。


「甘いわああっ！」


　次の瞬間には、ウィルゴの身体は跳はね飛ばされて床に打ちつけられていた。倒れた身体の下が、珊瑚色にほわりと光る。


　ミラの下半身が蛇となり、その尾おがウィルゴを背後から打ったのだ。ミラは怒りに我を忘れたように叫んだ。腹からは血が流れている。


「ええい、言うことを聞かぬ娘が！　こうなったら死体でもいい！　天空の門にその死体を晒さらし父神の嘆なげきを誘ってやるわ！」


　美しかった顔は憤ふん怒ぬに歪み、歯嚙みする口からは火花が散った。見る間にその頰には鱗うろこが現れ、爬は虫ちゆう類るいのように目が飛び出した。


「その娘を殺せぇっ！」


　だが、シルウィルはミラの言葉も聞こえぬようすで、立ち上がろうともがくウィルゴを見ていた。嗄れた声が呆然と妹の名を呟く。


「……ウィルゴ？」


　その目に今までにない色を見て取って、ミラはほう、という感かん嘆たんの声とともに目を細めた。


「仕方ないね。まだ心が残っていたのかい。ならばわらわが殺すまでよ！」


　ミラの手に短剣が閃ひらめいた。蛇の鱗のような、煌きらめく金属片で覆われた握りから伸びる、悪意溢れる鋭えい利りな刃。それを、ウィルゴめがけて投げつけた。


　腰を落としたままのウィルゴには避けられない。ただ、息を止めた。


　視界に、ちらりと月の金色が見えた。あとは白。息が詰つまるほど、強く抱かれた。懐かしい匂いを、吸い込んだ。


　……何か、衝撃があった。


　けれど痛みはない。今のは短剣が肉に食い込む衝撃ではなかったのか、そう思って、ウィルゴは顔を上げた。目に入ったのは、少し離れたところで呆然と目を見開いているミラだった。


　途端、ぐったりとした白いものが、ウィルゴの身体に寄りかかってきた。


「……？」


　シルウィルの身体だ。


　力なく、ウィルゴの胸に身体を預け、瞼まぶたを閉じ、苦しそうに眉根を寄せている。


「……にいさ」


　顔は蒼白で、額に汗の玉が浮かぶ。その身体を抱え直そうとして、ウィルゴは気づいてしまった。


　手が、濡ぬれたのだ。


　おそるおそる、濡れた手を顔の前に持ってくる。


　赤い。


「あ」


　短剣の柄が、シルウィルの背中から生えていた。


　ミラもまた、その短剣を見つめ、色をなくした唇をぱくぱくと開いている。


「ああああああ…………」


　兄の背を貫つらぬく短剣を視界に捕とらえた瞬間、ウィルゴの喉から悲鳴が漏れた。


　その声に、ぴくり、とシルウィルの指先が反応した。


「ウィル……ゴ」


　痛みが、そしてウィルゴの泣き声が、シルウィルの意識を覚かく醒せいさせた。今まで、とても長い悪夢を見ていたようだった。霧きりが晴れるように、心を塗ぬりつぶしていたどす黒いものが晴れていく。考えるより先に身体が動いてくれてよかったと、シルウィルはぼんやりそんなことを思った。


　おかげで、妹を守ることができた。


「兄、さ、血……っ」


　ウィルゴは泣いていた。シルウィルはうっすらと目を開き、妹の泣き顔を見上げた。


「大丈夫、か。ウィルゴ……」


「や、やめて、兄さん、喋しやべったら、血がっ」


　ウィルゴはシルウィルの背中から溢あふれトーガを染める血を、恐怖の眼差しで見つめていた。目が離せない。シルウィルは、そんなウィルゴの顔に手を伸ばし、言った。


「気に、するな」


「でも……っ」


「最後くらい、言うことを、聞け」


　ウィルゴは首を横に振った。まばたきすらできずに、一秒一秒血の気を失っていく兄の顔を食い入るように見つめていた。ミラが何事か叫んでいたが、ウィルゴの耳には入らなかった。


　頰に触れていたシルウィルの手が、力をなくして落ちそうになったのを、ウィルゴの手が摑んで止めた。


「おまえの、幸せを願っていた」


　シルウィルは、苦しそうに息をした。


「そのためなら、何だってした。でも、おまえは、そんな私を、ひどく心配して……私の思いが、おまえを苦しめていた。私は、そんなことにも、気づかずに」


　ごぼ、とその口から血が溢れた。顔を横に向けその血を吐き出す。


「いや、気づいていたのかもしれない。気づかないふりを、していただけなのかもしれない。自分が、おまえを、守っているのだと、そう、思っていたかったのかもしれない」


　シルウィルの瞳は紅玉のような珊瑚のような赤を急速に失いつつあった。今や虹こう彩さいは青緑だった。海の色。深い悲しみを宿した海の色だ。


　シルウィルの頰に、涙が零こぼれた。ウィルゴの涙だ。それと入り混じり、シルウィルの涙が流れた。


　シルウィルは、すっと息を吸った。胸が、微かすかに動く。


「傷つけて、ごめんな」


　疲れたように、シルウィルは瞼を閉じた。息を吐く。胸が、動く。


「ああ、父おや子こ揃そろって、ばかだな」


　そう言って、微かに、笑う。


「遠く……離れても」


　自じ嘲ちよう的な笑みが、ふと、穏やかなものになる。まるで、海がただ青く、広がるように。


「私は、おまえの、幸せ、を……」


　ウィルゴは口を開いた。けれど言葉は渇いた喉につかえてしまう。


「兄さん、私も兄さんが元気ならそれで……っ」


　やっとまともな言葉が出た。けれどそのときにはもう、シルウィルは呼吸をやめていた。


「………にい、」


　がくがくと揺すぶる。声はない。血だまりは、すでに床いっぱいに広がっていた。


「う……」


　ぐっしょりと重く湿しめったトーガ。兄はもう口を開くことはない。話したいことがたくさんあった。でも一番言わなければいけないことがあった。言えなかった。大切だったよ。そばにいたかったよ。大好きだったよ。


　あなたを救いたかった。


　あなたの苦しみのほんの一部でも代わりに背負いたかった。あなたの手が血で汚れているのなら私が幾いくらでもふいてやった。あなたの苦痛の上に自分の安全があるなど絶対にいやだった。あなたに生かされるくらいなら、あなたと一緒に墜おちたかった。


　でもあなたは、最後まで私にそうさせてくれなかった。


「ああああああああああ!!」


　ウィルゴは叫んだ。同時に、ミラの絶叫が耳を衝ついた。


「おのれええええええっ!!」


　顔を上げる。ミラが半身の蛇じや体たいを異常な速さで動かし、こちらに迫せまってきていた。ウィルゴの中で何かがはじけた。


　落ちていた剣を、しっかりと握り締めた。兄の身体をずらし、床の上に寝ねかせた。立ち上がった。そのときにはもう、ミラは目前に迫っていた。爪が刃のように伸び、てらてらと輝いている。ウィルゴはミラを見た。ミラはウィルゴを見た。


「あああああああああっっっっっ!!」


　魂から出すような、血の滲む声を上げ、ウィルゴは剣を突き出した。ミラもその鉤かぎ爪づめを振り下ろす。金属質の音が響いた。


「……なんっにも」


　ウィルゴはミラの鉤爪を弾はじき、懐ふところに飛び込んだ。剣を突き出すが、その右足を蛇の尾が搦からめ捕とる。倒れたところに、ミラがのしかかってきた。ミラの鉤爪がわき腹をえぐった。


「なんにもいらなかったのに！」


　ミラが大きな口を開き、ウィルゴの喉に嚙みつこうとした。けれどウィルゴはその顔を剣を握った拳こぶしで殴り、その腹を自由な左の膝で蹴けり上げた。ミラは口から鼻を刺す液体を吐きながら、転げまわった。


「私の命も魂も身体も心も髪の毛一筋だってなんにもいらなかった!!」


　どろりとした液体がウィルゴの足に飛び、焼いた。構わずウィルゴは剣を振りかぶり、ミラの胸を貫こうとした。けれど、ミラは口から勢いよく液体を吐き、ウィルゴは顔を庇かばって腕を振り上げた。酸のような液体が、左腕を焼いた。その隙すきにミラは距離を取り、死角から、蛇の尾がうねってウィルゴの背後をつこうとした。


　その尾を、ウィルゴは振り向きざまに斬った。刃は太い尾の半ばまで食い込み、大量の血が飛んだ。ミラは悲鳴を上げて尾を引き戻そうとした。その悲鳴を圧して、ウィルゴは叫んだ。


「優しいひとだったんだ！」


　そして、尾が引き戻される前に、その開いた傷口に、剣を叩きつける。


　何度も何度も。血が跳はね、青い刀身を、ウィルゴの顔を身体を髪を、すべてを濡ぬらした。


「誰よりも優しく生きられるはずのひとだったんだ！」


　カギン、と床を剣が引っ搔かいた。ミラの尾は断ち切られ、斬られた先の部分が、びたびたと床を叩いた。ミラの星をちりばめたような美しい黒髪が逆立ち、天を突く何万もの細く長い蛇となった。その蛇が一いつ斉せいに真っ赤な口を開き、喋った。


「「「ああこの愚おろか者！　そのお優しいシルウィルが、いったいどうして元老院議員なんてものになったか考えてごらん、おまえのためだろう！　あいつは身体が弱かった、だからおまえを守るために権力を求めたのさ、全部おまえのせいなんだよ！」」」


　それぞれの声は僅わずかにずれて反はん響きようしていたにも拘かかわらず、簡単に耳から胸へと染み込んでいった。


　けれどウィルゴはたじろがなかった。まっすぐにミラを見返し、泣いていた。ずっとずっと涙が止まらなかった。喉が涸かれそうなほど叫んだ。


「そうだよ！　私がいなければ、兄さんももっと自由だったんだ！　兄さんだって兄さんだ、守られて死なれて、それで私が喜ぶと思っていたのか!?」


　ミラが突進してきた。ウィルゴの剣がミラの左腕を斬り裂いたが、ミラの鉤爪はウィルゴの腕を捕らえ、二人、床にもつれ合って転がった。ミラの牙が、ウィルゴの右の肩に食い込んだ。焼けるような痛みが身体を走った。しゅううっと白い煙が上がり、肉が焼ける臭いがした。ウィルゴは両腕を摑まれていた。膝で何度蹴ってもミラは今度は力を緩ゆるめなかった。


　だからウィルゴもミラの喉元に嚙みついた。


「ぎゃあああああああああああああ!!」


　ミラの口が開いた。力が緩み、ウィルゴは剣をミラの腹に突き刺した。


「あ……が」


　ミラは自身の腹を貫つらぬく剣を、呆然と見下ろした。同じ目でウィルゴを見た。


　ウィルゴは、手首を捻ひねった。内臓をえぐられ、ミラは暴れ、ウィルゴは剣を引き抜き立ち上がった。


　ミラはのたうち回った。零こぼれる臓物を腹に詰め込もうと、傷口に手を当てて。


　そして、不意に静かになって、ウィルゴを見上げた。その顔にはすでに鱗うろこはなく、牙もなかった。ミラはそれでも、口元に弄もてあそぶような笑みを浮かべた。


「おまえの望みを、わらわは叶えてやったじゃないか。おまえの望みは兄を助けることだった」


　ウィルゴは唾つばごと、ミラの血と肉にく片へんを吐き出した。そして言った。


「そうだとも、これは私の罪だ！　おまえにそそのかされて、私は世界を破滅に追い込んだ！　そうだ、私はシルウィルを助けたかった！　兄さんが助かれば、世界がどうなろうと知ったことじゃあなかった!!」


　あの剣を引き抜けば世界が酸の海に襲われると、知っていたらどうだっただろうかと考えることがある。それでも自分は抜いたかもしれない。恐ろしかった。


　ミラは起き上がった。その腹からは血と肉の塊かたまりが垂れ、その喉からも血が溢れていた。ウィルゴは身体にぴったりとつけて剣を構えた。全身ミラと自分とシルウィルの血で染まっていた。頰だけが、涙で血を洗い流していた。


　ミラが、あざけりを浮かべて嗤わらった。嗤いながら叫んだ。


「すべてがおまえの望みだったのさ！　残念だねえ、あのまま黙っていればおまえは一生シルウィルのそばにいられたのに！　おまえがシルウィルを拒こばみ、殺したんだ!!　おまえはなんてひどい女だろうね！　最愛の男を滅ぼしたんだ！　おまえの母親みたいにね！　妻を失った苦しみが、あの海王に隙を生んだ、ちょうどそんなふうにね！」


　ウィルゴは全身の毛が逆立つのを覚えた。


　まさか。


「まさか貴様が……！」


　ミラは多くの血を流しながらも、その艶つややかな笑みを失わずそこにいた。


「そう、おまえの母親のこともよく覚えているよ。鷲わし神がみはわらわが手引きしたのさ、それが鷲神の望みだったからねえ！　わらわのおかげで、あんたは生まれてくることができたんだ！　すべての不幸はあんたから始まったんだ！」


　突然足あし下もとの大地が音を立てて崩れ去ってしまったような、ひどく不安で、恐ろしい感覚に襲われた。奈な落らくに突き落とされてしまったようだった。


　それでもウィルゴは、踏みとどまった。


「……始まりならば……！」


　全身が痛んだ。筋肉が悲鳴を上げている。ウィルゴは崩れそうになる足を叱しつ咤たし、力を込めて踏ん張った。腹から流れる血流が増した。


「私がすべての始まりならば、私がすべてを終わらせる！　私はおまえを斬る！　おまえなんかにもう負けない！　私はおまえなんかにもう惑わされない！」


　血は止まらなかった。涙も止まらなかった。けれどウィルゴはするりと意識が澄すんでいくのを感じた。深く、静かに沈んで、それから、水に浮かぶように、自然に浮き上がった。


　ウィルゴは床を蹴った。ミラも人ならぬ奇き声せいを発しながら、爪を振り上げた。


　金属が肉と骨を断つ、異様な音がした。


　ウィルゴの頰をミラの爪が切り裂き、深い傷を負わせていた。


「……」


　ミラは目を見開いていた。


　下腹部から背中にかけて、青い刃が貫いていた。ウィルゴは無言で、その刃を上に斬り上げた。そうして、もの言わぬ身体を足で押さえつけ、剣を抜いた。


　ごろりと、ミラの身体が転がった。珊瑚色の光に照らされた中、それは見る間に縮み、やがて、小さな、一匹の海蛇の死し骸がいとなった。







◇◆◇







　ウィルゴは、膝をついた。


　倒れそうになるのを、剣を支えに必死に耐たえた。


　視界がかすむ。血を流しすぎた。


　周囲を見回した。


　シルウィルは、ただ静かに横たわっている。


　ウィルゴはまだ痛む身体を引きずって、動かぬ兄の下へ這はい寄った。


　シルウィルは、目を閉じ、血の中で眠っているようだった。


　ウィルゴは、シルウィルの上半身を抱き起こし、その顔の血をぬぐおうとした。けれどウィルゴの手も血だらけで、ただ白い綺麗な顔を汚しただけだった。


「あれ？　だめだねえ、やっぱ私」


　ウィルゴは、情けなさそうに笑った。涙が溜たまったが、流れ落ちたのは一滴だけだった。


　その一滴をごしごしと腕で擦こすってふき、立ち上がる。


　じわ、と闇が広がるように、視界が暗くなった。ふらついた身体を、横から伸びた腕が支えた。


「ノクス……」


　脇から腕を入れて肩を貸してくれたノクス自身も、額から反対側の肩にかけて、真っ赤になっていた。呼吸が浅い。それでも、彼はなんでもないというふうに首を振った。


「ダークロアは」


　ノクスの視線を追うと、首筋を押さえて蹲うずくまる黒衣の魔法使いの姿があった。


　首筋からの出血が激しいのか、顔色はひどく蒼白だった。ウィルゴはノクスの手を借りて、そちらに行こうと足を引きずった。


　身体中の傷はその奥深くで疼うずき、ウィルゴの神経を間かん断だんなく痛めつけた。ぎり、と奥歯を嚙んで、倒れ込みそうになるのを堪こらえ、一歩、一歩と、火傷した足を引きずりながら進んだ。火傷はさほど痛まず、それが却かえって怖かった。


　だが、ウィルゴら三人が合流する前に、それは起こった。


　大きな揺れが、空間を揺さぶったのだ。


「何……!?」


　ウィルゴはシルウィルの横たわっている方を、慌てて振り返って見た。


　もう一度。


　どん、と床が、壁が、揺れる。


　また。


　どん。


　三度目の揺れで、壁に亀き裂れつが走り、天井から建材の一部が降ってきた。その衝撃で床が崩れ、珊瑚色の光をけばけばしいまでに明めい滅めつさせながら、広間は崩壊を始めた。


「シルウィ……」


　海水が広間を押し潰つぶすかのように押し寄せてきて、ウィルゴの声を搔かき消した。


　シルウィルの姿は、珊瑚色の濁だく流りゆうの向こうに消えた。


　波が視界を埋め尽くし、身体がふわりと浮く感触があった。


　一瞬息を止めてから、ウィルゴは普通に呼吸ができることに気づいた。


　驚いて周囲を見回そうとしたが、その前に一いつ閃せんのまばゆい光が目を射した。


　周囲を取り巻いていた珊瑚色の建材が、突如目を覆おおうほどに輝きだしたのだ。乳白色の光が辺りを満たし、ウィルゴは思わず目をつぶった。光は瞼まぶたの裏に真紅の影を残した。


「ウィルゴさん」


　声は不意に降ってきた。驚いて見上げるウィルゴの目の前に、葡萄ぶどう酒しゆ色の琴こと弾ひきの姿があった。


　あの激しい発光現象はもう収まっていた。辺りは新月のごとき青い闇に包まれ、ミューシカの掌の上でゆらゆらと揺れる光球が、ウィルゴとミューシカ、ダークロア、ノクスを照らしているだけだった。


　珊瑚色の建材も、シルウィルの姿も見えない。


　ただ、深い闇だけがそこにあった。


　照らされた闇は微かすかに揺らめいている。ウィルゴはじっとそれを見つめて、闇が揺らいでいるのではなく、周囲を取り巻く透とう明めいな壁が、揺らめく光を反射しているのだと気づいた。


「なんだ、これは……」


　そこは確かに、海の中だった。けれど、ウィルゴたちの周囲はなんらかの薄い、透明な膜まくで覆われ、海水を遮しや断だんし空気を保っていた。


「あちらの方々からの贈り物ですわ」


　ミューシカの示す方を見て、ウィルゴは息を飲んだ。


　闇の中に、ぽつ、と灯ともし火びが浮かんでいた。


　小さな灯あかりだ。最初は白い光が揺らめきながら漂ただよっていて、見る間にその隣に薄紅が、その上に浅あさ葱ぎが、と次々に新しい火が灯っていった。山やま吹ぶき、濃のう緑りよく、橙だいだい、朱しゆ、真紅、藤ふじ……それらの放つ色はすべて異なっており、やがて周囲が光で満たされるころには、混じり合って白く輝いていた。


　それは火ではなかった。


　そのすべてが、老ろう若にやく男なん女によ、美び醜しゆうとりどりの人間の姿をしていた。大きさも、見上げるほどのものからほんの掌大のものまで、さまざまだ。


「海界の神々です……シルウィルさんが亡なくなり、ミラが死に、封印が解けたのですわ」


　彼らは一斉に、口を開いた。


　途端、海が歌った。


　海鳴りや潮しお騒さいではない。あるいは、そういうものでもあったのかもしれない。


　空気の中であっても、四方は海だ。上から下から四方八方から、海はその歌をウィルゴに伝えた。歌はウィルゴの身体の一番深いところに達し、ウィルゴの身体もその歌に共鳴し、それ自身の歌を返した。身体を駆け巡る揺れのようなものにウィルゴは知らず膝をつき、我が身を抱き竦すくめていた。歌は血管を流れ、肉という肉、骨という骨、ウィルゴの全てを震わせた。歌と混じり合った血は開いていた傷を塞ふさぎ、高ぶっていた神経を優しく労いたわったが、ウィルゴはまったく気づかなかった。


　それは歌だった。海と、海にいるものすべての歌う歌だった。


　ウィルゴは震えながら、顔を上げた。神々の放つ光は目を射すような種類のものではなかったが、視界全体に満ち溢れていた。そのずっと向こうに、ウィルゴはちらりと見慣れた兄の横顔を見た。


　動かぬシルウィルの身体を、神々が手に手を伸ばし、そうっと引いていくところだった。


（海に……葬ほうむられる）


　ウィルゴは幼いころ、繰り返し聞かされた伝でん承しようを思い出した。


　人は、海から生まれて海に帰る──


（兄さんは、海に帰るんだ）


　ウィルゴは、兄の姿が光の彼方かなたに消えてしまうまで、ずっと見つめていた。


　歌はその間もウィルゴの身体に響き渡り、ウィルゴの身体もまた歌い続けていた。


　光は、徐じよ々じよに遠ざかっていった。ウィルゴたちの入った空気の球が、移動しているのだ。神々はシルウィルを引いていった幾柱かを除いてその場に留とどまり、ウィルゴたちを見送っていた。


　視界を覆っていた光は、ぼんやりと輝く光の群になり、やがて闇に消えた。


　歌はそれでもしばらくの間はウィルゴたちの下に届いていたが、いつしかやんだ。


　ウィルゴはそのとき、あれほど傷ついた身体から、痛みが消え去っていることに気づいた。傷は僅わずかな跡あとを残して塞がっている。


「……訊きかないのか？」


　ダークロアは座り込んだままウィルゴを見上げ、言った。顔色はいまだ蒼白ながらも、口元には皮肉な笑みが浮かんでいた。


「どうして、ノクスに剣を向けたか。また裏切るかもしれないよ？」


　ウィルゴは歌の余よ韻いんが残っているのか、どこかぼんやりとした目でダークロアを見ていたが、一度目を閉じると首を横に振った。次に開かれた瞼の下の目は、明るく笑っていた。


「どうして、訊かなくちゃいけない？」


　ウィルゴは肩を竦めた。


「今ノクスは生きてる。それで充分だ」


　ダークロアはウィルゴの笑みを皮肉げな表情のまま受け取って、ノクスを見た。


　ノクスは、くすりと笑って、ダークロアの肩を小こ突づいた。ダークロアは、ばあか、と呟いた。


「お綺麗な顔に傷つけてんじゃねえよ。それ痕あと残るぞ、たぶん」


　ノクスは額からの出血をぬぐい、傷口にそっと触れた。歌のお陰か痛みはもうなかった。まあ、傭よう兵へいだし。ノクスはそう思っただけだった。


　ミューシカの掌の上で揺らぐ灯火だけが、周囲を映す光となった。


　それは小さな光で、海の中を見通すほどのものではなかった。それでも時折、魚ぎよ影えいがウィルゴたちのすぐ傍かたわらを通って、泳ぎ去っていくのを見ることができた。細かい鱗うろこで覆われた身体をうねらせて、深い淵ふちへと消えていく巨大で奇き怪かいな魚。小魚の集まった、銀色の群。俊しゆん敏びんにその中に突っ込んでいく、黒い影。


　それらを見つめながら、ウィルゴはミューシカに訊いた。


「……今までどこに行ってたんだ？」


　ミューシカは、手の中で竪たて琴ごとを弄もてあそびながら、答えた。


「剣の鞘さやを探していました」


　ウィルゴは意味を計はかりかね、眉を顰ひそめた。


　ミューシカはただ静かに首を振った。葡萄酒色の髪が垂れて表情を隠した。


「……天空と海界は相そう互ご不ふ可か侵しんが原則なのです」


「何……？」


「ですから、わたくしはあくまで助力者であって、派手なことは禁じられておりました。あなたの戦いに直接的な手出しをすることも許されておりません。わたくしにはミラと戦うことはできても、殺すことはできません。ミラは海に属ぞくする者ですから」


　ゆっくりと、言い聞かせるように話すミューシカを遮さえぎって、ウィルゴは疑問を挟はさんだ。


「ちょっと待て、おまえは何を言っているんだ？」


「わたくしの身分を。つまり、わたくしが天空神の一柱で、命めいを受けてここまで来た、ということを説明しているのです……あとはみっともない言い訳、といったところですわね」


「……」


　ウィルゴは言葉もなく、ミューシカを見つめた。ミューシカは、幾分疲れたように微笑んだ。


「おまえ……」


「……わたくしが、あなたとシルウィルさんを戦わせたのです」


　ウィルゴはミューシカを見つめた。ミューシカは微笑みを浮かべたままその視線を受け止めた。しばらくしてから、ウィルゴは呟いた。


「どうでもいいね、そんなことは」


　そして、空気の膜の向こうの、海を見る。


「あれは、おまえら神々の戦いじゃない。私の戦いだったんだ」


「……」


「私が自分の意志で選んだ道だ。そうだろ？」


　振り向いた顔は、自信に満ちていた。金の髪。気の強そうな眉。気き後おくれすることなくじっとミューシカを見つめる瞳。


「……ウィルゴさん」


　力強く、清すが々すがしく。出会ったころの痛ましいほどの警けい戒かいはすでになく、それでいて甘えもなく、ウィルゴはミューシカに笑いかけた。


「おまえが私をどう思っていようが、私はおまえのことが結構好きだ」


「……えっと」


　ミューシカは考えるように額に指を一本当てた。


「じゃあキスとかしてみます？」


「……そういう〝好き〟だと誰が言った」


「あら残念。まあわたくしとしてもノクスさん辺りの方が好みなんですけれど」


　ミューシカは真ま顔がおで言った。ウィルゴは黙って、少し不機嫌そうな顔をしただけだった。


「あらそんなに怒らないでくださいまし。妬やいてるんですかぁ？


　……さて、ここまでにしましょう。じゃれ合いたいのは山々なんですが、ウィルゴさんにお願いしたいことがありますので」


「お願い……って、さっき言っていた、剣の鞘、だな？」


「はい。見つけました」


　ウィルゴはミューシカと視線を合わせ、一つ頷うなずいた。


「もうすぐだ」


　そう言って、ウィルゴはノクスとダークロアを見た。ノクスは何事か言おうと口を動かした。声は出なかったけれど、ウィルゴは、うん、と一つ頷いた。


「心配すんなって」


　ウィルゴは立ち上がった。傍らで、ミューシカがじっと海の一点を見つめていた。


「ああ……！」


　ウィルゴの喉から声が漏れる。


　水質が、一変した。


　生命はない。その残ざん骸がいすらない。遥はるか下に、水没した都市の、それでもなお壮そう麗れいなさまが見えた。


　帝てい都とだ。


　こちらの通りにもあちらの角にも、あの建物にも見覚えがある。


　空気の球は、その深度を下げていた。眼下には楕だ円えん形けいの、広い空間が見える。


　闘とう技ぎ場じようだ──ウィルゴが大地という鞘より剣を抜いた、あの始まりの場所。


　ウィルゴはしっかりと、両手で剣を構えた。


　ウィルゴを包む空気の膜が、地面についた。ウィルゴは剣を振り上げた。


　躊躇ためらいなく、一息に振り下ろす。


　膜を破って、剣は大地に突き刺ささった。


　ウィルゴが最初に感じたのは光だった。刀身に刻まれた稲いな光びかりのような文様が光を放った。文様から迸ほとばしり出た光は刀身全体を覆い、刀身を覆った光は青みを増して、酸の海を刺し貫つらぬいた。


「!!」


　ウィルゴの身体は青い光に跳ね飛ばされた。








　ウィルゴは水の流れを感じた。光の温ぬくもりを感じた。鱗に包まれた魚の身体が通りすぎていくような冷たさもあった。そうして、静かな、心地よい闇が、ゆっくりと意識を押し包んでいくのを感じた。


　意識を失う寸前に、ミューシカの別れの言葉が聞こえた気がした。ウィルゴは、必死で口を開き、声を絞り出した。


「また、会おう、な……」


　その応いらえを聞かぬまま、ウィルゴは闇に抱かれた。







◇◆◇







　闇は訪おとずれたときと同様、静かに過ぎ去っていった。


　ぴち、と頰に水が当たった。


（冷たい）


　身体の下で、砂が動くのを感じた。


（波……）


　吸う空気に満ちているのは、潮の匂い。


（海だ）


　ウィルゴはうっすらと目を開けた。


　まず、真っ白い砂が目に入った。


　そして、その砂をさらっていく水。


　視線をずらすと、青く深い海。陽光はその海面を照らし、白く輝かせる。


　ウィルゴは、しばらく海を見ていた。


　それから、寝返りを打って、空を見上げた。


　抜けるような青空。覗き込んでくる、男の顔。


　その瞳は、背後に広がる空と同じ色をしていた。


　ウィルゴは差し出された手を取り、起き上がった。


「お、お姫様のお目覚めか」


　傍らのダークロアが笑う。


　ウィルゴは腹の底までたまるように、深く息を吸い込んだ。太陽は一年ぶんを取り戻すかのように燦さん々さんと熱と光を降り注ぎ、ウィルゴはその日差しを全身で浴びて、大きく伸びをした。




終章　明日に続く黄昏たそがれ







「本当？」


「本当だって！」


　ダークロアが胡う散さん臭くさげに眉を顰ひそめて確認するのを、ウィルゴはむきになって肯こう定ていした。


　ノクスはその間に挟はさまれて、困ったように眉を垂たらしている。


　風が海面を撫なで、白い波が砂浜にうち寄せては散っていく。


　長々と寝そべっていたウィルゴの傍かたわらで、小さな蟹かにが砂浜にあいた小さな穴から這はい出し、ひょこひょこと頼たよりない足取りで、けれど素す早ばやく去っていく。海うな原ばらに目をやれば、かなり遠くまで、砂浜が続いているのが見て取れた。その先は深い色に沈んで、いきなり深くなっているらしい。


　流れ着いた、白砂の海岸である。


「……信じないのか」


　ウィルゴは呟つぶやくと、砂地に肘ひじをついて、半身を起こした。砂が、地面に密着していた肌はだからぱらぱらと落ちた。ウィルゴは砂を気にしたふうもなくその場に頰ほお杖づえをつくと、ノクスをちらりと見やった。


「おまえ、喋しやべったもんな」


　ノクスはこくこくと頷うなずく。


　ダークロアはあぐらを組み直しながら、


「じゃあなんで今喋らないんだよ」


　と訊きいたので、ノクスも海水でばさばさになった髪の中に手を突つっ込んで、頭を搔かいた。ちょっと視線を彷徨さまよわせてから、ダークロアに手て振ぶりを幾いくつか見せる。


「……〝何を喋ろうか〟？　んなもんなんでもいいっつうの」


　ノクスは咳せき払ばらいのようなものを一つして、わざわざ姿勢を正した。唾つばを飲み込むと口を薄うすく開く。


　……数秒、沈ちん黙もくが降りる。


　ノクスの口は、開いたままだ。


　しばらくしてから、照れたような笑顔で、ノクスはダークロアにまた幾つかの身振りをしてみせた。


「……〝喋り方忘れた〟……？」


「お……おまえなあ……」


　ウィルゴは本気で頭を抱かかえた。ノクスは、引きつったような照れたような微び妙みような笑みを浮かべつつ、ウィルゴとダークロアを交こう互ごに見た。


　それに対して、ダークロアはなぜか妙に納なつ得とくしているようだった。


「あー、まあ、なんて言うかすっげーおまえらしい気はするよ、俺様」


　これが長年連れ添そった相あい棒ぼうの反応というやつなのだろうか。ウィルゴは羨うらやましいような全然羨ましくないような気分で、二人を眺ながめた。


　ウィルゴは、着き替がえていた。血と海水に濡ぬれた、ぼろぼろの花嫁衣装はさすがに目立つし動きづらい。ダークロアが通りすがりの難なん民みんの一団と交こう渉しようして、女ものの服を手に入れた。交こう換かん品ひんは花嫁衣装についていた真しん珠じゆだ。ごく少量の食しよく糧りようも分けてもらえた。食糧が貴重な今、決して不当な交換というわけではない。むしろ貴重な食糧を分けてもらえたぶん、幸運だったと言えよう。


　難民たちによると、ここは副都アルバ＝ロンガ近くの海岸であり、彼ら自身もこれから副都へ向かうところなのだという。


　酸の波は退しりぞいた。けれど彼らはまだそれを知らない。難民の一人は、目を細めて眩まぶしそうに太陽を見つめて、皺しわだらけの顔を笑みでくしゃくしゃにしながら、言った。


「お日様拝おがむなんてのは、えらい久しぶりさね。わしら、あの酸の波から逃げてここまで来たけど、その間もう何度も死にそうになったよ。それでもちゃんと生きていたことへの、こいつは神様の贈り物かねえ」


　ダークロアは、笑い返して言ったものだった。


「ああ、そうさ。神様が褒ほう美びをくれたのさ。でも、これだけじゃあなくって、まだまだすっげえ贈り物があるんだ。それもこれも、婆ばあちゃんがえらい別べつ嬪ぴんさんだから、神様もクラっときちゃったのさ」


「ありゃ！　こりゃあいいこと言うねえ、じゃあちゃあんとお化け粧しようせねばねえ。そしたら、わしの魅み力りよくで酸の海も逃げ帰っていくかねえ」


「もちろんさ」


　ダークロアは少年のように明るく笑って、去っていく難民たちに手を振った。


　自分が殺してしまったのはこういうひとたちだったんだなと、ウィルゴはそのときぼんやり思っていた。それから、流れ着いたところに人間がいてよかったと、誰にともなく感謝した。


　食糧もなく無人の帝てい都とに置き去りにされたら、死んでしまう。それが罰ばつだと言われても、ウィルゴははいそうですかと黙って死にたくはなかった。


　シルウィルが身体からだを張って守ってくれた命なのだ。誰にどんなふうに責められ、詰なじられようとも、それを失うつもりはなかった。


　ノクスとダークロアはまだじゃれ合っている。


「そう言えば、おまえそのとき何喋ったの？」


「……」


　ノクスが答えに詰つまっている。ダークロアはきらりと目を光らせて、意味ありげにウィルゴに訊いた。


「ねえ、何喋ったの、こいつ」


　ふわああ、とウィルゴは大きな口を開けて欠伸あくびをした。シルウィルがいたらきっと少しは女らしくしろとどやされただろう。きっとくそまじめな顔で──


　手をついて、立ち上がる。ダークロアが、教えてよう、と食い下がる。


「秘密だ」


　ウィルゴはそれだけ言うと、砂を踏ふんで、歩き出した。ダークロアがその背中に声をかける。


「どしたの？」


「風に当たってくる」


　ウィルゴは振り返らず、そう言った。








　砂の上を、しばらくの間、ゆっくりと歩いた。焼けるような熱い砂が、サンダルの革かわと革の間から肌に当たり、指の間や足の裏にへばりついた。


　思い立って、波打ち際ぎわに足をさらしてみた。さああっと寄せてきた波が、火ほ照てった足を洗い、引いていく。


　砂浜はしばらく続いてから、岸が海に突き出た辺りで、岩場になっていた。そちらまで、足を伸ばしてみよう。そう思い、ウィルゴは水を跳はね、砂を跳ね、歩いた。


　腰に吊つるした剣の重みがないのが、無む性しように不安を誘さそった。落ち着かない。けれど、あの剣は今頃本来の役割を果たしているところなのだろう。誰もいない闘とう技ぎ場じようで、ひとり、この世界を守っているのだ。剣なのに振るわれないことによって本来の力を発はつ揮きするとは、なんとも奇き妙みような感じがする。


　岩の上に、ひたり、と濡れた足あし跡あとがついた。


（ずいぶん歩いた……）


　ウィルゴは、自分が歩いてきた方を眺めた。ノクスとダークロアの姿は、もう見えない。


　大きめの岩の上に這はい上がって、立ってみた。


　視界いっぱいに広がるぼんやりと青い水は、風に吹かれて小さな白い波を立てている。


　海の広がる東の空は、すでに幾らか青みを減げんじ始めていた。水に溶とかしたような薄い空色が、ゆっくり紫むらさきの色合いを帯おび始めている。


　ウィルゴは黙って海を見て、髪を巻き上げる風を感じていた。


　不意に、どうにもできない喪そう失しつ感かんがこみ上げてきた。


「……っ」


　声が出そうで、口を押さえた。その指の間を、涙は滑すべり落ちていく。


（兄さん）


　海界であれだけ泣いたのに、まだ涙が出るとは思わなかった。ただ、胸がきつくて、辛つらかった。海界の死し霊りようたちが体内に入り込んで、心臓を握にぎりつぶそうとしているかのようだった。


　この慟どう哭こくはいつまで続くのだろう。いつか終わる日が来るのだろうか。


　わからない。


　ウィルゴは、両膝をついた。


　その背後から、何か生き物の動く音がした。次ついで、むだに陽気な声。


「ウィルゴちゃあん！」


　人間の言葉なのだから、フナムシや蟹かにの類たぐいではない。聞き覚えのある声に、ウィルゴは慌あわてて拳こぶしで顔を拭ふいて振り返った。


　飛びついてくるでかい図ずう体たいの男のせいで、ウィルゴは危あやうく足を踏み外して岩場から転落するところだった。


「なんでここにいるんだよおまえ！」


　尻しり餅もちをついて、ウィルゴは自分に抱きついて離れないダークロアをぽかりと殴なぐった。ダークロアはウィルゴの首に両腕を回し、その頰に自分の頰をこすりつけながら言った。


「やあねえだってウィルゴちゃんに何かあったらと心配でええええん」


「ぎゃあああっ、気持ちの悪い声を出すな！　しかもなんかちくちく痛い!!」


「あ、それ髭ひげかと。剃そり残しあったかしらあん」


　魔法使いとは思えぬ逞たくましい腕に抱き竦すくめられて、ウィルゴは顔を真っ赤にして暴れた。が、ダークロアはウィルゴの背中に右腕を回すと、ひょいと抱き上げてしまった。


　ウィルゴは暴れようとして、足場になっている岩の下で、白く砕くだけ散る波を見てしまった。


「ひあ!?」


「はっはっはっ、高い高いもしてあげようか、ウィルゴちゃん」


「こんな岩場で何考えてんだよおまえは!!」


「まあそれはともかく！」


「ともかくじゃないっ」


「ノクス、ウィルゴちゃんは俺様が貰もらっていくぞ！」


「はあ!?」


　すぐそばの大岩の後ろから、ノクスが困ったような顔を出した。


「お、おまえら揃そろって覗のぞいてたのか！」


　一人で泣くためにこんな離れた岩場まで来たというのに。ウィルゴは羞しゆう恥ちと怒いかりで、顔が熱くなるのを感じた。


「ねえノクスぼん」


　腕の中のウィルゴに構わず、ダークロアはノクスに意地の悪い笑みを向けた。


「いいの？」


「なんで私じゃなくてノクスにうかがいを立てるんだ！　うああ、耳に息をかけるな！」


「うふふふふ、可愛かわいいなあ、もう」


　ノクスは、相変わらず困った犬のような落ち着かない表情で、うろたえている。煮にえ切らない態度に苛いらついて、ウィルゴは叫んだ。


「おいこらノクス！　いやだって言え！　じゃないとこの男本気で私をどうにかしてしまうぞ！」


　どうにかってどう？　と一瞬ノクスは思ったが、それ以上怒ど鳴なられる前に、ウィルゴの腕を取って肩を抱き、ダークロアから引き剝はがそうとした。予想外に、ダークロアは簡単に手を離した。


　ダークロアはウィルゴを抱きかかえていたわけで、その手から解放されたウィルゴは支えどころを失って、ノクスの胸に飛び込むような形になった。慌てて離れようとするウィルゴの両肩を、今度はノクスが強く摑つかんだ。


「おま……」


　文句を言おうと口を開いたところで、ウィルゴはやめた。ノクスの照れたような、緊きん張ちようした面おも持もちを見て、言える文句などなかった。


「あ、えと……」


　ノクスはウィルゴの髪に手を伸ばした。ウィルゴは思わず目をつぶり、それからそっと開けた。


　頭を撫でられた。


　砂が、ぱらぱらと落ちる。


「……」


　ウィルゴはノクスを見上げた。ノクスは目を細めて、ウィルゴに微笑ほほえみかけた。


「……なんだよ」


　ウィルゴはくすぐったそうに身をよじり、ノクスの腕から逃のがれようとした。けれどノクスは払いのけられた手をもう一度伸ばして、ウィルゴの身体を抱き寄せた。


　ウィルゴの身体は、ノクスの腕の中にすっぽり収まってしまった。


「……なん、だよ」


　ウィルゴは唇くちびるをとがらせ、消え入りそうな声を出した。言葉とは裏腹に、ノクスの肩に頭を預あずけて、すうっと息を吸い込んだ。当たり前だが、海の匂いがした。


　羞しゆう恥ちは、少し。ふわふわと落ち着かない不安も、少し。


　そして、それらを圧して何より強きよう烈れつな思いが、ノクスの服に髪に染しみついた潮の匂いを嗅かいだ途と端たん、わき上がってきた。


（あ）


　頭に、肩に、背中に、ノクスの掌てのひらがそっと触れて、撫でていく。


（泣き、そう）


　わき上がってきたのは、悲しみだった。寂さびしさだった。


　昔こうされた。もうずっと遠い昔。そのひとは今はもうあの海の彼方かなた、二度と会うこともなく。だってそのひとは死んでしまったから。


　涙を堪こらえようとするウィルゴの背中を、とどめとばかりに、ノクスの手が、ぽん、ぽん、と二度叩いた。


「う」


　限界だった。


　ウィルゴの喉から、嗚お咽えつが漏もれた。食いしばった歯の間から、救いきれない感情が、最初はせせらぎとなって、そして最後には雪解けの濁だく流りゆうとなって流れていった。


　ノクスの肩に、胸に、ウィルゴの涙が染みを作る。


　ウィルゴはノクスの服を摑み、大きな声を上げて泣いた。今まで飲み込んできた涙が、ついに硬かたく頑がん丈じような堰せきを壊して流れ出たようだった。


　その間ずっと、ノクスはウィルゴの背中や頭を撫でてくれていた。


　どれくらいの時間が経たったのか、ウィルゴにはよくわからなかった。


　泣き疲れて、ウィルゴはノクスの胸から顔を離した。


　きっとすごい顔をしてるだろうなと思って、急いで服の裾すそで顔を拭く。掌で頰を叩き、気合いを入れた。それからやっと、おそるおそる顔を上げた。


　視線が合い、ノクスははにかむように微笑んだ。


　あっさりと、ウィルゴを抱き締めていた手を離す。


　それがあまりに呆気あつけなくて、ウィルゴは残念にすら感じた。


（……残念？）


　自分の思考に気づき、ウィルゴの顔が赤く染まる。


　太陽の傾かたむきを見ると、大して時間は経っていないらしい。日は西の空で、時折流れてくる雲を染め上げながら、黄金色の光で大地を照らしている。


「……ありがとう」


「？」


「ついてて、くれて」


　ノクスは頷うなずいた。


　ウィルゴは、気恥ずかしくなって、視線を逸そらした。


　しばらく、微妙な距離を保ったまま、そうしていた。


「あのさ、ノクス」


　ウィルゴは、ノクスの方を見ずに言った。顔を見たら、絶対言えない気がした。ただ、自分のつま先を見つめながら、ぼそぼそと言った。


「私、な。ひとに、甘やかされるの、やだと、思ってたんだけど」


　言葉は途と切ぎれ途切れになってしまう。ウィルゴは、きゅ、と自分の服の裾を摑んだ。


「でも、なんか、そうでも、ないみたいだ」


　また、しばらく、沈黙が降りる。ウィルゴは、意を決して顔を上げた。ノクスにまじまじと見つめられていたことに気づいて、ウィルゴは心臓がせわしなく跳はねるのを感じた。


「今、だけ、だから。だから、もう一回、頭、撫でてくれるか？」


　ノクスは一瞬きょとんとした。それから、そっとウィルゴの頭に手を伸ばした。


　ウィルゴの肩から、力が抜けた。羞恥や、不安や、緊張が、少しずつほぐれていって、あとにはほんのりとした、心地よい胸の苦しさが残った。


「昔、な」


　頭と、肩に、そっと触れる掌の感触を、ウィルゴは目を閉じて感じた。


「昔、言ってた。兄さんが」


　唇を一度湿しめらせてから、囁ささやくような小さな声で言った。


「お母さんのこと。優やさしい、すてきなひとだったよって。お母さんのことなんか嫌きらいだって言ったら、お母さんは、おまえを産んでくれた、それはものすごくすてきなことなんだよって、そう言った」


　ウィルゴは一つ息を吸った。


「そのときは反発しただけだったけど、お母さんっていうひとに、ちょっと、会ってみたかったなって、今はそう思う」


「……」


「それだけだ！　つまんないこと話したな！　もういいぞ！」


　勢いよくそう言って、ウィルゴはいきなりノクスの手を払い落とし、背中を見せた。


「……迷惑かけてごめんな」


　背中だけを見せて言う言葉は、強くはあったけれど、寂しげでもあった。


　つまらないことではない。迷惑なことですらない。


　ノクスは歩きだしていたウィルゴの腕を摑んだ。振り向かせる。


「っ？」


　ウィルゴが、ちょっと気き後おくれしながらノクスを見つめた。


　ノクスはウィルゴに言いたいことがあった。けれど奇跡は一度しか起こらないから奇跡なのか、喉から声が出てくれない。


　視線を合わせる。唇を動かし、言葉を刻きざむ。


　声は、出ない。


　もう一度。唾つばを飲み込み、口を開く。


　ノクスの唇の動きをじっと見つめ、耳を澄すましていたウィルゴの目が、ハッと見開かれた。


　微かすかに、聞こえた。


「も一回言って……！」


　ノクスは、みたび唇を動かした。声帯が震ふるえ、小さな、声が聞こえる。


　それを聞き取って、ウィルゴは何度も瞬まばたきをして、それから顔を真っ赤にした。


「い……一緒に、って、どこまでだよ」


　ノクスは微笑ほほえんだ。唇を動かす。声は出なかったけれど、その唇の動きで、ウィルゴは察してしまった。


　ずっと。


「………………!!　あ、ああああああっと、だ、ダークロアはどこ行ったんだろうな」


　むりやり視線を逸らして、ウィルゴはついでに話題も逸らそうとした。あの黒衣の魔法使いは、気がつくと煙のように消えていた。ウィルゴは黄昏たそがれの黄金色に染まりかけていた周囲を見回して、歩きだそうとする。


　が、その肩を、ノクスがもう一度摑んで止まらせる。


　むりやり振り向かされて、視線が合った。絡からんだ。


「……私が、このあとどこに行くかとか、全然、話してないぞ」


　ノクスは平然と頷く。で、どこに行くつもりなのか？　と目で訊きいてくる。ウィルゴは仕方なく答えた。


「私は、帝都に、もう一度行く。もう一回、しっかり見たいし、何か、できることを、したいから……」


　ウィルゴはそう言うと、突然ハッと気づいてノクスを見上げた。


「あ。あああああ、そうだ、言わなきゃいけないことあったんだ、ノクス！」


　ウィルゴは、ノクスの肩を、わし、と摑むと、はっきり言った。


「ごめん！　エルクレイダのこと、連れてって。いろいろ言ったし、おまえが、いやな思い、してるんじゃないかって思って」


　ノクスは一瞬なんのことかわからなかった。ひと呼吸おいて、ああ、と思い出す。そんなことを気にしていたのか、となんだかやたらと可愛かわいらしく思えてしまった。


「……そうだ、いつか、おまえの好きなところに行こう。なあ、どこに行きたい？」


　どこにでも。


　けれど、そう、行ってみたい場所は、ある。


　ノクスは耳の後ろを搔かいていたが、ふと笑みを浮かべて、指を一本立てた。それから、自分とウィルゴをゆっくりと指す。再び、人差し指を一本だけ、立ててみせる。


「いち……もう一度！　わかった、エルクレイダにもう一度？」


　ノクスは頷いた。ノクスはあの青の広間をウィルゴと一緒に見たかった。晴れているときは、太陽の光が色いろ硝子ガラスを通して空間いっぱいに降り注ぎ、名前の通り青の広間となるのだ。少年時代のノクスは、あの広間に行っては、床に落ちる青い影の刻々と変化するさまを、夢中になって追った。それを今度はウィルゴと一緒に見たかった。あの町とあの城の一つ一つを、ウィルゴと一緒に感じていきたかった。


　ウィルゴは嬉しそうに笑って、じゃあ、と言ってノクスに手を差し出した。


「行こうな！」


　ノクスは素直に喜ぶウィルゴを見つめ、自分の手を差し出された手の上に重ねる。


「……」


　耳元に唇を寄せて、もう一度、ウィルゴに囁いた。


　一緒に、行こう。


　ウィルゴは頰を紅潮させながら、ん、とくすぐったそうに身じろぎして、頷いた。


　ノクスはそんなウィルゴを見つめ、胸の中で、呟いた。


（俺には君の兄さんの代わりはできないけど。あんなふうに君を愛することはできないかもしれないけれど。君が泣いているときも笑っているときも怒っているときもそばにいたいよ。


　君と一緒に、）


　赤みがかった金の髪は風に乱れ、ウィルゴはその髪を邪じや魔まそうに片手で押さえた。


（生きたいよ）


　ふと、ウィルゴが思い出したように、呟く。


「そう言えば、本当にあいつはどこに行ったんだ？」








「探してますわよぉ？」


　ミューシカが、額に手をかざして、遠くの砂浜を眺ながめながら言った。


　その傍かたわらで、ダークロアは手首を振る。


「裏切り者はこっそり退たい散さんするのがいいの」


「あら。気にしてたんですか？」


「うんにゃ。全然」


　ダークロアの口調は、相変わらず本気なのか誤ご魔ま化かしただけなのか、真意が摑めない。


　ミューシカは額に当てていた手を下ろして、その場に腰を下ろした。


　海と、街かい道どうをはるかに見下ろす、岩山の上であった。街道の方から見ると、巨きよ人じんが背中を丸めたような形に見えるところから、人々はそれを神の呪のろいによって石化した、かつての英えい雄ゆうだと語っていた。


　ミューシカが腰を下ろし、ダークロアが立っているそこは、その巨人の頭頂に当たる山頂付近である。いわれのある岩山に、不ふ遜そんと言えばあまりに不遜な行こう為いである。しかし彼らは臆おくしたふうにも見えない。ミューシカなどは吹き抜ける風を楽しむように、足をぶらぶらと揺ゆらしている。


　ダークロアが、筋肉をほぐすように肩を回した。


「あーあ、今回は疲れたなあ」


「ご苦労さまでした」


「死にかけたしなあ」


「それは貴重な体験をなさいましたね。で、これからどうなさるんですの？」


「俺様？　あー。うん、どうしようかな」


　ダークロアは岩山の天てつ辺ぺんで、ぐるりと首を巡めぐらせて、周囲を眺めた。東と南には海、西には荒野の中を突っ切る街道が続く。北は、少し行けば副都アルバ＝ロンガ、その向こうには半島と大陸を隔かく離りするように、峨が々がたる神峰が連なる。夏なお雪を冠かんした峰みねを越えれば、その果てには遊牧民族の割かつ拠きよする広大な草原が広がっているのだ。


「北の遊牧民族が、帝国が混乱してる隙すきをついて攻せめてくるって話もあるから、まあ傭よう兵へいの口はありそうだけどね。でも、あの峰を越えてずっと行くのもいいかなあ。沈んでく太陽おっかけて、西に行って故郷に戻るとかいう手もあるし」


「ああ、そちらのご出身で」


「そう、そちらのご出身で」


　ダークロアとミューシカは、顔を見合わせて笑った。


　太陽は、西に伸びる街道の向こうに、沈んでいこうとしていた。


「まあ、気ままにやらせてもらうさ」


　ダークロアは一つ伸びをした。


「生きていれば、そのうちまた会うだろう」


　そう言い残すと、岩を蹴けって飛んだ。


　一声かけて、風を呼ぶ。


　地面につく瞬間、ダークロアの黒いマントがふわりと風をはらんで膨ふくれ、からすの羽のように見えた。静かに着地すると、杖を摑んだ手をミューシカに一つ振って、のんびり去っていった。


　ミューシカは、しばらく、そこにとどまっていた。


　ダークロアの姿も、ダークロアを探すウィルゴたちの姿も見えなくなるまで、見送った。


　風は宵よいに近づいた涼りよう気を運んでいた。


　東の空はもう暗い。濃い藍あい色いろが空を覆おおう。西はその藍を薄うすく引き延ばして、紫むらさきを足したようだった。その果てに、微かに橙だいだい色いろの残照が認められた。


　ミューシカが座ったまま伸びをすると、長い髪が、肩から背中にさらりと流れた。


　女性的な葡萄ぶどう酒しゆ色の唇が、誰にともなく言葉を刻む。


「……また、いつか……」


　次の瞬間、その姿は煙のように搔かき消えていた。見上げていた子どもが、あんぐり口を開けて瞬きしたが、気づかぬ母親はその手を引いて、街道を急いだ。










　風が啼ないて、『彼』の身体を撫でていった。巻き上げられた砂が滑なめらかな身体に当たり、ぱらぱらと乾いた音を立てる。


　誰もいない、帝都の真ん中で、『彼』はひとり、立っていた。


　孤こ独どくだとは思わない。


　周囲に、生命の気配はないけれど。


　それでも、吹き抜ける風に、位置を変えていく天体に、『彼』は世界を感じていた。


『彼』はただ、静かに、そこに在あった。


　青い、明日に続く色の身体を、大地深くに突き刺して。








　 剣 グラデイウスは、その日最後の光に照らされ、長い影を伸ばしていた。
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